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１ 基本
きほん

理念等
りねんとう

 

(1) 法令
ほうれい

の根拠
こんきょ

 

この計画
けいかく

は、障 害 者
しょうがいしゃ

の日 常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

を総合的
そうごうてき

に支援
しえん

するための法律
ほうりつ

（平成
へいせい

17年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

123号
ごう

。以下
い か

「障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

」という。）第
だい

89 条
じょう

第
だい

１項
こう

の規定
きてい

に基
もと

づく障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

及
およ

び児童
じどう

福祉法
ふくしほう

（昭和
しょうわ

22年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

164号
ごう

）第
だい

33 条
じょう

の 22第
だい

1項
こう

の規定
きてい

に基
もと

づく障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

を一体
いったい

として策定
さくてい

するものです。 

 

(2) 趣旨
しゅし

及
およ

び経過
けいか

 

障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

は、国
くに

の「障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

及
およ

び障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援等
しえんとう

の円滑
えんかつ

な

実施
じっし

を確保
かくほ

するための基本的
きほんてき

な指針
ししん

」（以下
い か

「基本
きほん

指針
ししん

」という。）に即
そく

して策定
さくてい

するこ

ととされています。 

県
けん

が 障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

を策定
さくてい

する趣旨
しゅし

は、各市町村
かくしちょうそん

を通
つう

ずる広域的
こういきてき

な見地
けんち

から、成果
せいか

目 標
もくひょう

を設定
せってい

し、障
しょう

がい者
しゃ

＊１及び 障
しょう

がい児
じ

＊２（以下
い か

「障
しょう

がい者
しゃ

」という。）の地域
ちいき

生活
せいかつ

を支
ささ

える 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス、相談
そうだん

支援
しえん

及
およ

び地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

、障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援等
しえんとう

（以下
い か

「障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

」という。）の提 供
ていきょう

体制
たいせい

を計画的
けいかくてき

に確保
かくほ

することにあ

ります。 

県
けん

ではこれまで、第
だい

１期
き

から第
だい

５期
き

にわたる 障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

を策定
さくてい

し、市町村
しちょうそん

と

連携
れんけい

して、その推進
すいしん

を図
はか

ってきました。 

このたび、第
だい

５期
き

神奈川県
かながわけん

障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

（以下
い か

「第
だい

５期
き

計画
けいかく

」という。）までの実績
じっせき

や課題
かだい

を踏
ふ

まえ、今回
こんかい

の改定
かいてい

に当
あ

たり示
しめ

された国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

（令和
れいわ

２年
ねん

厚生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

告示
こくじ

第
だい

213号
ごう

）の内容
ないよう

に即
そく

し、県民
けんみん

の皆様
みなさま

の御意見
ご い け ん

を 伺
うかが

いながら、第
だい

６期
き

神奈川県
かながわけん

障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

（以下
い か

「第
だい

６期
き

計画
けいかく

」という。）を策定
さくてい

します。 

  なお、第
だい

６期
き

計画
けいかく

については、令和
れいわ

３年
ねん

３月
がつ

までに策定
さくてい

を予定
よてい

していましたが、県内
けんない

で新型
しんがた

コロナウイルス感 染 症
かんせんしょう

の感染
かんせん

が拡大
かくだい

したことに 伴
ともな

い、市町村等
しちょうそんとう

との調 整
ちょうせい

や

意見
いけん

交換
こうかん

が十 分
じゅうぶん

に 行
おこな

えなかったことなどから、改定
かいてい

作業
さぎょう

を１年間先
ねんかんさき

送
おく

りし、令和
れいわ

４

年
ねん

３月
がつ

に策定
さくてい

したものです。 

 

(3) 計画
けいかく

期間
きかん

 

  この計画
けいかく

の期間
きかん

は、令和
れいわ

３年度
ねんど

から令和
れいわ

５年度
ねんど

までの３年間
ねんかん

とします。 

 

(4) 目的
もくてき

 

この計画
けいかく

は、平成
へいせい

31年
ねん

３月
がつ

に障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

（昭和
しょうわ

45年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

84号
ごう

）第
だい

11 条
じょう

第
だい

２項
こう

の規定
きてい

に基
もと

づき策定
さくてい

した「かながわ 障
しょう

がい者計画
しゃけいかく

」の理念
りねん

や 考
かんが

え方
かた

を、障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

に基
もと

づくサービス実施
じっし

計画
けいかく

として具体化
ぐ た い か

することにより、誰
だれ

もが安心
あんしん

して豊
ゆた

か

に暮
く

らすことができる地域
ちいき

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に寄与
き よ

することを目的
もくてき

とします。 

- 1 -



(5) 基本
きほん

理念
りねん

 

基本
き ほ ん

理念
り ね ん

 ひとりひとりを大切
たいせつ

にする 

障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

は、「全
すべ

ての国民
こくみん

が、障 害
しょうがい

の有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、

相互
そうご

に人格
じんかく

と個性
こせい

を尊 重
そんちょう

し合
あ

いながら共 生
きょうせい

する社会
しゃかい

を実現
じつげん

する」ことを目的
もくてき

として

います。 

平成
へいせい

31年
ねん

３月
がつ

に策定
さくてい

した「かながわ 障
しょう

がい者計画
しゃけいかく

」では、この目的
もくてき

に沿
そ

って、すべ

ての県民
けんみん

を対 象
たいしょう

に、「ひとりひとりを大切
たいせつ

にする」ことを基本
きほん

理念
りねん

としています。 

「ひとりひとりを大切
たいせつ

にする」ということは、 障
しょう

がい者
しゃ

ひとりひとりの望
のぞ

みや願
ねが

い

に沿
そ

って、自分
じぶん

の生活
せいかつ

や生
い

き方
かた

を「自己
じ こ

選択
せんたく

・自己
じ こ

決定
けってい

」できるようサポートし、 障
しょう

がい者
しゃ

が必要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う

けながら、その人
ひと

らしく暮
く

らすことを意味
い み

します。それは、

当事者
とうじしゃ

の 幸
しあわ

せとともに、支援者
しえんしゃ

や周
まわ

りの仲間
なかま

の 喜
よろこ

びにもつながります。 

その理念
りねん

に基
もと

づき、医療
いりょう

、障
しょう

がい福祉
ふくし

、介護
かいご

、住
す

まい、社会
しゃかい

参加
さんか

などが包括的
ほうかつてき

に確保
かくほ

された地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムを構築
こうちく

し、 障
しょう

がい者
しゃ

が 自
みずか

ら能 力
のうりょく

を最大限
さいだいげん

発揮
はっき

できる

よう、 障
しょう

がい者
しゃ

の自立
じりつ

及
およ

び社会
しゃかい

参加
さんか

、地域
ちいき

社会
しゃかい

における生活
せいかつ

を支援
しえん

していきます。 

 

 (6) 基本
きほん

方針
ほうしん

 

基本
き ほ ん

方針
ほうしん

 

当事
と う じ

者
しゃ

目線
め せ ん

の支援
し え ん

の実践
じっせん

により「ともに生
い

きる社会
しゃかい

かながわ」の実現
じつげん

を目指
め ざ

す 

県
けん

は、 障
しょう

がい者
しゃ

の自立
じりつ

を「 障
しょう

がい者
しゃ

が、 自
みずか

らの 考
かんが

えと判断
はんだん

により、地域
ちいき

社会
しゃかい

の中
なか

で主体的
しゅたいてき

に生
い

き、自己
じ こ

実現
じつげん

を図
はか

っていくこと」と 考
かんが

えています。 

この 考
かんが

え方
かた

を踏
ふ

まえ、乳幼児期
にゅうようじき

から成人
せいじん

・高齢期
こうれいき

にいたるまで、 障
しょう

がい者
しゃ

のライ

フステージに応
おう

じた切
き

れ目
め

のない支援
しえん

を実現
じつげん

することが大切
たいせつ

です。 

障
しょう

がい者
しゃ

への支援
しえん

に当
あ

たっては、「 障
しょう

がい者
しゃ

のために」という視点
してん

で、安全面
あんぜんめん

の

みを優先
ゆうせん

した、いわゆる「支援者
しえんしゃ

目線
めせん

」の支援
しえん

から、本人
ほんにん

の望
のぞ

みや願
ねが

いを第一
だいいち

に 考
かんが

える「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

」の支援
しえん

への大転換
だいてんかん

を図
はか

り、そうした支援
しえん

を実践
じっせん

していくことが

必要
ひつよう

です。 

それにより、当事者
とうじしゃ

と支援者
しえんしゃ

の双方
そうほう

が 喜
よろこ

びを感
かん

じることができ、平成
へいせい

28年
ねん

10月
がつ

、

県議会
けんぎかい

と共 同
きょうどう

して策定
さくてい

した「ともに生
い

きる社会
しゃかい

かながわ憲 章
けんしょう

」に定
さだ

める、誰
だれ

もが住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らすことができる「ともに生
い

きる社会
しゃかい

かながわ」につなが

ります。 

そこで、この計画
けいかく

では、「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

」の支援
しえん

の実践
じっせん

により「ともに生
い

きる社会
しゃかい

かな

がわ」の実現
じつげん

を目指
め ざ

すことを、基本
きほん

方針
ほうしん

とします。  
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(7) 基本的
きほんてき

な視点
してん

 

県
けん

は、「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

の実践
じっせん

」を基本
きほん

方針
ほうしん

として、市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

し、各種
かくしゅ

の障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の提 供
ていきょう

や 障
しょう

がい者
しゃ

への支援
しえん

を充 実
じゅうじつ

させていきます。また、法人
ほうじん

や

事業者
じぎょうしゃ

がそれぞれの強
つよ

みを生
い

かして、地域
ちいき

における重 度 障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

の支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

できるよう促進
そくしん

していきます。 

さらに、 障
しょう

がい者
しゃ

が仲間
なかま

や地域
ちいき

の人
ひと

たちとのつながりの中
なか

で暮
く

らしていけるよう、

一緒
いっしょ

に 考
かんが

え、準備
じゅんび

していくという視点
してん

をもって、地域
ちいき

生活
せいかつ

移行
いこう

に取
と

り組
く

んでいきます。 

 

ア 障
しょう

がい者
しゃ

の自己
じ こ

決定
けってい

の尊 重
そんちょう

と意思
い し

決定
けってい

の支援
しえん

 

    県
けん

は、津久井
つ く い

やまゆり園
えん

を再生
さいせい

する中
なか

で、人
ひと

には 必
かなら

ず意思
い し

があるという前提
ぜんてい

に

立
た

ち、 自
みずか

ら意思
い し

を決定
けってい

することに困難
こんなん

を抱
かか

える 障
しょう

がい者
しゃ

の意思
い し

決定
けってい

を支援
しえん

してい

ます。 

障 害 者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

に関
かん

する条 約
じょうやく

にも掲
かか

げられている、 障
しょう

がい者
しゃ

の自己
じ こ

決定
けってい

を

尊 重
そんちょう

するため、この意思
い し

決定
けってい

支援
しえん

の 考
かんが

え方
かた

を、県内
けんない

の障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス

事業所等
じぎょうしょとう

に普及
ふきゅう

させていきます。 

 

  イ 地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

及
およ

び地域
ちいき

生活
せいかつ

の継続
けいぞく

に向
む

けた支援
しえん

 

 (ｱ) 地域
ちいき

資源
しげん

の充 実
じゅうじつ

 

     障
しょう

がい者本人
しゃほんにん

の意思
い し

により地域
ちいき

での生活
せいかつ

を希望
きぼう

する場合
ばあい

には、安心
あんしん

して地域
ちいき

で

の暮
く

らしを継続
けいぞく

することができるよう、 障
しょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

を支
ささ

えるソフト・

ハード両 面
りょうめん

の地域
ちいき

資源
しげん

が整備
せいび

される必要
ひつよう

があります。 

県
けん

では、「施設
しせつ

・病 院
びょういん

から地域
ちいき

へ」の 考
かんが

え方
かた

のもとに、訪問系
ほうもんけい

サービスや日 中
にっちゅう

活動系
かつどうけい

サービス、地域
ちいき

における居 住
きょじゅう

の場
ば

としてのグループホーム等
とう

の充 実
じゅうじつ

や、

自立
じりつ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

、地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

及
およ

び地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援等
しえんとう

に対
たい

し支援
しえん

するとともに、

広域的
こういきてき

・専門的
せんもんてき

な観点
かんてん

から人材
じんざい

の養成
ようせい

を 行
おこな

い、地域
ちいき

資源
しげん

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

     また、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

の機能
きのう

を更
さら

に強化
きょうか

するため、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点等
きょてんとう

の整備
せいび

と

必要
ひつよう

な機能
きのう

の充 実
じゅうじつ

を推進
すいしん

します。 

 

(ｲ) 障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

における「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

」の実践
じっせん

 

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

では、地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

が一定
いってい

程度
ていど

進
すす

む一方
いっぽう

で、入 所 者
にゅうしょしゃ

の

重 度 障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

の割合
わりあい

が高
たか

くなっており、こうした方
かた

の入 所
にゅうしょ

期間
きかん

が長期化
ちょうきか

して

います。とりわけ、県立
けんりつ

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

（以下
い か

「県立
けんりつ

施設
しせつ

」という。）において

は、入 所
にゅうしょ

期間
きかん

が 20年
ねん

を超
こ

える方
かた

が４割
わり

以上
いじょう

となっており、「終
つい

の棲家
すみか

」となっ

ています。また入 所 者
にゅうしょしゃ

の生活
せいかつ

が施設内
しせつない

で完結
かんけつ

するなど、地域
ちいき

との交 流
こうりゅう

機会
きかい

が

少
すく

なくなっています。 
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そこで、今後
こんご

、障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

は住
す

まいの場
ば

を提 供
ていきょう

するだけではなく、本人
ほんにん

の意思
い し

に応
おう

じて地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

に向
む

けた支援
しえん

を一層
いっそう

進
すす

めるとともに、入 所 者
にゅうしょしゃ

が地域
ちいき

生活
せいかつ

を体験
たいけん

できる機会
きかい

を増
ふ

やすため、地域
ちいき

の事業所
じぎょうしょ

や、自治体等
じちたいとう

の地域
ちいき

コ

ミュニティとの連携
れんけい

を強
つよ

めた施設
しせつ

とすることを求
もと

めていきます。 

とりわけ県立
けんりつ

施設
しせつ

においては、意思
い し

決定
けってい

支援
しえん

などの「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

」の支援
しえん

に取
と

り組
く

み、これまで以上
いじょう

に地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を進
すす

めます。また、地域
ちいき

生活
せいかつ

が困難
こんなん

と

なった 障
しょう

がい者
しゃ

を一時的
いちじてき

に受
う

け入
い

れ、 再
ふたた

び地域
ちいき

に帰
かえ

れるようにする、いわゆる

「通過型
つうかかた

施設
しせつ

」として、 障
しょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

を支援
しえん

する役割
やくわり

を担
にな

っていきま

す。 

地域
ちいき

生活
せいかつ

に移行
いこう

した 障
しょう

がい者
しゃ

を支
ささ

えるため、また、県立
けんりつ

施設
しせつ

が「通過型
つうかかた

施設
しせつ

」としての役割
やくわり

を果
は

たすためには、施設
しせつ

だけでは限界
げんかい

があり、地域
ちいき

における

複数
ふくすう

の事業所
じぎょうしょ

や、自治体等
じちたいとう

の地域
ちいき

コミュニティと連携
れんけい

した取組
とりくみ

を進
すす

めていきま

す。 

 

ウ 障
しょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

を支
ささ

える支援
しえん

の充 実
じゅうじつ

 

(ｱ) ライフステージに沿
そ

った支援
しえん

の促進
そくしん

 

障
しょう

がい者
しゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

するため、 障
しょう

がいの種別等
しゅべつとう

に応
おう

じ、 障
しょう

が

い者
しゃ

のライフステージに沿
そ

って、保健
ほけん

、医療
いりょう

、保育
ほいく

、教 育
きょういく

、就 労
しゅうろう

のほか、

親元
おやもと

・家族
かぞく

からの自立等
じりつとう

を含
ふく

めた、様々
さまざま

な生 活 上
せいかつじょう

の課題
かだい

やニーズに対応
たいおう

する

支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

に取
と

り組
く

みます。 

 

(ｲ) 障
しょう

がい特性等
とくせいとう

に配慮
はいりょ

した支援
しえん

 

障
しょう

がい者
しゃ

の性別
せいべつ

や年齢
ねんれい

、 障
しょう

がいの状 態
じょうたい

（障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

が定
さだ

める

難 病 等
なんびょうとう

を含
ふく

む。）、 障
しょう

がいの特性
とくせい

、生活
せいかつ

の実態等
じったいとう

に応
おう

じた個別的
こべつてき

な支援
しえん

の

必要性
ひつようせい

を踏
ふ

まえて、その人
ひと

が日 常
にちじょう

生活
せいかつ

で直 面
ちょくめん

している「生
い

きにくさ・暮
く

らし

にくさ」の点
てん

から、必要
ひつよう

な人
ひと

に必要
ひつよう

なサービスが行
い

き届
とど

くようにしていきます。 

 

(ｳ) 相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

 

障
しょう

がい者
しゃ

が地域
ちいき

において自立
じりつ

した日 常
にちじょう

生活又
せいかつまた

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 営
いとな

むことができ

るよう、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の適切
てきせつ

な利用
りよう

を支
ささ

え、各種
かくしゅ

ニーズに対応
たいおう

する相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 

 

(ｴ) 障
しょう

がい児支援
じ し え ん

体制
たいせい

の構築
こうちく

 

障
しょう

がい児支援
じ し え ん

に当
あ

たっては、 障
しょう

がい児本人
じほんにん

の最善
さいぜん

の利益
りえき

を考慮
こうりょ

しながら、

障
しょう

がい児一人
じ ひ と り

ひとりに応
おう

じて支援
しえん

を進
すす

めていくことが必要
ひつよう

です。このため、 障
しょう
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がい児
じ

及
およ

びその家族
かぞく

に対
たい

し、早期
そうき

から、身近
みぢか

な地域
ちいき

で専門的
せんもんてき

かつ質
しつ

の高
たか

い支援
しえん

が

提 供
ていきょう

できるように、市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

し、地域
ちいき

における支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

していきま

す。 

また、 障
しょう

がい児
じ

のライフステージに沿
そ

って、地域
ちいき

の保健
ほけん

、医療
いりょう

、保育
ほいく

、

教 育
きょういく

、就 労
しゅうろう

支援等
しえんとう

の関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

を図
はか

り、切
き

れ目
め

のない一貫
いっかん

した支援
しえん

を

提 供
ていきょう

する体制
たいせい

を構築
こうちく

するとともに、保育所等訪問
ほいくじょとうほうもん

支援
しえん

の活用等
かつようとう

により、 障
しょう

が

い児
じ

の地域
ちいき

社会
しゃかい

への参加
さんか

・包容
ほうよう

（インクルージョン）を推進
すいしん

していきます。 

 

(ｵ) 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

への包括的
ほうかつてき

な支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

 

人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

を装 着
そうちゃく

している 障
しょう

がい児
じ

その他
た

の日 常
にちじょう

生活
せいかつ

を 営
いとな

むために医療
いりょう

を要
よう

する状 態
じょうたい

にある 障
しょう

がい児
じ

及
およ

び同様
どうよう

の状 態
じょうたい

にある 障
しょう

がい者
しゃ

（以下
い か

「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

」という。）が、その心身
しんしん

の状 態
じょうたい

に応
おう

じた適切
てきせつ

な支援
しえん

を円滑
えんかつ

に受
う

けられるようにするため、保健
ほけん

、医療
いりょう

、 障
しょう

がい福祉
ふくし

、保育
ほいく

、教 育 等
きょういくとう

の

各関連
かくかんれん

分野
ぶんや

が協 働
きょうどう

する包括的
ほうかつてき

な支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

します。 

令和
れいわ

３年
ねん

９月
がつ

に医療的
いりょうてき

ケア児
じ

及
およ

びその家族
かぞく

に対
たい

する支援
しえん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（令和
れいわ

３

年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

81号
ごう

）（以下
い か

「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援法
しえんほう

」という。）が施行
しこう

されたことを踏
ふ

まえ、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

及
およ

びその家族
かぞく

が個々
こ こ

の医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

の心身
しんしん

の状 況 等
じょうきょうとう

に

応
おう

じた適切
てきせつ

な支援
しえん

を受
う

けられるよう、「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
しえん

センター」の設置
せっち

など

法
ほう

で規定
きてい

された施策
しさく

を実施
じっし

していきます。 

 

(ｶ) 発 達 障
はったつしょう

がいに対
たい

する支援
しえん

 

発 達 障
はったつしょう

がい者又
しゃまた

は発 達 障
はったつしょう

がい児
じ

が可能
かのう

な限
かぎ

り身近
みぢか

な地域
ちいき

で必要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う

けられるよう、市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

し、発達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センター＊３等
とう

を中 心
ちゅうしん

にした

支援
しえん

を 行
おこな

うとともに、発達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

支援
しえん

マネジャー＊４の適切
てきせつ

な配置
はいち

を進
すす

め

ていきます。 

また、発 達 障
はったつしょう

がいを早期
そうき

かつ正確
せいかく

に診断
しんだん

し、適切
てきせつ

な発達
はったつ

支援
しえん

につなげられる

よう発 達 障
はったつしょう

がいの診断等
しんだんとう

を専門的
せんもんてき

に 行
おこな

うことができる医師
い し

の確保
かくほ

を進
すす

めてい

きます。 

 

(ｷ) 専門的
せんもんてき

な支援
しえん

を必要
ひつよう

とする方
かた

に対
たい

する地域
ちいき

支援
しえん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

 

強度
きょうど

行 動 障
こうどうしょう

がい＊５や高次脳
こうじのう

機能障
きのうしょう

がい＊６など、専門的
せんもんてき

な支援
しえん

が必要
ひつよう

となる

障
しょう

がい者
しゃ

であっても、仲間
なかま

や地域
ちいき

の人
ひと

たちとのつながりの中
なか

で生活
せいかつ

することが

できるよう、グループホームや日 中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

において専門的
せんもんてき

支援
しえん

が提 供
ていきょう

でき

る必要
ひつよう

な人材
じんざい

育成等
いくせいとう

を 行
おこな

います。 
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    (ｸ) ケアラーへの支援
しえん

 

     障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

の介護
かいご

をしている家族
かぞく

等
とう

（ケアラー）の社会的
しゃかいてき

な孤立
こりつ

が問題
もんだい

と

なっています。また、近年
きんねん

は、ヤングケアラーと呼
よ

ばれる子
こ

どもたちの存在
そんざい

も明
あき

らかになってきており、こうしたケアラーが、地域
ちいき

で孤立
こりつ

することなく、自分
じぶん

の

希望
きぼう

する人生
じんせい

や日々
ひ び

の暮
く

らしが送
おく

れるよう支援
しえん

することが必要
ひつよう

です。 

県
けん

では、 障
しょう

がい福祉
ふくし

だけでなく、関係
かんけい

分野
ぶんや

と連携
れんけい

して、ケアラーの負担
ふたん

の

軽減
けいげん

を図
はか

り、地域
ちいき

での自立
じりつ

した生活
せいかつ

を継続
けいぞく

することができるよう必要
ひつよう

な支援
しえん

を

行
おこな

います。 

 

   (ｹ) 市町村
しちょうそん

や関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

 

     障
しょう

がい者
しゃ

が、住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

で必要
ひつよう

なサービスを受
う

けられるよう、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の提 供
ていきょう

主体
しゅたい

である市町村
しちょうそん

との連携
れんけい

を更
さら

に推進
すいしん

していきます。 

     また、「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

」を実践
じっせん

していくためには、障
しょう

がい福祉
ふくし

の観点
かんてん

だけで

なく、保健
ほけん

、医療
いりょう

、教 育
きょういく

、雇用等
こようとう

の分野
ぶんや

を超
こ

えた総合的
そうごうてき

な取組
とりくみ

が不可欠
ふ か け つ

ですので、

これらの分野
ぶんや

の関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

を深
ふか

めながら様々
さまざま

な取組
とりくみ

を推進
すいしん

していきます。 

 

(ｺ) 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

における支援
しえん

 

国
くに

、県
けん

及
およ

び障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の実施
じっし

主体
しゅたい

である市町村
しちょうそん

がそれぞれの役割
やくわり

を

分担
ぶんたん

するだけでなく、 障
しょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

を支
ささ

えるため、重 層 的
じゅうそうてき

な支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

することが重 要
じゅうよう

です。 

このため、県
けん

では、様々
さまざま

な取組
とりくみ

において、 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

におけるネッ

トワークを充 実
じゅうじつ

させ、圏域
けんいき

レベルでの支援
しえん

を強化
きょうか

していきます。 

 

(ｻ) 障
しょう

がい福祉
ふくし

人材
じんざい

の確保
かくほ

、育成
いくせい

及
およ

び定 着
ていちゃく

 

障
しょう

がい者
しゃ

の重度化
じゅうどか

・高齢化
こうれいか

が進
すす

む中
なか

においても、将 来
しょうらい

にわたって安定的
あんていてき

に

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

を提 供
ていきょう

し、様々
さまざま

な 障
しょう

がい福祉
ふくし

に関
かん

する事業
じぎょう

を実施
じっし

してい

くためには、提 供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
かくほ

と併
あわ

せて、それを担
にな

う人材
じんざい

の確保
かくほ

、育成
いくせい

及
およ

び

定 着
ていちゃく

を図
はか

る必要
ひつよう

があります。 

そこで、若
わか

い世代
せだい

を含
ふく

むあらゆる層
そう

に対
たい

して、 障
しょう

がい福祉
ふくし

の現場
げんば

が 働
はたら

きがい

のある魅力的
みりょくてき

な職場
しょくば

であることを周知
しゅうち

・広報
こうほう

するとともに、専門性
せんもんせい

を高
たか

めるた

めの研 修
けんしゅう

を実施
じっし

するなど、 障
しょう

がい福祉
ふくし

を担
にな

う人材
じんざい

の確保
かくほ

、育成
いくせい

及
およ

び定 着
ていちゃく

に向
む

け、教 育
きょういく

機関
き か ん

などの関係
かんけい

機関
きかん

と 協 力
きょうりょく

しながら取
と

り組
く

んでいきます。 
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   (ｼ) 障
しょう

がい者
しゃ

の社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

 

障
しょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

における社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

するためには、 障
しょう

がい者
しゃ

の多様
たよう

な

ニーズを踏
ふ

まえた支援
しえん

が必要
ひつよう

です。 

県
けん

では、 障
しょう

がい者
しゃ

がライフステージに応
おう

じて、その人
ひと

らしい働
はたら

き方
かた

を選択
せんたく

で

きるよう、福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

とともに、一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

みます。 

また、障
しょう

がい者
しゃ

が、学校
がっこう

卒業後
そつぎょうご

も生 涯
しょうがい

を通
つう

じて文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

活動
かつどう

やスポーツ等
とう

に触
ふ

れることができる機会
きかい

の提 供
ていきょう

、充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

特
とく

に、文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

活動
かつどう

については、障 害 者
しょうがいしゃ

による文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

30年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

47号
ごう

）を踏
ふ

まえ、 障
しょう

がい者
しゃ

が文化
ぶんか

芸 術
げいじゅつ

を享 受
きょうじゅ

鑑 賞
かんしょう

し、又
また

は創造
そうぞう

や発 表 等
はっぴょうとう

の多様
たよう

な活動
かつどう

に参加
さんか

する機会
きかい

の確保等
かくほとう

を通
つう

じて、

障
しょう

がい者
しゃ

の個性
こせい

や能 力
のうりょく

の発揮
はっき

及
およ

び社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

を図
はか

っていきます。 

 

(ｽ) 持続
じぞく

可能
かのう

な障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の提 供
ていきょう

 

   障
しょう

がい者
しゃ

が安心
あんしん

して暮
く

らしていくためには、新型
しんがた

コロナウイルス感 染 症
かんせんしょう

など

の新
あら

たな感染症等
かんせんしょうとう

のまん延
えん

や、災害等
さいがいとう

の発生時
はっせいじ

においても、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービ

ス等
とう

が継続
けいぞく

して提 供
ていきょう

されることが必要
ひつよう

です。 

   このため、県
けん

では、持続
じぞく

可能
かのう

な障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の提 供
ていきょう

に向
む

けて、

事業所等
じぎょうしょとう

における業務
ぎょうむ

継続
けいぞく

計画
けいかく

＊7の策定等
さくていとう

を支援
しえん

していきます。 

また、新型
しんがた

コロナウイルス感 染 症
かんせんしょう

への対応
たいおう

として、事業所等
じぎょうしょとう

からの感染
かんせん

防止策
ぼうしさく

に関
かん

する相談
そうだん

へ対応
たいおう

するとともに、国
くに

の補助
ほじょ

制度
せいど

の活用等
かつようとう

により、

事業所等
じぎょうしょとう

における感染
かんせん

防止
ぼうし

対策
たいさく

の継続
けいぞく

を支援
しえん

していきます。 

さらに、陽性者
ようせいしゃ

や濃厚
のうこう

接 触 者
せっしょくしゃ

が発生
はっせい

した事業所等
じぎょうしょとう

については、感染
かんせん

拡大
かくだい

防止
ぼうし

の措置
そ ち

を講
こう

じた上
うえ

でのサービス継続
けいぞく

に必要
ひつよう

となる経費
けいひ

を補助
ほじょ

するとともに、

法人
ほうじん

・事業所間
じぎょうしょかん

の応援
おうえん

職 員
しょくいん

の派遣等
はけんとう

により、サービスの継続
けいぞく

を支援
しえん

していきま

す。 

 

  エ 障
しょう

がい者 虐 待
しゃぎゃくたい

の防止
ぼうし

及
およ

び差別
さべつ

解 消
かいしょう

の推進
すいしん

 

   (ｱ) 障
しょう

がい者 虐 待
しゃぎゃくたい

の防止
ぼうし

 

     障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

、障 害 者
しょうがいしゃ

の養護者
ようごしゃ

に対
たい

する支援等
しえんとう

に関
かん

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

23

年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

79号
ごう

。以下
い か

「障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

」という。）を踏
ふ

まえて、市町村
しちょうそん

や

神奈川
か な が わ

労 働 局
ろうどうきょく

など関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

し、 障
しょう

がい者 虐 待
しゃぎゃくたい

の未然
みぜん

防止
ぼうし

や早期
そうき

発見
はっけん

、

虐 待
ぎゃくたい

が発生
はっせい

した場合
ばあい

の迅速
じんそく

かつ適切
てきせつ

な対応
たいおう

を図
はか

るとともに、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービ

ス等
とう

の従事者
じゅうじしゃ

への研 修
けんしゅう

を実施
じっし

し、 障
しょう

がい者
しゃ

の権利
けんり

擁護
ようご

の取組
とりくみ

、通報
つうほう

義務
ぎ む

や

通報者
つうほうしゃ

の保護
ほ ご

に関
かん

する法
ほう

の趣旨
しゅし

について周知
しゅうち

徹底
てってい

を図
はか

り、障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

の適切
てきせつ

な運用
うんよう

を図
はか

ります。 
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     また、県立
けんりつ

施設
しせつ

においては、「利用者
りようしゃ

のために」という、利用者
りようしゃ

の安全
あんぜん

を優先
ゆうせん

し

た支援者
しえんしゃ

の目線
めせん

で、長時間
ちょうじかん

の居室
きょしつ

施錠等
せじょうとう

の身体
しんたい

拘束
こうそく

が 行
おこな

われてきたとの指摘
してき

を

受
う

けました。身体
しんたい

拘束
こうそく

が日常化
にちじょうか

してしまうと、そのことが契機
けいき

となって、利用者
りようしゃ

に対
たい

する身体的
しんたいてき

虐 待
ぎゃくたい

や心理的
しんりてき

虐 待
ぎゃくたい

に至
いた

ってしまう危険
きけん

があります。そのため、

県立
けんりつ

施設
しせつ

での身体
しんたい

拘束
こうそく

ゼロの実現
じつげん

に向
む

けて、令和
れいわ

２年
ねん

12月
がつ

からは身体
しんたい

拘束
こうそく

の

実施
じっし

状 況
じょうきょう

をホームページで公 表
こうひょう

するとともに、よりよい支援
しえん

を進
すす

めるため、

専門家
せんもんか

や市町村等
しちょうそんとう

の第三者
だいさんしゃ

の視点
してん

を入
い

れながら支援
しえん

内容
ないよう

の検 証
けんしょう

を 行
おこな

っていま

す。引
ひ

き続
つづ

き、こうした取組
とりくみ

を進
すす

めるとともに、身体
しんたい

拘束
こうそく

の廃止
はいし

に向
む

けた具体的
ぐたいてき

な取組
とりくみ

事例
じれい

を県
けん

ホームページに掲載
けいさい

し、民間
みんかん

施設
しせつ

における取組
とりくみ

を 促
うなが

していきま

す。 

 

(ｲ) 障
しょう

がいを理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解 消
かいしょう

の推進
すいしん

 

障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

25年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

65号
ごう

）

（以下
い か

「障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

」という。）では、 障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

する不当
ふとう

な

差別的
さべつてき

取 扱
とりあつか

い及
およ

び合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

＊8の不提供
ふていきょう

を差別
さべつ

と規定
きてい

するとともに、対 象
たいしょう

と

なる 障
しょう

がい者
しゃ

は、障 害 者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の所持者
しょじしゃ

に限
かぎ

られるものではないとしています。 

平成
へいせい

28年
ねん

４月
がつ

の障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

の施行
しこう

を踏
ふ

まえ、県
けん

では法
ほう

の趣旨
しゅし

・

目的等
もくてきとう

に関
かん

する普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

に取
と

り組
く

んできましたが、 障
しょう

がい者差別
しゃさべつ

の解 消
かいしょう

や 障
しょう

がい者
しゃ

への県民
けんみん

・事業者
じぎょうしゃ

等
とう

の理解
りかい

は、まだ十 分
じゅうぶん

とは言
い

えない 状 況
じょうきょう

です。 

そうした中
なか

、令和
れいわ

３年
ねん

６月
がつ

に障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

が改正
かいせい

され、民間事
みんかんじ

業 者
ぎょうしゃ

へ

の合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

が義務化
ぎ む か

されました（公布
こうふ

の日
ひ

から３年
ねん

を超
こ

えない範囲内
はんいない

において

政令
せいれい

で定
さだ

める日
ひ

から施行
しこう

）。合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

は、障
しょう

がいの特性
とくせい

や社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

の除去
じょきょ

が求
もと

められる状 況
じょうきょう

によって異
こと

なる多様
た よ う

かつ個別性
こべつせい

の高
たか

いものであり、双方
そうほう

の

建設的
けんせつてき

対話
た い わ

による相互
そ う ご

理解
り か い

を通
つう

じて柔 軟
じゅうなん

に対応
たいおう

することが求
もと

められます。このた

め、当事者
とうじしゃ

を含
ふく

めた県民
けんみん

や民間事
みんかんこと

業 者 等
ぎょうしゃとう

の理解
りかい

の更
さら

なる促進
そくしん

を図
はか

るとともに、

社会的
しゃかいてき

障 壁
しょうへき

の除去
じょきょ

や、ともに生
い

きる社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた対話
たいわ

が促進
そくしん

されるよう

働
はたら

きかけを 行
おこな

い、 障
しょう

がい者差別
しゃさべつ

の解 消
かいしょう

に引
ひ

き続
つづ

き取
と

り組
く

みます。 

 

オ 「ともに生
い

きる社会
しゃかい

かながわ憲 章
けんしょう

」の理念
りねん

の普及
ふきゅう

 

県
けん

では、従 来
じゅうらい

から「かながわ 障
しょう

がい者計画
しゃけいかく

」に基
もと

づき、「ともに生
い

きる社会
しゃかい

か

ながわ」の実現
じつげん

を目指
め ざ

して取組
とりくみ

を進
すす

めてきましたが、平成
へいせい

28年
ねん

７月
がつ

に「津久井
つ く い

やま

ゆり園
えん

」で 19人
にん

が死亡
しぼう

するという大変
たいへん

痛
いた

ましい事件
じけん

が発生
はっせい

しました。このような

事件
じけん

が二度
に ど

と繰
く

り返
かえ

されないよう、断固
だんこ

とした決意
けつい

をもって、「ともに生
い

きる社会
しゃかい

か

ながわ」を目指
め ざ

すため、県議会
けんぎかい

とともに、「ともに生
い

きる社会
しゃかい

かながわ憲 章
けんしょう

」を

策定
さくてい

しました。 
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憲 章
けんしょう

では、「あたたかい 心
こころ

をもって、すべての人
ひと

のいのちを大切
たいせつ

にすること」、

「誰
だれ

もがその人
ひと

らしく暮
く

らすことのできる地域
ちいき

社会
しゃかい

を実現
じつげん

すること」、「 障
しょう

がい者
しゃ

の社会
しゃかい

への参加
さんか

を 妨
さまた

げるあらゆる壁
かべ

、いかなる偏見
へんけん

や差別
さべつ

も排除
はいじょ

すること」、

「憲 章
けんしょう

の実現
じつげん

に向
む

けて、県民
けんみん

総
そう

ぐるみで取
と

り組
く

むこと」を定
さだ

めています。 

市町村
しちょうそん

や団体
だんたい

、教 育
きょういく

委員会等
いいんかいとう

と連携
れんけい

を図
はか

り、この憲 章
けんしょう

の理念
りねん

を普及
ふきゅう

するとと

もに、「ともに生
い

きる社会
しゃかい

かながわ」の実現
じつげん

に向
む

けて、取組
とりくみ

を一層
いっそう

進
すす

めていきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜当事者
とうじしゃ

目線
め せ ん

の障
しょう

がい福祉
ふ く し

実現
じつげん

宣言
せんげん

＞ 

 県
けん

では、津久井
つ く い

やまゆり園
えん

の再生
さいせい

を進
すす

める中
なか

で、利用者
りようしゃ

の方々
かたがた

がそれぞれの望
のぞ

む

暮
く

らしを実現
じつげん

できるよう、意思
い し

決定
けってい

支援
し え ん

の取組
とりくみ

に力
ちから

を入
い

れてきましたが、こうした

取組
とりくみ

を通
つう

じて、本人
ほんにん

の望
のぞ

みや願
ねが

いを第一
だいいち

に考
かんが

え、本人
ほんにん

の可能性
かのうせい

を最大限
さいだいげん

に引
ひ

き出
だ

す

ためには、 障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

の目線
め せ ん

に立
た

った支援
し え ん

や施策
し さ く

が重要
じゅうよう

であることを 改
あらた

めて

認識
にんしき

しました。 

そして、津久井
つ く い

やまゆり園
えん

及
およ

び芹
せり

が谷
や

やまゆり園
えん

の開所
かいしょ

を、新
あたら

しい障
しょう

がい福祉
ふ く し

のスタートと位置
い ち

づけ、芹
せり

が谷
や

やまゆり園
えん

の開所式
かいしょしき

を 行
おこな

った令和
れ い わ

３年
ねん

11月
がつ

16日
にち

、

障
しょう

がい福祉
ふ く し

のあり方
かた

を、これまでの「支援者
しえんしゃ

目線
め せ ん

」から「当事者
とうじしゃ

目線
め せ ん

」に大転換
だいてんかん

を

図
はか

り、「ともに生
い

きる社会
しゃかい

」の実現
じつげん

に全 力
ぜんりょく

を尽
つ

くすことを誓
ちか

う「当事者
とうじしゃ

目線
め せ ん

の障
しょう

がい

福祉
ふ く し

実現
じつげん

宣言
せんげん

」を発出
はっしゅつ

しました。 
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当事者
と う じ し ゃ

目線
め せ ん

の 障
しょう

がい福祉
ふ く し

実現
じつげん

宣言
せんげん

 
〜あなたの ⼼

こころ
の声

こえ
に耳

みみ
を 傾

かたむ
け、お互

たが
いの ⼼

こころ
が 輝

かがや
くことを目指

め ざ
します〜 

 

私
わたし

たちは、津久井
つ く い

やまゆり園事件
えんじけん

のような悲惨
ひ さ ん

な事件
じ け ん

を二度
に ど

と起
お

こさないために、

これまでの 障
しょう

がい福祉
ふ く し

のあり方
かた

を根 本 的
こんぽんてき

に見直
み な お

し、「当事者
とうじしゃ

目線
め せ ん

の 障
しょう

がい福祉
ふ く し

」

に大 転 換
だいてんかん

することを誓
ちか

います。それは「あなたの ⼼
こころ

の声
こえ

に耳
みみ

を 傾
かたむ

け、お互
たが

いの

⼼
こころ

が 輝
かがや

くことを目指
め ざ

す 障
しょう

がい福祉
ふ く し

」です。 

私
わたし

たちは「 虐 待
ぎゃくたい

」は絶 対
ぜったい

に認
みと

めません。強 度
きょうど

の 行 動 障
こうどうしょう

がいの方
かた

に対
たい

して、

周
まわ

りの人
ひと

や自分
じ ぶ ん

を傷
きず

つけるから、音
おと

や 光
ひかり

などに過敏
か び ん

に反 応
はんのう

し過
す

ぎるから、⻑ 時 間
ちょうじかん

、

部屋
へ や

に閉
と

じ込
こ

めておく、 車
くるま

いすに縛
しば

り付
つ

けておく、安 全
あんぜん

安 ⼼
あんしん

のためにはやむをえ

ないということで、これまではそんな支援
し え ん

が当
あ

たり前
まえ

のように行
おこ

なわれていました。 

しかし、それは明
あき

らかに「 虐 待
ぎゃくたい

」です。時代
じ だ い

は大
おお

きく変
か

わり、法 律
ほうりつ

も変
か

わりまし

た。「 虐 待
ぎゃくたい

」の定義
て い ぎ

も変
か

わりました。それにも関
かか

わらず、現場
げ ん ば

では同
おな

じような支援
し え ん

、

すなわち「 虐 待
ぎゃくたい

」が続
つづ

いていたのです。 

それは県 立
けんりつ

施設
し せ つ

においても例 外
れいがい

ではありませんでした。県
けん

として、 障
しょう

がい者
しゃ

の

みなさんに対
たい

して、⼼
こころ

からお詫
わ

びいたします。そんな支援
し え ん

を続
つづ

けていた事 業 者
じぎょうしゃ

は、

みんな反 省
はんせい

し、支援
し え ん

のあり方
かた

を変
か

えなければならないと 私
わたし

たちは思
おも

います。 

「 虐 待
ぎゃくたい

」は絶 対
ぜったい

に許
ゆる

されることではありません。あなたは 障
しょう

がい者
しゃ

であるまえ

に、人 間
にんげん

です。人 間
にんげん

だからこそ、一人
ひ と り

の人 間
にんげん

として 尊 重
そんちょう

されるのは当 然
とうぜん

の権利
け ん り

で
す。 

私
わたし

たちは部屋
へ や

に閉
と

じ込
こ

められている当事者
とうじしゃ

ご本 人
ほんにん

の目線
め せ ん

に立
た

って 考
かんが

えます。な

ぜ、あなたは周
まわ

りの人
ひと

や自分
じ ぶ ん

を傷
きず

つけるような行 動
こうどう

をしてしまうのでしょうか。も

しかしたら、あなたは自分
じ ぶ ん

の気持
き も

ちをうまく 表
あらわ

せないだけかもしれません。自分
じ ぶ ん

の
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気持
き も

ちを聞
き

いて欲
ほ

しいと 訴
うった

えているに違
ちが

いないと 考
かんが

えて接
せっ

すれば、全 然
ぜんぜん

違
ちが

った
サポートができるはずです。 

私
わたし

たちはそんなあなたの ⼼
こころ

の声
こえ

に 一 生 懸 命
いっしょうけんめい

、耳
みみ

を 傾
かたむ

けます。あなたの思
おも

い

を受
う

け止
と

め、工夫
く ふ う

をしながらサポートします。そうすればきっとあなたは安 ⼼
あんしん

してく

れるに違
ちが

いない。それが 私
わたし

たちにとっても大
おお

きな 喜
よろこ

びにつながるはずです。それ

がお互
たが

いの ⼼
こころ

が 輝
かがや

く 障
しょう

がい福祉
ふ く し

です。   

施設
し せ つ

はあなたが地域
ち い き

の仲間
な か ま

たちとのつながりの中
なか

で暮
く

らしていけるよう、一 緒
いっしょ

に

考
かんが

え、みんなで支
ささ

え、準 備
じゅんび

をする場
ば

です。一 生
いっしょう

そこで過
す

ごしていただく場
ば

ではあ

りません。あなたは自分
じ ぶ ん

の住
す

む場所
ば し ょ

を自分
じ ぶ ん

で決
き

めることができます。 

かつて、周
まわ

りの人
ひと

を傷
きず

つけるからという理由
り ゆ う

で、ずっと部屋
へ や

に閉
と

じ込
こ

められてい

た人
ひと

が、「当事者
とうじしゃ

目線
め せ ん

の支援
し え ん

」を受
う

けることになったことで、生
い

き生
い

きと 働
はたら

けるよう
になっていました。 

支援
し え ん

のあり方
かた

によって、こんなに変
か

わるんだ。それは希望
き ぼ う

の 光
ひかり

でした。こういう

支援
し え ん

が拡
ひろ

がっていけば、 必
かなら

ずや、「当事者
とうじしゃ

目線
め せ ん

の 障
しょう

がい福祉
ふ く し

」は実 現
じつげん

できるに違
ちが

いないと、 私
わたし

たちは確 信
かくしん

しました。 

どんな 障
しょう

がいがあっても、支
ささ

えあい、愛
あい

と思
おも

いやりにあふれ、みんなのいのちが

輝
かがや

く、「ともに生
い

きる社 会
しゃかい

」を実 現
じつげん

するべく 全 力
ぜんりょく

を尽
つ

くすことを 障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

、

福祉
ふ く し

関 係 者
かんけいしゃ

、そしてすべての県 ⺠
けんみん

の皆 様
みなさま

に誓
ちか

います。 

 令和
れ い わ

３年
ねん

11月
がつ

16日
にち

 神奈川県
か な が わ け ん

知事
ち じ

 ⿊ 岩
くろいわ

祐治
ゆ う じ
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２ 令和
れいわ

５年度
ねんど

の成果
せいか

目 標
もくひょう

の設定
せってい

 

 

(1) 福祉
ふくし

施設
しせつ

の入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

 

＜現 状
げんじょう

及
およ

びこれまでの取組
とりくみ

＞ 

○ 障
しょう

がい者
しゃ

の自立
じりつ

支援
しえん

の観点
かんてん

から、地域
ちいき

生活
せいかつ

を希望
きぼう

する 障
しょう

がい者
しゃ

が、地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らすことができるよう、必要
ひつよう

な障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

が提 供
ていきょう

される体制
たいせい

を

整備
せいび

する必要
ひつよう

があります。 

○ 福祉
ふくし

施設
しせつ

に入 所
にゅうしょ

している 障
しょう

がい者
しゃ

（以下
い か

「施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

」という。）の人口
じんこう

に占
し

める割合
わりあい

は、都道府県
とどうふけん

によって大
おお

きな差
さ

があり、特
とく

に大都市
だ い と し

がある都府県
と ふ け ん

において

施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

が少
すく

ない傾向
けいこう

があります。 

○ 人口
じんこう

10万人
まんにん

当
あ

たりの施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

は、全国
ぜんこく

平均
へいきん

の100.9人
にん

に対
たい

し、本県
ほんけん

は全国
ぜんこく

最 少
さいしょう

の51.7人
にん

となっていますが、これには、大都市
だ い と し

があるという地域
ちいき

事情
じじょう

に加
くわ

え、

早
はや

い時期
じ き

から入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を進
すす

めてきた背景
はいけい

があると 考
かんが

えています。 

 

（都道府県
とどうふけん

人口
じんこう

に占
し

める施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の割合
わりあい

） 

 

※ 施設
し せ つ

入所者数
にゅうしょしゃすう

については、令和
れ い わ

２年
ねん

10月
がつ

の国保連
こくほれん

請 求
せいきゅう

データ＊9から 抽 出
ちゅうしゅつ

。

都道府県
と ど う ふ け ん

人口
じんこう

は、令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

国勢
こくせい

調査
ちょうさ

結果
け っ か

に基
もと

づく。 

 

○ 本県
ほんけん

における施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

は、令和
れいわ

２年
ねん

10月
がつ

時点
じてん

で4,778名
めい

となっていますが、

障 害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

＊10の構成
こうせい

では、重度
じゅうど

とされる区分
くぶん

５及
およ

び区分
くぶん

６の入 所 者
にゅうしょしゃ

は全体
ぜんたい

の

約
やく

88.7％と、施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の重度化
じゅうどか

が進
すす

んでおり、地域
ちいき

移行
いこう

が比較的
ひかくてき

しやすい

中軽度
ちゅうけいど

の方
ほう

が少
すく

なくなっています。 

0
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県
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島
県

茨
城
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栃
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群
馬
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埼
玉
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千
葉
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東
京
都

神
奈
川
県

新
潟
県

富
山
県

石
川
県

福
井
県

山
梨
県

長
野
県

岐
阜
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岡
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県
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県

広
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県
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県
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縄
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(人/10万人)※入所施設：障害者支援施設
全国
ぜんこく

平均
へいきん

 100.9人
にん

/10万人
まんにん

 

神奈川県
か な が わ け ん

 51.7人
にん

/10万人
まんにん

（全国
ぜんこく

最 少
さいしょう

） 
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（施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の障 害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

） 

障 害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

 
令和
れいわ

２年度
ねんど

  

人数
にんずう

 構成比
こうせいひ

 

区分
くぶん

１ １人
にん

 0.0％ 

区分
くぶん

２ ５人
にん

 0.1％ 

区分
くぶん

３ 67人
にん

 1.4％ 

区分
くぶん

４ 452人
にん

 9.5％ 

区分
くぶん

５ 1,096人
にん

 22.9％ 
計
けい

  88.7％ 
区分
くぶん

６ 3,143人
にん

 65.8％ 

その他
た

 14人
にん

 0.3％  

計
けい

 4,778人
にん

 100％ 

 ※ 令和
れいわ

２年
ねん

10月
がつ

の国保連
こくほれん

請 求
せいきゅう

データ＊9 

 

○ 県
けん

では、これまで、施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を進
すす

めるため、自立
じりつ

訓練
くんれん

や

地域
ちいき

移行
いこう

支援等
しえんとう

の障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスを活用
かつよう

して、グループホームや一般
いっぱん

住 宅 等
じゅうたくとう

へ

の移行
いこう

を推進
すいしん

することとし、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の基盤
きばん

整備等
せいびとう

に取
と

り組
く

んできまし

た。 

 

○ また、地域
ちいき

生活
せいかつ

移行後
い こ う ご

の主
おも

な生活
せいかつ

の場
ば

となるグループホームについては、

「障 害 者
しょうがいしゃ

グループホーム等
とう

サポートセンター＊11」を設置
せっち

し、グループホームの

開設
かいせつ

を検討
けんとう

している法人等
ほうじんとう

への助言等
じょげんとう

を 行
おこな

うとともに、市町村
しちょうそん

を通
つう

じたグループ

ホームの整備
せいび

・運営
うんえい

に係
かか

る費用
ひよう

の補助
ほじょ

や、重 度 障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

を受
う

け入
い

れた場合
ばあい

の

人件費
じんけんひ

補助
ほじょ

などの実施
じっし

により、設置
せっち

・利用
りよう

の促進
そくしん

に取
と

り組
く

んできました。 

 

○ さらに、グループホーム等
とう

において、強度
きょうど

行 動 障
こうどうしょう

がい＊5のある方
かた

や医療的
いりょうてき

ケア

を要
よう

する方等
かたとう

に対応
たいおう

できる職 員
しょくいん

が不足
ふそく

していることから、こうした重 度 障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を支
ささ

える人材
じんざい

の育成
いくせい

に取
と

り組
く

んできました。 

 

＜取組
とりくみ

による成果
せいか

＞ 

○ 第
だい

５期
き

計画
けいかく

では、平成
へいせい

28年度
ねんど

末
まつ

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

（4,899人
にん

）のうち470人
にん

（約

10％）が、令和
れいわ

２年度
ねんど

末
まつ

までに地域
ちいき

生活
せいかつ

に移行
いこう

するという成果
せいか

目 標
もくひょう

を掲
かか

げて取組
とりくみ

を推進
すいしん

してきましたが、実績
じっせき

は175人
にん

（3.6％）の移行
いこう

となり、目 標
もくひょう

を達成
たっせい

できま

せんでした。このうち、県立
けんりつ

施設
しせつ

においては63人
にん

が地域
ちいき

生活
せいかつ

に移行
いこう

するという

目 標
もくひょう

を掲
かか

げましたが、実績
じっせき

は15人
にん

となりました。 
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○ また、令和
れいわ

２年度
ねんど

末
まつ

の施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

を、平成
へいせい

28年度
ねんど

末
まつ

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

（4,899

人
にん

）に対
たい

し74人
にん

（約
やく

２％）減 少
げんしょう

を見込
み こ

むという成果
せいか

目 標
もくひょう

については、実績
じっせき

とな

る令和
れいわ

２年度
ねんど

末
まつ

の施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

が4,745人
にん

で、154人
にん

（3.1％）の減 少
げんしょう

となり、

目 標
もくひょう

を達成
たっせい

しています。 

 

○ グループホーム等
とう

の職 員
しょくいん

を対 象
たいしょう

に、強度
きょうど

行 動 障
こうどうしょう

がい支援者
しえんしゃ

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

や喀痰
かくたん

吸 引 等 研 修
きゅういんとうけんしゅう

を実施
じっし

し、令和
れいわ

２年度
ねんど

末
まつ

における研 修
けんしゅう

修 了 者 数
しゅうりょうしゃすう

の累計
るいけい

は、強度
きょうど

行 動 障
こうどうしょう

がい支援者
しえんしゃ

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

（基礎
き そ

研 修
けんしゅう

）が 3,594名
めい

、同
どう

（実践
じっせん

研 修
けんしゅう

）が 1,128

名
めい

、喀痰
かくたん

吸 引 等 研 修
きゅういんとうけんしゅう

が 2,232名
めい

（平成
へいせい

29年度
ねんど

～令和
れいわ

２年度
ねんど

の累計
るいけい

）となっていま

す。 

 

＜課題
かだい

＞ 

○ 本県
ほんけん

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の障 害
しょうがい

支援
しえん

区分別
くぶんべつ

の 状 況
じょうきょう

から、中軽度
ちゅうけいど

の方
かた

に比
くら

べて、

重度
じゅうど

の方
かた

の地域
ちいき

移行
いこう

が進
すす

んでいないと 考
かんが

えられるため、重 度 障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を更
さら

に促進
そくしん

することが必要
ひつよう

となっています。 

 

○ 第
だい

５期
き

計画
けいかく

において地域
ちいき

生活
せいかつ

へ移行
いこう

した 175人
にん

の移行後
い こ う ご

の住
す

まいの場
ば

は、グルー

プホーム（共 同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

）が 最
もっと

も多
おお

くなっていますが、グループホーム利用者
りようしゃ

の

障 害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

をみると、中軽度
ちゅうけいど

の方
かた

に比
くら

べて重度
じゅうど

の方
かた

の利用
りよう

が十 分
じゅうぶん

に進
すす

んでい

るとは言
い

えない 状 況
じょうきょう

があるため、重 度 障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

を受
う

け入
い

れることができるグル

ープホームを更
さら

に増
ふ

やしていく必要
ひつよう

があります。 

 

○ 強度
きょうど

行 動 障
こうどうしょう

がい＊5等
とう

、専門的
せんもんてき

な支援
しえん

が必要
ひつよう

となる方
かた

を地域
ちいき

のグループホーム等
とう

で受
う

け入
い

れることができるよう、専門的
せんもんてき

な知識
ちしき

や技術
ぎじゅつ

を有
ゆう

する人材
じんざい

育成
いくせい

など、体制
たいせい

の整備
せいび

が必要
ひつよう

となっています。 

   

（第
だい

５期
き

計画
けいかく

における地域
ちいき

生活
せいかつ

移行者
いこうしゃ

の移行後
い こ う ご

の住
す

まいの場
ば

） 

地域
ちいき

生活
せいかつ

移行者数
いこうしゃすう

 

移
い

  行
ぎょう

  先
さき

 

共 同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 家庭
かてい

復帰
ふっき

 公営
こうえい

/一般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

 その他
た

 

175人
にん

 
136人

にん

 27人
にん

 12人
にん

 ０人
にん

 

(77.7%) (15.4%) (6.9%) (０%) 

  

（共 同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

利用者
りようしゃ

の障 害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

） 

障 害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

 人数
にんずう

 構成比
こうせいひ

 

区分
くぶん

１ 146人
にん

 1.5％ 
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区分
くぶん

２ 2,121人
にん

 21.2％ 

区分
くぶん

３ 2,528人
にん

 25.2％ 

区分
くぶん

４ 2,212人
にん

 22.1％ 

区分
くぶん

５ 1,510人
にん

 15.1％ 

区分
くぶん

６ 1,382人
にん

 13.8％ 

その他
た

 117人
にん

 1.2％ 

計
けい

 10,016人
にん

 100％ 

 ※ 令和
れいわ

２年
ねん

10月
がつ

の国保連
こくほれん

請 求
せいきゅう

データ＊9 

 

○ 地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を進
すす

めていくに当
あ

たっては、 障
しょう

がい者本人
しゃほんにん

の自己
じ こ

決定
けってい

を踏
ふ

ま

えることが必要
ひつよう

であることから、本人
ほんにん

の意思
い し

決定
けってい

を支援
しえん

する 要
かなめ

となる相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

＊12及
およ

び相談
そうだん

支援事
しえんごと

業 者
ぎょうしゃ

の数
かず

を更
さら

に増
ふ

やしていく必要
ひつよう

があります。 

 

  ○ 県立
けんりつ

施設
しせつ

では、日 中
にっちゅう

活動
かつどう

が施設内
しせつない

で 行
おこな

われ、大半
たいはん

の利用者
りようしゃ

が施設内
しせつない

だけで生活
せいかつ

しており、利用者
りようしゃ

が地域
ちいき

生活
せいかつ

をイメージできず、入 所
にゅうしょ

期間
きかん

が長期化
ちょうきか

しているとの

指摘
してき

があります。そこで、入 所 中
にゅうしょちゅう

に地域
ちいき

での様々
さまざま

な体験
たいけん

や経験
けいけん

の機会
きかい

を増
ふ

やすよ

う支援
しえん

していく必要
ひつよう

があります。 

 

＜成果
せいか

目 標
もくひょう

＞ 

 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

、本県
ほんけん

の現 状
げんじょう

、課題等
かだいとう

及
およ

び県立
けんりつ

施設等
しせつとう

における地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

促進
そくしん

の取組
とりくみ

を踏
ふ

まえ、次
つぎ

のとおり成果
せいか

目 標
もくひょう

を設定
せってい

します。 

 

  ア 地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行者数
いこうしゃすう

     

成果
せいか

目 標
もくひょう

 令和
れいわ

５年度
ねんど

末
まつ

の目 標
もくひょう

 

令和元
れいわがん

年度末時点
ねんどまつじてん

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

（4,818人
にん

）の

うち地域
ちいき

生活
せいかつ

に移行
いこう

する人
ひと

の数
かず

 

４３６人
にん

が地域
ちいき

生活
せいかつ

に移行
いこう

 

（令和元
れいわがん

年度末時点
ねんどまつじてん

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の９％） 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行者数
いこうしゃすう

について＞ 

 市町村
しちょうそん

がそれぞれの 障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

において設定
せってい

した地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行者数
いこうしゃすう

に係
かか

る成果
せいか

目 標
もくひょう

の合計
ごうけい

339人
にん

に、県
けん

が「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

」を実践
じっせん

し、県立
けんりつ

施設
しせつ

を「通過型
つうかかた

施設
しせつ

」とすること等
とう

により、独自
どくじ

に地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を目指
め ざ

す 97

人
にん

を加
くわ

えた 436人
にん

（令和元
れいわがん

年度末時点
ねんどまつじてん

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の９％）が、令和
れいわ

５年度
ねんど

末
まつ

までに地域
ちいき

生活
せいかつ

に移行
いこう

することを目指
め ざ

します。 
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イ 施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の減 少 数
げんしょうすう

 

成果
せいか

目 標
もくひょう

 令和
れいわ

５年度
ねんど

末
まつ

の目 標
もくひょう

 

令和元
れいわがん

年度末時点
ねんどまつじてん

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

（4,818人
にん

）に

対
たい

する減 少 数
げんしょうすう

 

１７０人
にん

減
げん

（4,648人
にん

） 

（令和元
れいわがん

年度末時点
ねんどまつじてん

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の 3.5％）※ 

   ※ 施設
しせつ

入所者数
にゅうしょしゃすう

の減 少 数
げんしょうすう

についても、地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行者数
いこうしゃすう

と同様
どうよう

の 考
かんが

え方
かた

により、市町村障
しちょうそんしょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

の目標値
もくひょうち

の合計
ごうけい

73人
にん

に 97人
にん

を加
くわ

えた 170人
にん

の

減 少
げんしょう

を目 標
もくひょう

としています。 

 

 

＜目 標
もくひょう

達成
たっせい

のための方策
ほうさく

＞ 

 成果
せいか

目 標
もくひょう

の達成
たっせい

に向
む

けて、次
つぎ

のような方策
ほうさく

を実施
じっし

します。 

 

（当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

の推進
すいしん

） 

○ 「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

」の基本
きほん

となる意思
い し

決定
けってい

支援
しえん

の 考
かんが

え方
かた

を、県内
けんない

の事業所等
じぎょうしょとう

に広
ひろ

げていくため、担
にな

い手
て

の養成
ようせい

を行
おこな

うとともに、アドバイザーの派遣
は け ん

や県版
けんばん

ガイ

ドラインの作成等
さくせいとう

により事業者
じぎょうしゃ

が 行
おこな

う意思
い し

決定
けってい

支援
し え ん

を促進
そくしん

します。 

 

○ 意思
い し

決定
けってい

支援
しえん

の 要
かなめ

となる相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

＊12について、相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

養成
ようせい

研 修 等
けんしゅうとう

の実施
じっし

により数
かず

と質
しつ

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

○ 県立
けんりつ

施設
し せ つ

において、居室
きょしつ

施錠等
せじょうとう

の廃止
は い し

に向
む

けて職 員
しょくいん

の意識
い し き

改革
かいかく

を図
はか

るとともに、

利用者
りようしゃ

一人
ひ と り

ひとりに応
おう

じた施設
し せ つ

の改 修
かいしゅう

を行
おこな

います。 

 

○ 県立
けんりつ

施設
し せ つ

については、地域
ち い き

の事業所
じぎょうしょ

との連携
れんけい

により施設外
しせつがい

の活動
かつどう

の場
ば

を確保
か く ほ

するな

ど、日 中
にっちゅう

活動
かつどう

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、地域
ち い き

での様々
さまざま

な体験
たいけん

や経験
けいけん

の機会
き か い

を確保
か く ほ

しな

がら入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

を後押
あ と お

ししていきます。 

 

（グループホーム等
とう

の充 実
じゅうじつ

） 

○ 「障害者
しょうがいしゃ

グループホーム等
とう

サポートセンター」における、グループホームの開設
かいせつ

を検討
けんとう

している法人等
ほうじんとう

への助言
じょげん

や、グループホーム等
とう

の整備
せ い び

・運営
うんえい

に係
かか

る費用
ひ よ う

の

補助等
ほじょとう

の支援
し え ん

を通
つう

じ、市町村
しちょうそん

と協 力
きょうりょく

して、グループホームの設置
せ っ ち

・利用
り よ う

の促進
そくしん

とサ

ービスの充 実
じゅうじつ

を継続
けいぞく

して図
はか

っていきます。特
とく

に、課題
か だ い

である重度障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

に向
む

けて、バリアフリー化
か

工事
こ う じ

に係
かか

る費用
ひ よ う

の補助
ほ じ ょ

など、重度障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

の受入
う け い

れが可能
か の う

なグループホームの整備
せ い び

に向
む

けた支援
し え ん

に引
ひ

き続
つづ

き取
と

り組
く

みます。 
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○ 多様
たよう

な形態
けいたい

のグループホームの整備
せいび

を促進
そくしん

し、重 度 障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

にも対応
たいおう

できる

支援
しえん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。また、地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

や住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

での生活
せいかつ

の継続
けいぞく

に対
たい

する 障
しょう

がい者
しゃ

やその家族等
かぞくなど

の不安
ふあん

を解 消
かいしょう

するため、体験
たいけん

利用
りよう

の

促進等
そくしんとう

により住
す

まいの場
ば

の選択肢
せんたくし

の拡大
かくだい

を図
はか

ります。 

 

○ 行 動 障
こうどうしょう

がいのある方
かた

への適切
てきせつ

な支援
しえん

方法
ほうほう

を習 得
しゅうとく

する強度
きょうど

行動
こうどう

障 害
しょうがい

支援者
しえんしゃ

養成
ようせい

研 修 等
けんしゅうとう

を実施
じっし

し、グループホーム等
とう

において重 度 障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

に対
たい

する適切
てきせつ

な

支援
しえん

が提 供
ていきょう

されるよう、引
ひ

き続
つづ

き専門的
せんもんてき

な知識
ちしき

や技術
ぎじゅつ

を有
ゆう

した人材
じんざい

の育成
いくせい

に取
と

り

組
く

みます。 

 

○ 県立
けんりつ

施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

を促進
そくしん

するため、入所者
にゅうしょしゃ

を受
う

け入
い

れるグルー

プホームについて、受入
うけいれ

体制
たいせい

の整備
せ い び

を支援
し え ん

します。 

 

（地域
ちいき

生活
せいかつ

を支
ささ

えるサービス等
とう

の充 実
じゅうじつ

） 

○ 地域
ちいき

生活
せいかつ

に必要
ひつよう

なホームヘルプサービスの充 実
じゅうじつ

を図
はか

るための精 神 障
せいしんしょう

がいや

医療的
いりょうてき

ケアに対応
たいおう

した人材
じんざい

の養成
ようせい

、生活
せいかつ

介護
かいご

など日 中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

を確保
かくほ

するための

施設
しせつ

整備
せいび

の支援
しえん

など、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の基盤
きばん

整備
せいび

を進
すす

めます。 

 

○ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

を計画的
けいかくてき

に養成
ようせい

するとともに、地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

に関
かん

する

専門的
せんもんてき

知識
ちしき

を有
ゆう

した相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

を増
ふ

やすことにより、地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

(地域
ちいき

生活
せいかつ

移行
いこう

支援
しえん

・地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

)の提 供
ていきょう

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。また、訪問系
ほうもんけい

サービ

スについては、ホームヘルパー等
とう

の養成
ようせい

や、特
とく

に重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

について事業者
じぎょうしゃ

の

理解
りかい

促進
そくしん

を図
はか

ることなどを通
つう

じて、サービスを提 供
ていきょう

する事業者
じぎょうしゃ

等
など

の拡大
かくだい

を図
はか

りま

す。 

 

 ○ 障
しょう

がい者
しゃ

の意思
い し

に基
もと

づき、家族
かぞく

の高齢化
こうれいか

や親
おや

が亡
な

くなった後
あと

も地域
ちいき

で生活
せいかつ

できる

よう、障
しょう

がい者
しゃ

のニーズ及
およ

び実態
じったい

に応
おう

じて、居宅
きょたく

介護
かいご

、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

、同行
どうこう

援護
えんご

、

行動
こうどう

援護
えんご

、自立
じりつ

生活
せいかつ

援助等
えんじょとう

の支援
しえん

を 行
おこな

うとともに、短期
たんき

入 所
にゅうしょ

及
およ

び日 中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

の確保等
かくほとう

により、在宅
ざいたく

サービスの量 的
りょうてき

・質的
しつてき

充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

○ 常時
じょうじ

介護
かいご

を必要
ひつよう

とする 障
しょう

がい者
しゃ

が、 自
みずか

らが選択
せんたく

する地域
ちいき

で生活
せいかつ

できるよう、

日 中
にっちゅう

及
およ

び夜間
やかん

における医療的
いりょうてき

ケアを含
ふく

む支援
しえん

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、体 調
たいちょう

の

変化
へんか

や支援者
しえんしゃ

の状 況 等
じょうきょうとう

に応
おう

じて一時的
いちじてき

に利用
りよう

することができる医療型
いりょうがた

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

＊

13などの整備
せいび

を進
すす

めます。 
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(2) 精 神 障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

 

＜現 状
げんじょう

及
およ

びこれまでの取組
とりくみ

＞ 

○ わが国
くに

の精神
せいしん

疾患
しっかん

の患者数
かんじゃすう

は急 激
きゅうげき

な増加
ぞうか

が続
つづ

いており、厚生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の平成
へいせい

29

年
ねん

患者
かんじゃ

調査
ちょうさ

によると、全国
ぜんこく

の総患者数
そうかんじゃすう

は約
やく

426万人
まんにん

となっています。 

 

○ 本県
ほんけん

の総患者数
そうかんじゃすう

は、平成
へいせい

29年
ねん

患者
かんじゃ

調査
ちょうさ

によると約
やく

37万人
まんにん

であり、平成
へいせい

20年
ねん

の

同調査時
どうちょうさじ

の約
やく

18万人
まんにん

と比
くら

べ、大幅
おおはば

に増加
ぞうか

しています。 

 

○ 総患者数
そうかんじゃすう

のうち入 院
にゅういん

患者
かんじゃ

の数
かず

は、全国的
ぜんこくてき

に減 少
げんしょう

傾向
けいこう

にありますが、県内
けんない

の

精神
せいしん

病 床
びょうしょう

における入 院
にゅういん

期間
きかん

１年
ねん

以上
いじょう

の患者数
かんじゃすう

は、令和
れいわ

２年
ねん

６月
がつ

末時点
まつじてん

で6,439

人
にん

となり、前年
ぜんねん

同時期
ど う じ き

から22人
にん

増加
ぞうか

しています。このうち65歳
さい

以上
いじょう

の割合
わりあい

は大
おお

きく

増加
ぞうか

しており、半数超
はんすうごえ

の3,545人
にん

が65歳
さい

以上
いじょう

となっています。 

 

○ 精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

が、ライフステージに応
おう

じて 自
みずか

ら住
す

まいの場
ば

を選択
せんたく

し、地域
ちいき

でそ

の人
ひと

らしく暮
く

らすことができるようにするには、精神科
せいしんか

医療
いりょう

の提 供
ていきょう

体制
たいせい

の整備等
せいびとう

とともに、精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

を支援
しえん

するための仕組
し く

みの構築
こうちく

が必要
ひつよう

です。 

 

○ 県
けん

では、「精 神 障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステム」の構築
こうちく

に向
む

け、

精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

に関
かん

する地域
ちいき

の拠点
きょてん

である保健所
ほけんじょ

の機能
きのう

を活用
かつよう

して、 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

ごとに保健
ほけん

・医療
いりょう

・福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

による協議
きょうぎ

の場
ば

を設置
せっち

し、長期
ちょうき

入 院
にゅういん

患者
かんじゃ

の退院
たいいん

に向
む

けた個別
こべつ

ケースの検討
けんとう

や事例
じれい

検討会
けんとうかい

の実施
じっし

により、課題等
かだいとう

の検討
けんとう

、

情 報
じょうほう

共 有
きょうゆう

などを 行
おこな

ってきました。 

 

○ また、入 院
にゅういん

患者
かんじゃ

の中
なか

には、 症 状
しょうじょう

が落
お

ち着
つ

いても、地域
ちいき

で暮
く

らすための受
う

け皿
ざら

となる社会
しゃかい

資源
しげん

の不足
ふそく

や、地域
ちいき

生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な条 件
じょうけん

が 整
ととの

わないことなどから退院
たいいん

す

ることが 難
むずか

しい人
ひと

がいます。 

 

○ 県
けん

では、こうした方
かた

が地域
ちいき

生活
せいかつ

に移行
いこう

できるように、精 神 障
せいしんしょう

がいに対応
たいおう

した

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の従事者
じゅうじしゃ

の養成
ようせい

や、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の実施
じっし

主体
しゅたい

である

市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

し、精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

を対 象
たいしょう

としたグループホームの充 実 等
じゅうじつとう

に取
と

り組
く

んできました。 

 

○ また、保健所
ほけんじょ

が中 心
ちゅうしん

となり、措置
そ ち

入 院 者
にゅういんしゃ

の退院
たいいん

に向
む

けた支援
しえん

の調 整
ちょうせい

を 行
おこな

っ

てきたほか、精 神 障
せいしんしょう

がいの当事者
とうじしゃ

であるピアサポーター＊14の養成
ようせい

や、ピアサポー
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ターによる長期
ちょうき

入 院
にゅういん

患者
かんじゃ

への地域
ちいき

生活
せいかつ

移行
いこう

に向
む

けた 働
はたら

きかけ等
とう

を実施
じっし

してきまし

た。 

 

＜取組
とりくみ

による成果
せいか

＞ 

○ 第
だい

５期
き

計画
けいかく

では、令和
れいわ

元年
がんねん

６月
がつ

末
まつ

の入 院 者
にゅういんしゃ

の入院後
にゅういんご

３か月
げつ

時点
じてん

の退院率
たいいんりつ

を

69％、６か月
げつ

時点
じてん

の退院率
たいいんりつ

を84％、１年
ねん

時点
じてん

の退院率
たいいんりつ

を90％にするという成果
せいか

目 標
もくひょう

を掲
かか

げて取組
とりくみ

を推進
すいしん

してきましたが、３か月
げつ

時点
じてん

の退院率
たいいんりつ

の実績
じっせき

は54.9％、

６か月
げつ

時点
じてん

の退院率
たいいんりつ

は81.6％、１年
ねん

時点
じてん

の退院率
たいいんりつ

は90.4％となり、入院後
にゅういんご

３か月
げつ

時点
じてん

及
およ

び６か月
げつ

時点
じてん

で目 標
もくひょう

を達成
たっせい

できませんでした。 

 

○ また、令和
れいわ

２年
ねん

６月
がつ

末時点
まつじてん

の１年
ねん

以上
いじょう

の長期
ちょうき

入 院
にゅういん

患者数
かんじゃすう

を5,594人
にん

（65歳
さい

以上
いじょう

2,926人
にん

、65歳
さい

未満
みまん

2,668人
にん

）にするという成果
せいか

目 標
もくひょう

については、令和
れいわ

２年
ねん

６月
がつ

末時点
まつじてん

の実績
じっせき

が、6,439人
にん

（65歳
さい

以上
いじょう

3,545人
にん

、65歳
さい

未満
みまん

2,894人
にん

）となり、目 標
もくひょう

を

達成
たっせい

できませんでした。 

 

○ 一方
いっぽう

、「精 神 障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステム」の構築
こうちく

に向
む

けた保健
ほけん

・

医療
いりょう

・福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

による協議
きょうぎ

の場
ば

を、県
けん

及
およ

び市
し

（政令市
せいれいし

を除
のぞ

く。）が設置
せっち

する

保健所
ほけんじょ

にそれぞれ設置
せっち

するという成果
せいか

目 標
もくひょう

については、平成
へいせい

30年度
ねんど

末
まつ

までに全
すべ

て

の保健所
ほけんじょ

に設置
せっち

し、目 標
もくひょう

を達成
たっせい

しました。 

 

＜課題
かだい

＞ 

○ 入 院 中
にゅういんちゅう

の精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

をさらに進
すす

めるためには、市町村
しちょうそん

を含
ふく

めた、保健
ほけん

・医療
いりょう

・福祉
ふくし

の連携
れんけい

支援
しえん

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

り、よりきめ細
こま

かい支援
しえん

の

提 供
ていきょう

に向
む

けて、「精 神 障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステム」の構築
こうちく

を進
すす

め

ていく必要
ひつよう

があります。 

 

○ また、長期
ちょうき

入 院
にゅういん

患者
かんじゃ

のうち 65歳
さい

以上
いじょう

の割合
わりあい

が増加
ぞうか

していることから、 障
しょう

がい

分野
ぶんや

と介護
かいご

分野
ぶんや

の連携
れんけい

が重 要
じゅうよう

になっています。 

 

○ さらに、地域
ちいき

において精 神 障
せいしんしょう

がいや精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

に関
かん

する理解
りかい

の促進
そくしん

を図
はか

る

とともに、関係
かんけい

機関
きかん

の支援力
しえんりょく

の向 上
こうじょう

を目的
もくてき

とした取組等
とりくみとう

を強化
きょうか

する必要
ひつよう

がありま

す。 

 

○ 入 院
にゅういん

患者
かんじゃ

の退院
たいいん

促進
そくしん

については、入院後
にゅういんご

の早
はや

い段階
だんかい

から個別
こべつ

のケースに応
おう

じた

退院
たいいん

支援
しえん

を 行
おこな

うとともに、入 院
にゅういん

患者
かんじゃ

の傾向等
けいこうとう

を踏
ふ

まえた支援
しえん

を実施
じっし

していく
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必要
ひつよう

があります。併
あわ

せて、保健所
ほけんじょ

が実施
じっし

している措置
そ ち

入 院
にゅういん

患者等
かんじゃとう

に対
たい

する退院後
たいいんご

支援
しえん

の利用率
りようりつ

を向 上
こうじょう

させていく必要
ひつよう

があります。 

 

○ さらに、ホームヘルプサービスや施設等
しせつとう

で提 供
ていきょう

される生活
せいかつ

介護
かいご

、住
す

まいの場
ば

であ

るグループホームなどの整備
せいび

促進
そくしん

など、退院後
たいいんご

の地域
ちいき

生活
せいかつ

を定 着
ていちゃく

させるための

支援
しえん

も重 要
じゅうよう

です。 

 

○ 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

においては、地域
ちいき

における精神
せいしん

保健
ほけん

医療
いりょう

福祉
ふくし

体制
たいせい

の基盤
きばん

整備
せいび

状 況
じょうきょう

を評価
ひょうか

する指標
しひょう

として、新
あら

たに「精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の精神
せいしん

病 床
びょうしょう

から退院後
たいいんご

１年
ねん

以内
いない

の地域
ちいき

における平均
へいきん

生活
せいかつ

日数
にっすう

」に係
かか

る成果
せいか

目 標
もくひょう

を設定
せってい

することとされています。 

  なお、厚生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の調査
ちょうさ

によると、平成
へいせい

30年度
ねんど

に精神
せいしん

病 床
びょうしょう

を退院
たいいん

した患者
かんじゃ

の退院後
たいいんご

１年
ねん

以内
いない

の地域
ちいき

における平均
へいきん

生活
せいかつ

日数
にっすう

の実績
じっせき

は 330日
にち

で、全国
ぜんこく

平均
へいきん

の 326

日
にち

を上回
うわまわ

っています。 

 

＜成果
せいか

目 標
もくひょう

＞ 

 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

及
およ

び本県
ほんけん

の現 状
げんじょう

、課題等
かだいとう

を踏
ふ

まえ、次
つぎ

のとおり成果
せいか

目 標
もくひょう

を設定
せってい

しま

す。 

  ア 精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の精神
せいしん

病 床
びょうしょう

から退院後
たいいんご

１年
ねん

以内
いない

の地域
ちいき

における平均
へいきん

生活
せいかつ

日数
にっすう

 

成果
せいか

目 標
もくひょう

 （平成
へいせい

30年度
ねんど

実績
じっせき

） 令和
れいわ

５年度
ねんど

の目 標
もくひょう

 

退院後
たいいんご

１年
ねん

以内
いない

の地域
ちいき

におけ

る平均
へいきん

生活
せいかつ

日数
にっすう

 
３３０日

にち

 ３３０日
にち

以上
いじょう

 

 

  イ 精神
せいしん

病 床
びょうしょう

における１年
ねん

以上
いじょう

の長期
ちょうき

入 院
にゅういん

患者数
かんじゃすう

 

成果
せいか

目 標
もくひょう

 （令和
れいわ

２年度
ねんど

実績
じっせき

） 令和
れいわ

５年度
ねんど

の目 標
もくひょう

 

令和
れいわ

５年度
ねんど

における１年
ねん

以上
いじょう

の長期
ちょうき

入 院
にゅういん

患者数
かんじゃすう

 
６，４３９人

にん

 ５，１９７人
にん

 

内
うち

 

訳
わけ

 

65歳
さい

以上
いじょう

 ３，５４５人
にん

 ３，０２６人
にん

 

65歳
さい

未満
みまん

 ２，８９４人
にん

 ２，１７１人
にん

 

 

ウ 精神
せいしん

病 床
びょうしょう

における早期
そうき

退院率
たいいんりつ

 

成果
せいか

目 標
もくひょう

 （令和
れいわ

２年度
ねんど

実績
じっせき

） 令和
れいわ

５年度
ねんど

の目 標
もくひょう

 

入院後
にゅういんご

３か月
げつ

時点
じてん

の退院率
たいいんりつ

 ５４．９％ ６９％以上
いじょう

 

入院後
にゅういんご

６か月
げつ

時点
じてん

の退院率
たいいんりつ

 ８１．６％ ８６％以上
いじょう
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入院後
にゅういんご

１年
ねん

時点
じてん

の退院率
たいいんりつ

 ９０．４％ ９２％以上
いじょう

 

 

エ 市町村
しちょうそん

における「精神
せいしん

障 害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

」に向
む

け

た保健
ほけん

・医療
いりょう

・福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

による協議
きょうぎ

の場
ば

の設置
せっち

 

成果
せいか

目 標
もくひょう

 （令和
れいわ

２年度
ねんど

実績
じっせき

） 令和
れいわ

５年度
ねんど

の目 標
もくひょう

 

関係者
かんけいしゃ

による協議
きょうぎ

の場
ば

を

設置
せっち

している市町村数
しちょうそんすう

 
20市

し

町 村
ちょうそん

 
全
すべ

ての市町村
しちょうそん

（33市
し

町 村
ちょうそん

）に設置
せっち

 

 

＜目 標
もくひょう

達成
たっせい

のための方策
ほうさく

＞ 

 成果
せいか

目 標
もくひょう

の達成
たっせい

に向
む

けて、次
つぎ

のような方策
ほうさく

を実施
じっし

します。 

 

 （精神科
せいしんか

医療
いりょう

体制
たいせい

の整備
せいび

） 

  ○ 精神
せいしん

疾患
しっかん

の 急
きゅう

な発 症
はっしょう

や精神
せいしん

症 状
しょうじょう

の悪化
あっか

により、早 急
そうきゅう

に精神科
せいしんか

医療
いりょう

が必要
ひつよう

な

場合
ばあい

に、外来
がいらい

や入 院
にゅういん

治療
ちりょう

に対応
たいおう

する精神科
せいしんか

救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体制
たいせい

を整備
せいび

し、精 神 障
せいしんしょう

が

い者本人
しゃほんにん

や家族等
かぞくとう

の相談
そうだん

に応
おう

じ、必要
ひつよう

に応
おう

じて医療
いりょう

機関
きかん

につなげたり、精神
せいしん

保健
ほけん

福祉法
ふくしほう

に基
もと

づく診察等
しんさつとう

を 行
おこな

います。 

 

○ 多種多様
たしゅたよう

な精神
せいしん

疾患
しっかん

に対応
たいおう

するため、児童
じどう

・思春期
ししゅんき

精神
せいしん

疾患
しっかん

、アルコール・

薬物
やくぶつ

・ギャンブル等
など

依存症
いぞんしょう

、てんかん等
とう

の専門
せんもん

医療
いりょう

を提 供
ていきょう

できる医療
いりょう

機関
きかん

を

明確化
めいかくか

し、地域
ちいき

の医療
いりょう

機関
きかん

と相談
そうだん

機関
きかん

の連携
れんけい

を推進
すいしん

します。 

 

（措置
そ ち

入院者等
にゅういんしゃとう

の退院後
たいいんご

支援
しえん

） 

  ○ 「神奈川県
かながわけん

措置
そ ち

入院者等
にゅういんしゃとう

の退院後
たいいんご

支援
しえん

ガイドライン」に基
もと

づき、措置
そ ち

入 院 等
にゅういんとう

で

入 院
にゅういん

した精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

に対
たい

して、退院後
たいいんご

に社会
しゃかい

復帰
ふっき

の促進
そくしん

及
およ

びその自立
じりつ

と社会
しゃかい

経済
けいざい

活動
かつどう

への参加
さんか

の促進
そくしん

のために必要
ひつよう

な医療等
いりょうとう

の支援
しえん

を適切
てきせつ

かつ円滑
えんかつ

に受
う

けるこ

とができるよう、本人
ほんにん

の同意
どうい

を得
え

た上
うえ

で、退院後
たいいんご

支援
しえん

計画
けいかく

＊15を策定
さくてい

し、計画
けいかく

に基
もと

づ

いて退院後
たいいんご

の切
き

れ目
め

のない支援
しえん

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

（相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

） 

  ○ 精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

が身近
みぢか

な地域
ちいき

で必要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う

けられるよう相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

○ 精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

を対 象
たいしょう

とした専門医
せんもんい

による相談
そうだん

及
およ

び訪問
ほうもん

指導
しどう

、福祉職
ふくししょく

、保健師
ほ け ん し

による随時
ずいじ

の相談
そうだん

を 行
おこな

い、関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

することで地域
ちいき

での生活
せいかつ

を支援
しえん

しま
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す。 

 

（精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

移行
いこう

を支
ささ

える人材
じんざい

の育成
いくせい

） 

○ 精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

移行
いこう

を支
ささ

える精神科
せいしんか

病 院
びょういん

、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事業所
じぎょうしょ

、

介護
かいご

保険
ほけん

サービス事業所等
じぎょうしょとう

の職 員
しょくいん

について、人材
じんざい

育成
いくせい

や連携
れんけい

体制
たいせい

の構築
こうちく

を図
はか

りま

す。 

 

○ 当事者
とうじしゃ

の目線
めせん

に立
た

った支援
しえん

が重 要
じゅうよう

であることから、精 神 障
せいしんしょう

がいの当事者
とうじしゃ

であるピ

アサポーター＊14を養成
ようせい

していきます。 

 

 （ピアサポーター＊14による支援
しえん

） 

○ 長期
ちょうき

入 院
にゅういん

患者
かんじゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

移行
いこう

を促進
そくしん

するため、ピアサポーターによる 病 院
びょういん

訪問等
ほうもんとう

を実施
じっし

し、退院
たいいん

意欲
いよく

喚起
かんき

、退院
たいいん

に向
む

けた個別
こべつ

支援、退院後
たいいんご

の地域
ちいき

定 着
ていちゃく

に向
む

け

た支援
しえん

を 行
おこな

います。感染症等
かんせんしょうとう

のまん延
えん

時
とき

や災害時
さいがいじ

においても継続的
けいぞくてき

にピアサポー

ターが活動
かつどう

できるよう、持続
じぞく

可能
かのう

な仕組
し く

みづくりを 行
おこな

います。また、病 院
びょういん

職 員
しょくいん

や

支援
しえん

関係者
かんけいしゃ

、地域
ちいき

住 民 等
じゅうみんとう

に対
たい

する普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を充 実
じゅうじつ

させます。 

 

（障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
など

の基盤
きばん

整備
せいび

） 

○ 退院後
たいいんご

の住 居
じゅうきょ

の確保
かくほ

に係
かか

る支援
しえん

など、長期
ちょうき

入 院
にゅういん

患者
かんじゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

に向
む

けて必要
ひつよう

な支援
しえん

を 行
おこな

う地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

（地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

・地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

）等
とう

の提 供
ていきょう

体制
たいせい

を、市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

して計画的
けいかくてき

に整備
せいび

していきます。 

 

（精 神 障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステム） 

○ 「精神
せいしん

障 害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

」について、保健
ほけん

・医療
いりょう

・

福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

による「協議
きょうぎ

の場
ば

」を活用
かつよう

し、ピアサポーターなど当事者
とうじしゃ

の参画
さんかく

を進
すす

めな

がら、長期
ちょうき

入 院
にゅういん

患者
かんじゃ

の 状 況
じょうきょう

把握
はあく

や地域
ちいき

課題
かだい

の共 有
きょうゆう

を 行
おこな

うほか、市町村
しちょうそん

の 障
しょう

が

い福祉
ふくし

主管課等
しゅかんかとう

と医療
いりょう

機関
きかん

との連携
れんけい

を支援
しえん

するなど、支援
しえん

体制
たいせい

づくりを進
すす

めます。 

 

○ 精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

に関
かん

する保健
ほけん

・医療
いりょう

・福祉
ふくし

の相互
そうご

理解
りかい

を促進
そくしん

す

るため、市町村
しちょうそん

職 員
しょくいん

や障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス従事者
じゅうじしゃ

、病 院
びょういん

関係者等
かんけいしゃとう

を対 象
たいしょう

にした

研 修
けんしゅう

を実施
じっし

します。また、地域
ちいき

住 民 等
じゅうみんとう

を対 象
たいしょう

に、精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

や精 神 障
せいしんしょう

がい

に対
たい

する理解
りかい

を深
ふか

めるための取組
とりくみ

を 行
おこな

います。 

 

○ 全
すべ

ての市町村
しちょうそん

に「協議
きょうぎ

の場
ば

」が設置
せっち

されることを目指
め ざ

し、市町村
しちょうそん

における

関係者
かんけいしゃ

との連携
れんけい

体制
たいせい

づくりを支援
しえん

するとともに、保健所等
ほけんじょとう

が設置
せっち

した「協議
きょうぎ

の場
ば

」
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との役割
やくわり

分担
ぶんたん

を図
はか

りつつ、関係
かんけい

機関
きかん

が連携
れんけい

して、精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

を支援
しえん

していきます。 

 

（依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

の推進
すいしん

） 

○ アルコール、薬物
やくぶつ

及
およ

びギャンブル等
とう

の依存症
いぞんしょう

は誰
だれ

でもなる可能性
かのうせい

があり、また、

適切
てきせつ

な治療
ちりょう

や支援
しえん

を受
う

けることで回復
かいふく

が可能
かのう

であるにもかかわらず、周囲
しゅうい

の誤解
ごかい

や

偏見
へんけん

から支援
しえん

につながらない実態
じったい

があることから、依存症
いぞんしょう

についての正
ただ

しい知識
ちしき

の

普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を進
すす

め、発 症
はっしょう

の防止
ぼうし

や早期
そうき

発見
はっけん

、早期
そうき

治療
ちりょう

の取組
とりくみ

を進
すす

めます。また、依存症
いぞんしょう

の発 症
はっしょう

防止
ぼうし

から相談
そうだん

、治療
ちりょう

、回復
かいふく

に向
む

けた切
き

れ目
め

のない支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

を進
すす

めるた

めの検討
けんとう

を 行
おこな

います。 
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(3) 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点等
きょてんとう

が有
ゆう

する機能
きのう

の充 実
じゅうじつ

 

＜現 状
げんじょう

及
およ

びこれまでの取組
とりくみ

＞ 

○ 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点等
きょてんとう

とは、 障
しょう

がい者
しゃ

の重度化
じゅうどか

・高齢化
こうれいか

や「親
おや

亡
な

き後
あと

」を見据
み す

え

た、居 住
きょじゅう

支援
しえん

のための機能
きのう

を持
も

つ場所
ばしょ

や体制
たいせい

のことです。 

居 住
きょじゅう

支援
しえん

のための機能
きのう

は、相談
そうだん

、緊急時
きんきゅうじ

の受入
うけい

れ対応
たいおう

、体験
たいけん

の機会
きかい

・場
ば

、

専門的
せんもんてき

人材
じんざい

の確保
かくほ

・養成
ようせい

、地域
ちいき

の体制
たいせい

づくりの５つを 柱
はしら

としており、これらの

機能
きのう

を地域
ちいき

の実 情
じつじょう

に応
おう

じた創意
そうい

工夫
くふう

により整備
せいび

し、 障
しょう

がい者
しゃ

の生活
せいかつ

を地域
ちいき

全体
ぜんたい

で

支
ささ

えるサービス提 供
ていきょう

体制
たいせい

を構築
こうちく

することとされています。 

 

○ 県
けん

では、政令市
せいれいし

を除
のぞ

く５つの 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

において、地域
ちいき

の中 核
ちゅうかく

となる

相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

や短期
たんき

入 所
にゅうしょ

事業所等
じぎょうしょとう

を支援
しえん

することにより、圏域
けんいき

における相談
そうだん

支援
しえん

機能
きのう

や、緊急時
きんきゅうじ

の受入
うけい

れ機能等
きのうとう

の強化
きょうか

を図
はか

るとともに、個々
こ こ

の機能
きのう

の連携
れんけい

を

促進
そくしん

してきました。 

そうした中
なか

、１つの圏域
けんいき

においては、緊急時
きんきゅうじ

の受入
うけい

れ機能
きのう

の確保
かくほ

が市町村
しちょうそん

におい

て可能
かのう

となったことから、残
のこ

る４つの圏域
けんいき

で地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点等
きょてんとう

の機能
きのう

を面的
めんてき

に

整備
せいび

しました。 

 

○ また、市町村
しちょうそん

に対
たい

しては、神奈川県
かながわけん

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

＊16も活用
かつよう

しながら、

市町村
しちょうそん

における整備
せいび

状 況
じょうきょう

や整備
せいび

に向
む

けた課題等
かだいとう

を把握
はあく

し、優 良
ゆうりょう

事例
じれい

の紹 介
しょうかい

や

整備
せいび

に関
かか

わる情 報
じょうほう

の提 供 等
ていきょうとう

の支援
しえん

を 行
おこな

ってきました。 

 

○ なお、重 度 障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

の居 住
きょじゅう

支援
しえん

として、グループホームの体験
たいけん

ができるよう、

補助
ほじょ

制度
せいど

を実施
じっし

してきましたが、新型
しんがた

コロナウイルス感 染 症
かんせんしょう

の影 響
えいきょう

により、実績
じっせき

は伸
の

びませんでした。 

 

＜取組
とりくみ

による成果
せいか

＞ 

○ 第
だい

５期
き

計画
けいかく

に係
かか

る国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、各市町村
かくしちょうそん

又
また

は各圏域
かくけんいき

において、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点等
きょてんとう

を少
すく

なくとも１つ以上
いじょう

整備
せいび

することが基本
きほん

とされましたが、圏域
けんいき

ではす

でに整備済
せ い び ず

みであることや、 障
しょう

がい者等
しゃとう

に身近
みぢか

な市町村
しちょうそん

において十 分
じゅうぶん

な機能
きのう

を担
にな

う体制
たいせい

の構築
こうちく

が必要
ひつよう

であることから、第
だい

５期
き

計画
けいかく

では、県内
けんない

全
すべ

ての市町村
しちょうそん

が地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点等
きょてんとう

を整備
せいび

することを成果
せいか

目 標
もくひょう

としました。 

 

○ しかし、令和
れいわ

２年度
ねんど

末時点
まつじてん

の整備
せいび

状 況
じょうきょう

（令和
れいわ

３年
ねん

４月
がつ

１日付
にちづ

けで整備
せいび

したもの

を含
ふく

む。）は、12市
し

町 村
ちょうそん

に留
とど

まり、目 標
もくひょう

を達成
たっせい

できませんでした。 
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＜課題
かだい

＞ 

○ 障
しょう

がい者
しゃ

やその家族等
かぞくとう

が地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮
く

らしていくためには、身近
みぢか

な市町村
しちょうそん

において、相談
そうだん

や緊急時
きんきゅうじ

の受入
うけい

れなどに対応
たいおう

できる体制
たいせい

の整備
せいび

が求
もと

められることか

ら、引
ひ

き続
つづ

き市町村
しちょうそん

における地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点等
きょてんとう

の早期
そうき

整備
せいび

を目指
め ざ

していく必要
ひつよう

が

あります。 

 

○ 市町村
しちょうそん

での整備
せいび

促進
そくしん

に向
む

けて、未整備
み せ い び

の市町村
しちょうそん

における具体的
ぐたいてき

な課題等
かだいとう

を踏
ふ

まえ

た個別
こべつ

の支援
しえん

を実施
じっし

する必要
ひつよう

があります。 

 

○ また、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点等
きょてんとう

を整備済
せ い び ず

みの市町村
しちょうそん

についても、その機能
きのう

の充 実
じゅうじつ

及
およ

び適切
てきせつ

な運用
うんよう

のため、地域
ちいき

のニーズや課題
かだい

に応
こた

えられているか、必要
ひつよう

な機能
きのう

の

水 準
すいじゅん

を満
み

たしているかという観点
かんてん

で、継続
けいぞく

して運用
うんよう

状 況
じょうきょう

を確認
かくにん

するための取組
とりくみ

が必要
ひつよう

です。 

 

＜成果
せいか

目 標
もくひょう

＞ 

 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

及
およ

び本県
ほんけん

の現 状
げんじょう

、課題等
かだいとう

を踏
ふ

まえ、次
つぎ

のとおり成果
せいか

目 標
もくひょう

を設定
せってい

し

ます。 

 

  ア 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点等
きょてんとう

の整備
せいび

 

成果
せいか

目 標
もくひょう

 （令和
れいわ

２年度
ねんど

実績
じっせき

） 令和
れいわ

５年度
ねんど

の目 標
もくひょう

 

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点等
きょてんとう

を

整備
せいび

した市町村
しちょうそん

の数
かず

 
１２市

し

町 村
ちょうそん

 ３３市
し

町 村
ちょうそん

（全市
ぜんし

町 村
ちょうそん

） 

 

  イ 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点等
きょてんとう

の運用
うんよう

状 況
じょうきょう

の検 証
けんしょう

及
およ

び検討
けんとう

 

成果
せいか

目 標
もくひょう

 （令和
れいわ

２年度
ねんど

実績
じっせき

） 令和
れいわ

５年度
ねんど

の目 標
もくひょう

 

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点等
きょてんとう

の

運用
うんよう

状 況
じょうきょう

の検 証
けんしょう

及
およ

び

検討
けんとう

を 行
おこな

う市町村
しちょうそん

の数
かず

 

５市町村
しちょうそん

 ３３市
し

町 村
ちょうそん

（全市
ぜんし

町 村
ちょうそん

） 

 

＜目 標
もくひょう

達成
たっせい

のための方策
ほうさく

＞ 

 成果
せいか

目 標
もくひょう

の達成
たっせい

に向
む

けて、次
つぎ

のような方策
ほうさく

を実施
じっし

します。 

 

（整備
せいび

促進
そくしん

に向
む

けた市町村
しちょうそん

支援
しえん

） 

○ 各市町村
かくしちょうそん

の地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点等
きょてんとう

の整備
せいび

状 況
じょうきょう

を把握
はあく

するとともに、他
た

都道府県
とどうふけん

を
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含
ふく

めた整備済
せ い び ず

み市町村
しちょうそん

の情 報
じょうほう

など整備
せいび

に有効
ゆうこう

な情 報
じょうほう

の提 供 等
ていきょうとう

を引
ひ

き続
つづ

き 行
おこな

い

ます。 

 

○ 未整備
み せ い び

市町村
しちょうそん

の課題等
かだいとう

に応
おう

じたオーダーメードの支援
しえん

を検討
けんとう

していきます。 

 

○ 単独
たんどく

での機能
きのう

整備
せいび

が困難
こんなん

な市町村
しちょうそん

に対
たい

しては、市町村間
しちょうそんかん

での必要
ひつよう

な調 整
ちょうせい

の支援
しえん

を 行
おこな

うための協議
きょうぎ

の場
ば

の設置等
せっちとう

を支援
しえん

します。 

 

 （専門
せんもん

人材
じんざい

の育成
いくせい

） 

○ 未整備
み せ い び

の市町村
しちょうそん

の多
おお

くが整備
せいび

が 難
むずか

しいと 考
かんが

えている「専門
せんもん

人材
じんざい

の確保
かくほ

・養成
ようせい

」

の機能
きのう

を担
にな

うことができる障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事業所等
じぎょうしょとう

を増
ふ

やすため、強度
きょうど

行 動 障
こうどうしょう

がい＊5 を有
ゆう

する者
しゃ

や医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な者
しゃ

に対
たい

して適切
てきせつ

な支援
しえん

を 行
おこな

う職 員
しょくいん

の

育成
いくせい

を強化
きょうか

します。 

 

 （基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター等
とう

の設置
せっち

促進
そくしん

） 

○ また、地域
ち い き

の様々
さまざま

なニーズに対応
たいおう

できるサービス提 供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
か く ほ

や、地域
ち い き

の社会
しゃかい

資源
し げ ん

の連携
れんけい

体制
たいせい

の構築等
こうちくとう

を 行
おこな

う「地域
ちいき

の体制
たいせい

づくり」の機能
きのう

を担
にな

うことが想定
そうてい

され

る基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター＊17等
とう

の設置
せっち

を促進
そくしん

していきます。 

 

 （運用
うんよう

状 況
じょうきょう

の検 証
けんしょう

及
およ

び検討
けんとう

に向
む

けた支援
しえん

） 

○ 運用
うんよう

状 況
じょうきょう

の検 証
けんしょう

及
およ

び検討
けんとう

についても、各市町村
かくしちょうそん

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

を把握
はあく

するとと

もに、実施済
じ っ し ず

み市町村
しちょうそん

のノウハウを他
ほか

の市町村
しちょうそん

へ情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

することなどにより、

検 証
けんしょう

及
およ

び検討
けんとう

を 行
おこな

う市町村
しちょうそん

を増
ふ

やしていきます。 
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(4) 福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への移行等
いこうとう

 

＜現 状
げんじょう

及
およ

びこれまでの取組
とりくみ

＞ 

○ 働
はたら

くことは自立
じりつ

した生活
せいかつ

を支
ささ

える基本
きほん

であり、一人
ひとり

ひとりの可能性
かのうせい

を伸
の

ばすこと

でもあります。 障
しょう

がい者
しゃ

が、ライフステージに応
おう

じて、その人
ひと

らしい 働
はたら

き方
かた

を

選択
せんたく

できるよう、福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

＊18とともに、一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

＊19への移行
いこう

や定 着
ていちゃく

支援
しえん

を

充 実
じゅうじつ

していくことが求
もと

められています。 

 

○ 福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

への支援
しえん

について、県
けん

では、「かながわ工賃
こうちん

アップ推進
すいしん

プラン」に基
もと

づき、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事業所等
じぎょうしょとう

に対
たい

する企業的
きぎょうてき

経営
けいえい

手法
しゅほう

の導 入
どうにゅう

や、複数
ふくすう

の

事業所
じぎょうしょ

が共 同
きょうどう

して受 注
じゅちゅう

を 行
おこな

う共 同
きょうどう

受 注
じゅちゅう

窓口
まどぐち

の推進等
すいしんとう

により、工賃
こうちん

向 上
こうじょう

を

図
はか

るための取組
とりくみ

を 行
おこな

ってきました。 

 

○ また、 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

に設置
せっち

する地域
ちいき

就 労
しゅうろう

援助
えんじょ

センター＊20の運営費
うんえいひ

を助成
じょせい

することにより、 障
しょう

がい者
しゃ

の福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

に向
む

けて相談
そうだん

、指導
しどう

・訓練
くんれん

、就 労
しゅうろう

援助等
えんじょとう

の支援
しえん

を 行
おこな

ってきました。 

 

○ 一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への支援
しえん

について、県
けん

では、国
くに

の制度
せいど

に基
もと

づき、障 害 者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・

生活
せいかつ

支援
しえん

センター＊21を設置
せっち

して 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

ごとの広域的
こういきてき

な就 労
しゅうろう

支援
しえん

ネッ

トワークの充 実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

とも連携
れんけい

し、一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

及
およ

び就 労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
しえん

の強化
きょうか

に取
と

り組
く

んできました。 

 

○ また、障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促進
そくしん

センター＊22を設置
せっち

し、企業
きぎょう

支援
しえん

や就 労
しゅうろう

支援
しえん

機関
きかん

の支援
しえん

を 行
おこな

うとともに、 障
しょう

がい者雇用
しゃこよう

に関
かん

する情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

を 行
おこな

うなど、 障
しょう

がい者雇用
しゃこよう

の促進
そくしん

に向
む

けて、様々
さまざま

な関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

しながら支援
しえん

を 行
おこな

ってきました。 

 

＜取組
とりくみ

による成果
せいか

＞ 

○ 第
だい

５期
き

計画
けいかく

では、令和
れいわ

２年度
ねんど

の年間
ねんかん

一般
いっぱん

就労者数
しゅうろうしゃすう

を1,794人
にん

（平成
へいせい

28年度
ねんど

の1.6

倍
ばい

）とすることを成果
せいか

目 標
もくひょう

に掲
かか

げて取組
とりくみ

を推進
すいしん

してきましたが、実績
じっせき

は1,398人
にん

となり、目 標
もくひょう

を達成
たっせい

できませんでした。 

 

○ また、令和
れいわ

２年度
ねんど

末
まつ

の就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業
じぎょう

の利用者数
りようしゃすう

を4,152人
にん

（平成
へいせい

28年度
ねんど

の

170％増
ぞう

）にするという成果
せいか

目 標
もくひょう

については、令和
れいわ

２年度
ねんど

末時点
まつじてん

の実績
じっせき

が4,412人
にん

となり、目 標
もくひょう

を達成
たっせい

しましたが、令和
れいわ

２年度
ねんど

の一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

移行率
いこうりつ

が３割
わり

以上
いじょう

の

事業所
じぎょうしょ

の割合
わりあい

を50％にするという成果
せいか

目 標
もくひょう

の実績
じっせき

は27.8％となり、目 標
もくひょう

を達成
たっせい

できませんでした。 
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○ 一方
いっぽう

、令和
れいわ

２年度
ねんど

の就 労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
しえん

による支援
しえん

開始
かいし

１年後
ねんご

の職場
しょくば

定 着 率
ていちゃくりつ

を80％

にするという成果
せいか

目 標
もくひょう

の実績
じっせき

は81.9％となり、目 標
もくひょう

を達成
たっせい

しています。 

 

＜課題
かだい

＞ 

○ 障
しょう

がい者
しゃ

が就 職 後
しゅうしょくご

も安心
あんしん

して 働
はたら

き続
つづ

けられるよう、就 労
しゅうろう

移行
いこう

から就 労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

までの切
き

れ目
め

のない支援
しえん

を強化
きょうか

していく必要
ひつよう

があります。 

 

○ 就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業等
じぎょうとう

の利用者
りようしゃ

について、精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の割合
わりあい

が増加
ぞうか

している

こと等
とう

を踏
ふ

まえ、精 神 障
せいしんしょう

がいや発 達 障
はったつしょう

がいなど 障
しょう

がい特性
とくせい

に応
おう

じた支援
しえん

の

充 実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

む必要
ひつよう

があります。 

    

○ 障
しょう

がい者
しゃ

の生活
せいかつ

の安定
あんてい

のため、新型
しんがた

コロナウイルス感 染 症
かんせんしょう

のまん延時等
えんじとう

にお

いても持続
じぞく

可能
かのう

な支援
しえん

を強化
きょうか

する必要
ひつよう

があります。 

    

○ 障
しょう

がい福祉
ふくし

、教 育
きょういく

、労働等
ろうどうとう

の関係
かんけい

機関
きかん

の連携
れんけい

をより一層
いっそう

強化
きょうか

し、 障
しょう

がい者
しゃ

が効果的
こうかてき

な就 労
しゅうろう

支援
しえん

を受
う

けられるよう取
と

り組
く

む必要
ひつよう

があります。 

 

○ 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

においては、就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業
じぎょう

だけでなく、就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

事業
じぎょう

についても、成果
せいか

目 標
もくひょう

を設定
せってい

して評価
ひょうか

することとされています。また、一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

＊17への定 着
ていちゃく

も重 要
じゅうよう

であることから、就 労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
しえん

事業
じぎょう

の利用者数
りようしゃすう

に係
かか

る成果
せいか

目 標
もくひょう

を設定
せってい

することとされています。 

 

＜成果
せいか

目 標
もくひょう

＞ 

 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

及
およ

び本県
ほんけん

の現 状
げんじょう

、課題等
かだいとう

を踏
ふ

まえ、次
つぎ

のとおり成果
せいか

目 標
もくひょう

を設定
せってい

しま

す。 

 

ア 福祉
ふくし

施設
しせつ

利用者
りようしゃ

の一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への移行者数
いこうしゃすう

 

成果
せいか

目 標
もくひょう

 （令和
れいわ

２年度
ねんど

実績
じっせき

） 令和
れいわ

５年度
ねんど

の目 標
もくひょう

 

就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業等
じぎょうとう

を通
つう

じ

て令和
れいわ

５年度中
ねんどちゅう

に一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

に移行
いこう

する人
ひと

の数
かず

 

１，３９８人
にん

 １，７９９人
にん
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イ 就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業等
じぎょうとう

の就 労
しゅうろう

移行者数
いこうしゃすう

 

成果
せいか

目 標
もくひょう

 （令和
れいわ

２年度
ねんど

実績
じっせき

） 令和
れいわ

５年度
ねんど

の目 標
もくひょう

 

就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業
じぎょう

から一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

に移行
いこう

する人
ひと

の数
かず

 
１，０６８人

にん

 １，３４１人
にん

 

就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型事業
じぎょう

から

一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

に移行
いこう

する人
ひと

の数
かず

 
１０５人

にん

 １１９人
にん

 

就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ型
がた

事業
じぎょう

から

一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

に移行
いこう

する人
ひと

の数
かず

 
１６８人

にん

 ３３３人
にん

 

 

  ウ 就 労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
しえん

事業
じぎょう

の利用率等
りようりつとう

 

成果
せいか

目 標
もくひょう

 （令和
れいわ

２年度
ねんど

実績
じっせき

） 令和
れいわ

５年度
ねんど

の目 標
もくひょう

 

令和
れいわ

５年度
ねんど

における就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業等
じぎょうとう

を通
つう

じて一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

に移行
いこう

する人
ひと

のうち

就 労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
しえん

事業
じぎょう

を利用
りよう

す

る人
ひと

の数
かず

 

３０７人
にん

 

１，２５９人
にん

以上
いじょう

 

（令和
れいわ

５年度
ねんど

における

一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

移行者
いこうしゃ

の

70％以上
いじょう

） 

就 労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

のうち

就 労
しゅうろう

定 着 率
ていちゃくりつ

が８割
わり

以上
いじょう

の

事業所
じぎょうしょ

の割合
わりあい

 

４９．１％ ７０％以上
いじょう

 

 

＜目 標
もくひょう

達成
たっせい

のための方策
ほうさく

＞ 

成果
せいか

目 標
もくひょう

の達成
たっせい

に向
む

けて、次
つぎ

のような方策
ほうさく

を実施
じっし

します。 

 

（関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

） 

○ 特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

や障 害 者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センター、ハローワーク、就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

、就 労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

、相談
そうだん

支援
しえん

事業所等
じぎょうしょとう

の関係
かんけい

機関
きかん

が密接
みっせつ

に連携
れんけい

し、 障
しょう

がい者
しゃ

の就 労
しゅうろう

及
およ

び職場
しょくば

定 着
ていちゃく

までの一貫
いっかん

した支援
しえん

、生活面
せいかつめん

の相談
そうだん

支援
しえん

を

実施
じっし

します。 

 

（障 害 者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センター＊21における支援
しえん

） 

  ○ 障 害 者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センターにおいて、国
くに

と連携
れんけい

し、 就 業
しゅうぎょう

に 伴
ともな

う日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の支援
しえん

を必要
ひつよう

とする 障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

し、窓口
まどぐち

での相談
そうだん

や職場
しょくば

・家庭
かてい

訪問等
ほうもんとう

によ
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る生活面
せいかつめん

の支援等
しえんとう

を実施
じっし

します。 

 

  ○ 障 害 者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センターにおいて、精神
せいしん

保健
ほけん

福祉士又
ふくししまた

は精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の支援
しえん

に精通
せいつう

した「生活
せいかつ

支援
しえん

担当
たんとう

職 員
しょくいん

」を配置
はいち

し、精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

、発 達 障
はったつしょう

がい

者等
しゃとう

の特性
とくせい

を踏
ふ

まえた支援
しえん

を実施
じっし

します。 

 

  ○ 特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

の卒 業 生
そつぎょうせい

が安心
あんしん

して 働
はたら

き続
つづ

けることができるよう、障 害 者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センターが、特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

主体
しゅたい

の職場
しょくば

訪問
ほうもん

に同行
どうこう

し、職場
しょくば

定 着
ていちゃく

に向
む

けた支援
しえん

を実施
じっし

するほか、圏域
けんいき

ごとに特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

との連絡会
れんらくかい

を開催
かいさい

し、個別
こべつ

事例
じれい

に関
かん

する支援
しえん

の検討
けんとう

などを 行
おこな

います。 

 

（農福連携
のうふくれんけい

の推進
すいしん

） 

○ 農 業
のうぎょう

に取
と

り組
く

む障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

施設
しせつ

や企業等
きぎょうとう

に対
たい

する情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

、６次
じ

産業化
さんぎょうか

の支援等
しえんとう

を通
つう

じて農 業
のうぎょう

分野
ぶんや

での 障
しょう

がい者
しゃ

の就 労
しゅうろう

を支援
しえん

するなど農福連携
のうふくれんけい

＊23を進
すす

め、 障
しょう

がい者
しゃ

の就 労
しゅうろう

の場
ば

の拡 充
かくじゅう

を図
はか

ります。 

 

 （持続
じぞく

可能
かのう

な就 労
しゅうろう

支援
しえん

サービスの提 供
ていきょう

） 

○ 新
あら

たな感染症等
かんせんしょうとう

のまん延
えん

や災害等
さいがいとう

の発生時
はっせいじ

においても、 障
しょう

がい者
しゃ

への就 労
しゅうろう

支援
しえん

に係
かか

るサービスが継続
けいぞく

して提 供
ていきょう

されるよう、事業所
じぎょうしょ

によるオンラインによる

相談
そうだん

対応
たいおう

や、アウトリーチ＊24による対応
たいおう

についても支援
しえん

していきます。 

 

 （ 障
しょう

がい者雇用
しゃこよう

の促進
そくしん

に向
む

けた企業等
きぎょうとう

への支援
しえん

） 

○ 障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促進
そくしん

センター＊22において、神奈川
か な が わ

労 働 局
ろうどうきょく

及
およ

びハローワークと連携
れんけい

し、障 害 者
しょうがいしゃ

法定
ほうてい

雇用率
こようりつ

未達成
みたっせい

の 中
ちゅう

小企業等
しょうきぎょうなど

を対 象
たいしょう

とした個別
こべつ

訪問
ほうもん

や出前
でまえ

講座
こうざ

など、きめ細
こま

かい企業
きぎょう

支援
しえん

を 行
おこな

います。 

また、地域
ちいき

の就 労
しゅうろう

支援
しえん

機関
きかん

＊25に対
たい

して、利用者
りようしゃ

の 職 業
しょくぎょう

能 力
のうりょく

評価
ひょうか

や研 修
けんしゅう

を

実施
じっし

し、支援力
しえんりょく

の向 上
こうじょう

を図
はか

ります。 

 

○ 企業
きぎょう

の経営者
けいえいしゃ

や人事
じんじ

担当者等
たんとうしゃとう

が 障
しょう

がい者雇用
しゃこよう

への理解
りかい

を深
ふか

め、自社
じしゃ

での雇用
こよう

イ

メージを持
も

てるよう、 障
しょう

がい者雇用
しゃこよう

促進
そくしん

フォーラムや企業
きぎょう

交流会等
こうりゅうかいとう

を実施
じっし

しま

す。 

 

○ 精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の雇用
こよう

と職場
しょくば

定 着
ていちゃく

の促進
そくしん

のため、企業向
きぎょうむ

けに精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の

雇用
こよう

と職場
しょくば

定 着
ていちゃく

に特化
とっか

した研 修
けんしゅう

を実施
じっし

するほか、新
あら

たに精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

を雇用
こよう

し

た企業
きぎょう

が職場
しょくば

指導員
しどういん

を設置
せっち

した場合
ばあい

に補助
ほじょ

を 行
おこな

います。 
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（ 障
しょう

がいの特性
とくせい

に応
おう

じた 職 業
しょくぎょう

訓練等
くんれんとう

の実施
じっし

） 

○ 神奈川
か な が わ

障 害 者
しょうがいしゃ

職 業
しょくぎょう

能 力
のうりょく

開発校
かいはつこう

において、 障
しょう

がい者本人
しゃほんにん

の希望
きぼう

を尊 重
そんちょう

しつ

つ、 障
しょう

がい特性
とくせい

に応
おう

じた 職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

や技術
ぎじゅつ

革新
かくしん

の進展等
しんてんとう

に対応
たいおう

した在 職 者
ざいしょくしゃ

訓練等
くんれんとう

を実施
じっし

します。 

 

○ また、民間
みんかん

教 育
きょういく

訓練
くんれん

機関等
きかんとう

を活用
かつよう

し、 障
しょう

がい者
しゃ

の身近
みぢか

な地域
ちいき

で 障
しょう

がい特性
とくせい

に

応
おう

じた多様
たよう

な委託
いたく

訓練
くんれん

を実施
じっし

します。さらに、 障
しょう

がい者
しゃ

の 職 業
しょくぎょう

能 力
のうりょく

の開発
かいはつ

・

向 上
こうじょう

の重 要 性
じゅうようせい

に関
かん

する事業主
じぎょうぬし

や県民
けんみん

の理解
りかい

を高
たか

めるための啓発
けいはつ

を 行
おこな

います。 
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(5) 障
しょう

がい児支援
じ し え ん

の提 供
ていきょう

体制
たいせい

の整備等
せいびとう

 

＜現 状
げんじょう

及
およ

びこれまでの取組
とりくみ

＞ 

○ 障
しょう

がい児支援
じ し え ん

については、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス、障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援等
しえんとう

の専門的
せんもんてき

な

支援
しえん

の確保
かくほ

及
およ

び共 生
きょうせい

社会
しゃかい

の推進
すいしん

の観点
かんてん

から、保健
ほけん

、医療
いりょう

、保育
ほいく

、教 育
きょういく

、就 労
しゅうろう

支援等
しえんとう

の関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

を図
はか

った上
うえ

で、 障
しょう

がい児
じ

及
およ

びその家族
かぞく

に対
たい

し、乳幼児期
にゅうようじき

から学校
がっこう

卒 業
そつぎょう

まで切
き

れ目
め

のない効果的
こうかてき

な支援
しえん

を身近
みぢか

な地域
ちいき

で提 供
ていきょう

する体制
たいせい

を構築
こうちく

することが重 要
じゅうよう

です。 

 

○ 県
けん

では、 障
しょう

がい児
じ

の地域
ちいき

社会
しゃかい

への参加
さんか

・包容
ほうよう

（インクルージョン）を推進
すいしん

する

ため、保育所等訪問
ほいくしょとうほうもん

支援
しえん

の活用等
かつようとう

により、 障
しょう

がい児
じ

を含
ふく

む全
すべ

ての子
こ

どもが適切
てきせつ

な

支援
しえん

を受
う

けつつ地域
ちいき

で育
そだ

つことができるような体制
たいせい

の整備
せいび

を図
はか

ってきました。 

 

○ また、特別
とくべつ

な支援
しえん

が必要
ひつよう

な重 症 心 身 障
じゅうしょうしんしんしょう

がい児
じ

＊26の在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支援
しえん

するた

め、 障
しょう

がい児
じ

やその家族
かぞく

に、在宅
ざいたく

生活
せいかつ

に係
かか

る情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

や、相談
そうだん

支援等
しえんとう

を 行
おこな

う

とともに、専門的
せんもんてき

な支援
しえん

の体制
たいせい

を備
そな

えた短期
たんき

入 所
にゅうしょ

や居宅
きょたく

介護
かいご

、児童
じどう

発達
はったつ

支援等
しえんとう

の

提 供
ていきょう

体制
たいせい

を整備
せいび

してきました。 

 

○ 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

に対
たい

しては、県
けん

所管域
しょかんいき

を対 象
たいしょう

とした実態
じったい

調査
ちょうさ

を実施
じっし

して実態
じったい

把握
はあく

に努
つと

めるとともに、県
けん

、各 障
かくしょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

及
およ

び各市町村
かくしちょうそん

において、保健
ほけん

、

医療
いりょう

、 障
しょう

がい福祉
ふくし

、保育
ほいく

、教 育 等
きょういくとう

の関係
かんけい

機関等
きかんとう

が連携
れんけい

を図
はか

るための協議
きょうぎ

の場
ば

を

設置
せっち

し、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
しえん

の方策等
ほうさくとう

について協議
きょうぎ

を 行
おこな

ってきました。 

 

○ また、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

が必要
ひつよう

とする多分野
た ぶ ん や

にまたがる支援
しえん

の利用
りよう

を調 整
ちょうせい

し、

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
しえん

のための地域
ちいき

づくりを推進
すいしん

するコーディネーター（以下
い か

「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

コーディネーター」という。）の養成
ようせい

を目的
もくてき

とした研 修
けんしゅう

を実施
じっし

し、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
しえん

の向 上
こうじょう

を図
はか

ってきました。 

 

＜取組
とりくみ

による成果
せいか

＞ 

○ 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センター＊27を地域
ちいき

における中 核 的
ちゅうかくてき

な支援
しえん

機関
きかん

に位置
い ち

づけ、障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援等
しえんとう

を実施
じっし

する事業所
じぎょうしょ

と緊密
きんみつ

な連携
れんけい

を図
はか

り、重 層 的
じゅうそうてき

な

障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

の体制
たいせい

整備
せいび

を図
はか

ることが求
もと

められています。本県
ほんけん

において児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センターを設置
せっち

している市町村数
しちょうそんすう

は、令和
れいわ

２年度
ねんど

末時点
まつじてん

で 15市
し

町 村
ちょうそん

と

なっています。 

 

- 33 -



○ また、県内
けんない

で保育所等訪問
ほいくしょとうほうもん

支援
しえん

を利用
りよう

できる体制
たいせい

を整備
せいび

している市町村
しちょうそん

は、令和
れいわ

２年度
ねんど

末時点
まつじてん

で 17市
し

町 村
ちょうそん

、また、主
おも

に重 症 心 身 障
じゅうしょうしんしんしょう

がい児
じ

＊26を支援
しえん

する児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

を確保
かくほ

している市町村
しちょうそん

は 15市
し

町 村
ちょうそん

、主
おも

に重 症 心 身 障
じゅうしょうしんしんしょう

がい児
じ

を

支援
しえん

する放課後等
ほうかごとう

デイサービス事業所
じぎょうしょ

を確保
かくほ

している市
し

町 村
ちょうそん

は 16市
し

町 村
ちょうそん

となって

います。 

 

○ 第
だい

５期
き

計画
けいかく

では、「障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援等
しえんとう

の提 供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
かくほ

」に関
かん

して、平成
へいせい

30

年度
ねんど

末
まつ

までに、県
けん

、各 障
かくしょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

及
およ

び各市町村
かくしちょうそん

に医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
しえん

のた

めの「協議
きょうぎ

の場
ば

」を設置
せっち

することを成果
せいか

目 標
もくひょう

として取組
とりくみ

を進
すす

めてきましたが、

令和
れいわ

２年度
ねんど

末時点
まつじてん

では、県
けん

及
およ

び圏域
けんいき

については設置済
せ っ ち ず

みとなったものの、市町村
しちょうそん

で

は、23市
し

町 村
ちょうそん

に留
とど

まるなど、目 標
もくひょう

を達成
たっせい

できませんでした。 

 

＜課題
かだい

＞ 

〇 障
しょう

がい児
じ

やその家族
かぞく

に対
たい

する重 層 的
じゅうそうてき

な地域
ちいき

支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

に向
む

けて、市町村
しちょうそん

における児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センターの設置
せっち

を促進
そくしん

していく必要
ひつよう

があります。 

 

○ 障
しょう

がい児
じ

の地域
ちいき

社会
しゃかい

への参加
さんか

・包容
ほうよう

（インクルージョン）を推進
すいしん

するため、

保育所等訪問
ほいくしょとうほうもん

支援
しえん

の更
さら

なる活用
かつよう

に向
む

けた体制
たいせい

の整備
せいび

が必要
ひつよう

です。また、

重 症 心 身 障
じゅうしょうしんしんしょう

がい児
じ

や医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

が安心
あんしん

して利用
りよう

できる障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス

等
とう

の基盤
きばん

整備
せいび

を引
ひ

き続
つづ

き進
すす

めていく必要
ひつよう

があります。 

 

○ 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

が、身近
みぢか

な地域
ちいき

で必要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う

けられる体制
たいせい

の整備
せいび

が必要
ひつよう

であ

ることから、各市町村
かくしちょうそん

における「協議
きょうぎ

の場
ば

」の設置
せっち

とともに、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

コー

ディネーターの配置
はいち

を促進
そくしん

する必要
ひつよう

があります。 

 

○ 令和
れいわ

３年
ねん

６月
がつ

に「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

及
およ

びその家族
かぞく

に対
たい

する支援
しえん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援法
しえんほう

）」が成立
せいりつ

し、同年
どうねん

９月
がつ

に施行
しこう

されたことを踏
ふ

まえ、「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
しえん

センター」の設置
せっち

など、法
ほう

において規定
きてい

された施策
しさく

の実現
じつげん

に向
む

けて取
と

り

組
く

む必要
ひつよう

があります。 

 

○ 重 症
じゅうしょう

心
しん

身
しん

障
しょう

がい児
じ

や医療的
いりょうてき

ケア児
じ

などの介護
か い ご

をしている家族
か ぞ く

等
とう

（ケアラー）が

地域
ち い き

で孤立
こ り つ

することなく、自分
じ ぶ ん

の希望
き ぼ う

する人生
じんせい

や日々
ひ び

の暮
く

らしが送
おく

れるよう支援
し え ん

する

必要
ひつよう

があります。 

 

○ 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、新
あら

たに、都道府県
とどうふけん

に「難聴児
なんちょうじ

支援
しえん

のための中 核 的
ちゅうかくてき

機能
きのう

の
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確保
かくほ

」が求
もと

められています。難聴児
なんちょうじ

及
およ

びその家族
かぞく

に対
たい

する支援
しえん

については、保健
ほけん

、

医療
いりょう

、福祉
ふくし

、教 育
きょういく

、当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

など様々
さまざま

な関係者
かんけいしゃ

が、それぞれの立場
たちば

から関
かか

わっ

ているところであり、切
き

れ目
め

のない支援
しえん

を受
う

けられるようにする体制
たいせい

の整備
せいび

が必要
ひつよう

です。 

 

＜成果
せいか

目 標
もくひょう

＞ 

 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

及
およ

び本県
ほんけん

の現 状
げんじょう

、課題等
かだいとう

を踏
ふ

まえ、次
つぎ

のとおり成果
せいか

目 標
もくひょう

を設定
せってい

しま

す。 

 

  ア 重 層 的
じゅうそうてき

な地域
ちいき

支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

を目指
め ざ

すための児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センターの設置
せっち

及
およ

び

保育所等訪問
ほいくしょとうほうもん

支援
しえん

の充 実
じゅうじつ

 

成果
せいか

目 標
もくひょう

 （令和
れいわ

２年度
ねんど

実績
じっせき

） 令和
れいわ

５年度
ねんど

の目 標
もくひょう

 

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センターを

設置
せっち

する市町村
しちょうそん

の数
かず

 
１５市

し

町 村
ちょうそん

 ３３市
し

町 村
ちょうそん

（全市
ぜんし

町 村
ちょうそん

） 

保育所等訪問
ほいくしょとうほうもん

支援
しえん

を利用
りよう

で

きる体制
たいせい

を構築
こうちく

している

市町村
しちょうそん

の数
かず

 

１７市
し

町 村
ちょうそん

 ３３市
し

町 村
ちょうそん

（全市
ぜんし

町 村
ちょうそん

） 

  

イ 主
おも

に重 症 心 身 障
じゅうしょうしんしんしょう

がい児
じ

を支援
しえん

する児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

及
およ

び放課後等
ほうかごとう

デイサー

ビス事業所
じぎょうしょ

の確保
かくほ

 

成果
せいか

目 標
もくひょう

 （令和
れいわ

２年度
ねんど

実績
じっせき

） 令和
れいわ

５年度
ねんど

の目 標
もくひょう

 

主
おも

に重 症 心 身 障
じゅうしょうしんしんしょう

がい

児
じ

を支援
しえん

する児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

を確保
かくほ

してい

る市町村
しちょうそん

の数
かず

 

１５市
し

町 村
ちょうそん

 ３３市
し

町 村
ちょうそん

（全市
ぜんし

町 村
ちょうそん

） 

主
おも

に重 症 心 身 障
じゅうしょうしんしんしょう

がい

児
じ

を支援
しえん

する放課後等
ほうかごとう

デイ

サービス事業所
じぎょうしょ

を確保
かくほ

し

ている市町村
しちょうそん

の数
かず

 

１６市
し

町 村
ちょうそん

 ３３市
し

町 村
ちょうそん

（全市
ぜんし

町 村
ちょうそん

） 

 

ウ 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
しえん

のための関係
かんけい

機関
きかん

の協議
きょうぎ

の場
ば

の設置
せっち

及
およ

びコーディネーターの

配置
はいち

 

成果
せいか

目 標
もくひょう

 （令和
れいわ

２年度
ねんど

実績
じっせき

） 令和
れいわ

５年度
ねんど

の目 標
もくひょう
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関係
かんけい

機関
きかん

の連携
れんけい

のための

協議
きょうぎ

の場
ば

を設置
せっち

している

市町村
しちょうそん

の数
かず

 

２３市
し

町 村
ちょうそん

 ３３市
し

町 村
ちょうそん

（全市
ぜんし

町 村
ちょうそん

） 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

コーディ

ネーターを配置
はいち

する

市町村
しちょうそん

の数
かず

 

７市町村
しちょうそん

 ３３市
し

町 村
ちょうそん

（全市
ぜんし

町 村
ちょうそん

） 

 

  エ 難聴児
なんちょうじ

支援
しえん

のための中 核 的
ちゅうかくてき

機能
きのう

を有
ゆう

する体制
たいせい

の構築
こうちく

 

成果
せいか

目 標
もくひょう

 （令和
れいわ

２年度
ねんど

実績
じっせき

） 令和
れいわ

５年度
ねんど

の目 標
もくひょう

 

難聴児
なんちょうじ

支援
しえん

のための

中 核 的
ちゅうかくてき

機能
きのう

を有
ゆう

する

体制
たいせい

の確保
かくほ

 

未対応
みたいおう

 
令和
れいわ

５年度
ねんど

末
まつ

までに必要
ひつよう

な体制
たいせい

を確保
かくほ

 

 

＜目 標
もくひょう

達成
たっせい

のための方策
ほうさく

＞ 

 成果
せいか

目 標
もくひょう

の達成
たっせい

に向
む

けて、次
つぎ

のような方策
ほうさく

を実施
じっし

します。 

 

 （ 障
しょう

がい児
じ

の発達
はったつ

段階
だんかい

に応
おう

じたサービスの提 供
ていきょう

） 

○ 障
しょう

がい児
じ

に対
たい

して指導
しどう

訓練等
くんれんとう

の支援
しえん

を 行
おこな

う児童
じどう

発達
はったつ

支援等
しえんとう

を提 供
ていきょう

するととも

に、居宅
きょたく

介護
かいご

、短期
たんき

入 所 等
にゅうしょとう

を提 供
ていきょう

し、 障
しょう

がい児
じ

が身近
みぢか

な地域
ちいき

で必要
ひつよう

な支援
しえん

を切
き

れ目
め

なく受
う

けられる体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。また、 障
しょう

がい児
じ

の発達
はったつ

段階
だんかい

に応
おう

じ

て、保育所等訪問
ほいくしょとうほうもん

支援
しえん

及
およ

び放課後等
ほうかごとう

デイサービス等
とう

の適切
てきせつ

な支援
しえん

を提 供
ていきょう

します。 

 

 （児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センターの設置
せっち

促進
そくしん

） 

○ 市町村
しちょうそん

における児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センター＊27の設置
せっち

を促進
そくしん

するため、未設置
み せ っ ち

の

市町村
しちょうそん

に対
たい

し、参考
さんこう

となる設置
せっち

事例
じれい

の情 報
じょうほう

提 供 等
ていきょうとう

を 行
おこな

うとともに、市町村
しちょうそん

から

の設置
せっち

に係
かか

る相談
そうだん

に丁寧
ていねい

に対応
たいおう

していきます。 

 

 （在宅
ざいたく

支援
しえん

の充 実
じゅうじつ

） 

○ 在宅
ざいたく

で生活
せいかつ

する重 症 心 身 障
じゅうしょうしんしんしょう

がい児
じ

や医療的
いりょうてき

ケア児
じ

が、専門的
せんもんてき

な支援
しえん

体制
たいせい

を

備
そな

えた短期
たんき

入 所
にゅうしょ

や居宅
きょたく

介護
かいご

、児童
じどう

発達
はったつ

支援等
しえんとう

のサービスを受
う

けられるよう、専門
せんもん

人材
じんざい

の養成等
ようせいとう

を 行
おこな

い、在宅
ざいたく

支援
しえん

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。  

 

  ○ 重 症
じゅうしょう

心
しん

身
しん

障
しょう

がい児
じ

や医療的
いりょうてき

ケア児
じ

などの介護
か い ご

をしている家族
か ぞ く

等
とう

（ケアラー）の

相談
そうだん

窓口
まどぐち

の設置
せっち

やレスパイト（休 息
きゅうそく

）のための支援
し え ん

など、関係
かんけい

分野
ぶ ん や

とも連携
れんけい

して、
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ケアラーの負担
ふ た ん

軽減
けいげん

を図
はか

り、地域
ち い き

での自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を継続
けいぞく

できるよう支援
し え ん

を行いま

す。 

 

 （医療的
いりょうてき

ケア児
じ

への支援
しえん

） 

○ 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
しえん

のための関係
かんけい

機関
きかん

の「協議
きょうぎ

の場
ば

」については、全
すべ

ての市町村
しちょうそん

に

おける設置
せっち

を目指
め ざ

し、未設置
み せ っ ち

の市町村
しちょうそん

の状 況 等
じょうきょうとう

を把握
はあく

するとともに、設置
せっち

及
およ

び

運営
うんえい

に係
かか

るノウハウの提 供 等
ていきょうとう

の支援
しえん

を 行
おこな

っていきます。 

  

○ 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

やその家族等
かぞくとう

への切
き

れ目
め

のない支援
しえん

をするため、総合
そうごう

相談
そうだん

窓口
まどぐち

とし

て「かながわ医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
しえん

センター（仮称
かしょう

）」を令和
れいわ

４年度中
ねんどちゅう

に設置
せっち

し、

市町村
しちょうそん

、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

支援
しえん

の専門的
せんもんてき

知見
ちけん

を有
ゆう

する社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

や神奈川
か な が わ

県立
けんりつ

こど

も医療
いりょう

センター等
など

と連携
れんけい

して、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の家族等
かぞくとう

からの相談
そうだん

に対応
たいおう

していきま

す。 

 

○ 県立
けんりつ

特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

において医療的
いりょうてき

ケア児
じ

が安全
あんぜん

に学
まな

ぶことができる環 境
かんきょう

を整備
せいび

するとともに、その家族等
かぞくとう

の負担
ふたん

を軽減
けいげん

するため、福祉
ふくし

車 両 等
しゃりょうとう

を活用
かつよう

した通学
つうがく

支援
しえん

を 行
おこな

います。 

 

○ 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

コーディネーターについては、引
ひ

き続
つづ

き養成
ようせい

のための研 修
けんしゅう

を

実施
じっし

することにより人数
にんずう

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、先駆的
せんくてき

な取組
とりくみ

を 行
おこな

う市町村
しちょうそん

の

事例
じれい

を情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

すること等
とう

により、各市町村
かくしちょうそん

への配置
はいち

を促進
そくしん

していきます。 

  

 （難聴児
なんちょうじ

支援
しえん

の体制
たいせい

の構築
こうちく

） 

○ 難聴児
なんちょうじ

支援
しえん

の中 核 的
ちゅうかくてき

機能
きのう

を有
ゆう

する体制
たいせい

の構築
こうちく

に向
む

けて、保健
ほ け ん

、福祉
ふくし

、医療
いりょう

、

教 育 等
きょういくとう

の関係
かんけい

機関
きかん

や当事者
とうじしゃ

団体等
だんたいとう

と連携
れんけい

し、意見
いけん

聴 取
ちょうしゅ

を 行
おこな

いながら検討
けんとう

を進
すす

め

ます。 
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(6) 相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

・強化等
きょうかとう

 

＜現 状
げんじょう

及
およ

びこれまでの取組
とりくみ

＞ 

○ 障
しょう

がい者
しゃ

が地域
ちいき

で自立
じりつ

した日 常
にちじょう

生活又
せいかつまた

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 営
いとな

むためには、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の提 供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
かくほ

とともに、これらのサービスの適切
てきせつ

な利用
りよう

を支
ささ

え、また、各種
かくしゅ

のニーズに対応
たいおう

する相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

が必要
ひつよう

です。 

 

○ 本県
ほんけん

では、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

＊12によらずにサービス等利用
とうりよう

計画等
けいかくとう

を作成
さくせい

する方
かた

の

割合
わりあい

（セルフプラン率
りつ

）が高
たか

止
と

まりしていることなどから、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の人数
にんずう

が不足
ふそく

していると 考
かんが

えられます。また、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の多
おお

くが相談
そうだん

業務
ぎょうむ

と

直 接
ちょくせつ

支援
しえん

業務
ぎょうむ

を兼務
けんむ

しているため、相談
そうだん

業務
ぎょうむ

の十 分
じゅうぶん

な経験
けいけん

を積
つ

むことが 難
むずか

し

く、複雑化
ふくざつか

・複合化
ふくごうか

する支援
し え ん

のニーズに応
こた

えるための力 量
りきりょう

や資質
ししつ

に不安
ふあん

を抱
かか

える

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

が少
すく

なくない 状 況
じょうきょう

があります。 

 

○ このため、県
けん

ではこれまで、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の養成
ようせい

に必須
ひっす

とされている相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

に加
くわ

え、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

のスキルアップのための研 修
けんしゅう

や主任
しゅにん

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の養成
ようせい

のための研 修
けんしゅう

を実施
じっし

し、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の数
かず

・質
しつ

の充 実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

んできました。 

 

○ また、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の支援
しえん

技術
ぎじゅつ

の向 上
こうじょう

を目的
もくてき

とした対応
たいおう

事例集
じれいしゅう

の作成
さくせい

、

配布等
はいふとう

を通
つう

じて、地域
ちいき

の相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

を強化
きょうか

するとともに、 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

における相談
そうだん

支援
しえん

ネットワーク形成等事業
けいせいとうじぎょう

＊28を実施
じっし

し、重 層 的
じゅうそうてき

な相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

に取
と

り組
く

んできました。 

 

＜取組
とりくみ

による成果
せいか

＞ 

○ 令和
れいわ

２年度
ねんど

末時点
まつじてん

における相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

の数
すう

は、1,514人
にん

となっており、平成
へいせい

29年度
ねんど

末時点
まつじてん

（1,158名
めい

）と比較
ひかく

して 130.7％と増加
ぞうか

しています。 

 

○ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

によるサービス等利用
とうりよう

計画等
けいかくとう

の作成率
さくせいりつ

は、令和
れいわ

２年度
ねんど

で、 障
しょう

が

い者
しゃ

が 59.7％、 障
しょう

がい児
じ

が 42.5％となっています。これは、セルプフラン率
りつ

が、

障
しょう

がい者
しゃ

40.3％、 障
しょう

がい児
じ

57.5％であることを意味
い み

しています。 

 

○ 相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

の利用者数
りようしゃすう

については、令和
れいわ

２年度
ねんど

までの累計
るいけい

で、計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

59,667人
にん

、障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

29,318人
にん

となっています。これは、平成
へいせい

29年度
ねんど

の計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

の実績
じっせき

52,410人
にん

の 113.9％、同
おな

じく障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

21,906人
にん

の 133.8％に

なります。 
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＜課題
かだい

＞ 

○ 今後
こんご

、本県
ほんけん

で「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

」を推進
すいしん

していくためにも、 障
しょう

がい者
しゃ

の意思
い し

決定
けってい

支援
し え ん

の中核的
ちゅうかくてき

人材
じんざい

としての役割
やくわり

が期待
き た い

される相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

＊12の数
かず

を更
さら

に増
ふ

やしていくとともに、専門性
せんもんせい

を向 上
こうじょう

させていく必要
ひつよう

があります。 

 

○ 障
しょう

がい者
しゃ

一人
ひとり

ひとりの 状 況
じょうきょう

を踏
ふ

まえた適切
てきせつ

なサービス利用
りよう

を推進
すいしん

するため、

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の専門的
せんもんてき

な知識
ちしき

を有
ゆう

する相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

によるサービス

等利用
とうりよう

計画
けいかく

の作成率
さくせいりつ

を高
たか

めていく必要
ひつよう

があります。 

 

○ 相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

を受講
じゅこう

しても、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

として 就 職
しゅうしょく

しない

方
かた

が一定
いってい

程度
ていど

いることを踏
ふ

まえ、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の就 職 率
しゅうしょくりつ

を向 上
こうじょう

させていく

必要
ひつよう

があります。 

 

○ 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

るため、市町村
しちょうそん

において、地域
ちいき

に

おける相談
そうだん

支援
しえん

の中 核
ちゅうかく

機関
きかん

である基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター＊17を設置
せっち

することとされ

ており、県
けん

には、その設置
せっち

に向
む

けた積 極 的
せっきょくてき

な 働
はたら

きかけを 行
おこな

うことが求
もと

められて

います。 

 

＜成果
せいか

目 標
もくひょう

＞ 

 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

及
およ

び本県
ほんけん

の現 状
げんじょう

、課題等
かだいとう

を踏
ふ

まえ、次
つぎ

のとおり成果
せいか

目 標
もくひょう

を設定
せってい

しま

す。 

 

○ 相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

 

成果
せいか

目 標
もくひょう

 （令和
れいわ

２年度
ねんど

実績
じっせき

） 令和
れいわ

５年度
ねんど

の目 標
もくひょう

 

相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

の数
すう

（累計
るいけい

） １，５１４人
にん

 １，９３８人
にん

 

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

による障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等利用
とうりよう

計画等
けいかくとう

の作成率
さくせいりつ

 

障
しょう

がい者
しゃ

 ５９．７％ ６５．４％ 

障
しょう

がい児
じ

 ４２．５％ ５７．８％ 

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

の

利用者数
りようしゃすう

 

（累計
るいけい

） 

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

 ５９，６６７人
にん

 ８０，２０２人
にん

 

障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
し え ん

 ２９，３１８人
にん

 ３４，３７２人
にん
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相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

専門
せんもん

コース

別 研 修
べつけんしゅう

（地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

定 着
ていちゃく

）

の受講者数
じゅこうしゃすう

（累計
るいけい

） 

２６０人
にん

 ３９９人
にん

 

 

  ○ 基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センターの設置
せっち

 

成果
せいか

目 標
もくひょう

 （令和
れいわ

２年度
ねんど

実績
じっせき

） 令和
れいわ

５年度
ねんど

末
すえ

の目 標
もくひょう

 

基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター

を設置
せっち

する市町村数
しちょうそんすう

 
２２市

し

町 村
ちょうそん

 ３３市
し

町 村
ちょうそん

（全市
ぜんし

町 村
ちょうそん

） 

  

＜目 標
もくひょう

達成
たっせい

のための方策
ほうさく

＞ 

 成果
せいか

目 標
もくひょう

の達成
たっせい

に向
む

けて、次
つぎ

のような方策
ほうさく

を実施
じっし

します。 

 

 （相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

） 

○ 相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

＊12の数
かず

の充 実
じゅうじつ

や専門性
せんもんせい

の更
さら

なる向 上
こうじょう

を図
はか

るため、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

のスキルアップのための研 修
けんしゅう

や主任
しゅにん

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の養成
ようせい

のための研 修
けんしゅう

を引
ひ

き続
つづ

き実施
じっし

していきます。 

 

○ 相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

の修 了 者
しゅうりょうしゃ

を対 象
たいしょう

とした 就 業
しゅうぎょう

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

を実施
じっし

し、就 業 率
しゅうぎょうりつ

が低
ひく

くなっている要因
よういん

を分析
ぶんせき

するとともに、市町村
しちょうそん

とも連携
れんけい

して、

就 業 率
しゅうぎょうりつ

の向 上
こうじょう

に向
む

けた対応
たいおう

を検討
けんとう

していきます。 

 

 （基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センターの設置
せっち

促進等
そくしんとう

） 

  ○ 基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター＊17及
およ

び市町村
しちょうそん

の職 員 等
しょくいんとう

により構成
こうせい

する基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

セン

ターに係
かか

る連絡会
れんらくかい

を定期的
ていきてき

に開催
かいさい

し、未設置
み せ っ ち

の市町村
しちょうそん

における設置
せっち

の促進
そくしん

に向
む

けた

情 報
じょうほう

提 供 等
ていきょうとう

を 行
おこな

うとともに、連絡会
れんらくかい

の場
ば

を活用
かつよう

し、各基幹
かくきかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター間
かん

の連携
れんけい

強化
きょうか

や支援
しえん

の質
しつ

の向 上
こうじょう

を図
はか

っていきます。 

 

 （ 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

における市町村
しちょうそん

の連携
れんけい

強化
きょうか

） 

  ○ 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

における相談
そうだん

支援
しえん

ネットワーク形成等事業
けいせいとうじぎょう

＊28について、

各圏
かくけん

域内
いきない

の市町村
しちょうそん

との更
さら

なる連携
れんけい

を図
はか

り、市町村
しちょうそん

の相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の支援
しえん

を強化
きょうか

し

ていきます。 
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(7) 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の質
しつ

を向 上
こうじょう

させる取組
とりくみ

に係
かか

る体制
たいせい

の構築
こうちく

 

＜現 状
げんじょう

及
およ

びこれまでの取組
とりくみ

＞ 

○ 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

が多様化
た よ う か

するとともに、多
おお

くの事業者
じぎょうしゃ

が参 入
さんにゅう

する中
なか

で、

障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

の目的
もくてき

を果
は

たすためには、利用者
りようしゃ

が真
しん

に必要
ひつよう

とする障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の提 供
ていきょう

を 行
おこな

うことが重 要
じゅうよう

です。 

 

○ 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、この観点
かんてん

から、都道府県
とどうふけん

及
およ

び市町村
しちょうそん

の職 員
しょくいん

は、障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

の具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

を理解
りかい

するための取組
とりくみ

を 行
おこな

うとともに、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービ

ス等
とう

の利用
りよう

状 況
じょうきょう

を把握
はあく

し、 障
しょう

がい者
しゃ

が真
しん

に必要
ひつよう

とする障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

が

提 供
ていきょう

できているか検 証
けんしょう

を 行
おこな

っていくことが望
のぞ

ましいとしています。 

 

○ 県
けん

では、障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

の内容
ないよう

の理解等
りかいとう

を進
すす

め、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の質
しつ

を向 上
こうじょう

させるため、これまで、市町村
しちょうそん

の職 員
しょくいん

や障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事業所等
じぎょうしょとう

の

従事者
じゅうじしゃ

などに対
たい

する研 修
けんしゅう

を実施
じっし

してきました。 

 

○ また、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の利用者
りようしゃ

の保護
ほ ご

とサービスを 行
おこな

う事業者
じぎょうしゃ

等
とう

の健全
けんぜん

な

育成
いくせい

を図
はか

るため、事業者
じぎょうしゃ

等
とう

に対
たい

して、指定
してい

基準等
きじゅんとう

に 準
じゅん

じた事業
じぎょう

運営
うんえい

を 行
おこな

うよう

必要
ひつよう

な指導
しどう

・監査
かんさ

を実施
じっし

してきました。 

 

＜取組
とりくみ

による成果
せいか

＞ 

○ 市町村
しちょうそん

や障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事業所等
じぎょうしょとう

の従事者
じゅうじしゃ

などに対
たい

する研 修
けんしゅう

について、例
たと

えば、サービス管理
かんり

責任者
せきにんしゃ

＊29研 修
けんしゅう

及
およ

び児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

管理
かんり

責任者
せきにんしゃ

＊30研 修
けんしゅう

の

修 了 者 数
しゅうりょうしゃすう

は、平成
へいせい

30年度
ねんど

の実績
じっせき

1,689人
にん

に対
たい

し、令和元
れいわがん

年度
ねんど

は 2,205人
にん

（前年比
ぜんねんひ

130.6％）となりましたが、令和
れいわ

２年度
ねんど

は、新型
しんがた

コロナウイルス感 染 症
かんせんしょう

の感染
かんせん

拡大
かくだい

の影 響
えいきょう

により、1,044人
にん

（前年比
ぜんねんひ

47.3％）となっています。 

 

  ○ 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
ごと

業 者 等
ぎょうしゃとう

への指導
しどう

・監査
かんさ

について、令和元
れいわがん

年度
ねんど

は、370

事業所
じぎょうしょ

を対 象
たいしょう

に実施
じっし

しましたが、令和
れいわ

２年度
ねんど

は、新型
しんがた

コロナウイルス感 染 症
かんせんしょう

の

感染
かんせん

拡大
かくだい

により通 常
つうじょう

の指導
しどう

監査
かんさ

が実施
じっし

できる 状 況
じょうきょう

にはなかったため、実地
じっち

での

指導
しどう

は、県
けん

所管域
しょかんいき

の 47事業所
じぎょうしょ

への実施
じっし

に留
とど

めました。一方
いっぽう

で、代替
だいたい

措置
そ ち

として、

新規
しんき

指定
してい

から 概
おおむ

ね３年
ねん

が経過
けいか

した 63事業所
じぎょうしょ

を対 象
たいしょう

に、書面
しょめん

による運営
うんえい

状 況 等
じょうきょうとう

の指導
しどう

を 行
おこな

い、運営
うんえい

の適正化
てきせいか

を図
はか

りました。 
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＜課題
かだい

＞ 

○ 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

では、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の質
しつ

の向 上
こうじょう

に関
かん

して、都道府県
とどうふけん

に対
たい

し、令和
れいわ

５年度
ねんど

までに「指導
しどう

監査
かんさ

結果
けっか

の関係
かんけい

市町村
しちょうそん

との共 有
きょうゆう

」を実施
じっし

する体制
たいせい

を

構築
こうちく

することを求
もと

めています。 

 

○ 県
けん

では、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
じ

業 者 等
ぎょうしゃとう

への指導
しどう

・監査
かんさ

に当
あ

たり、市町村
しちょうそん

を通
つう

じて

対 象
たいしょう

となる事業所等
じぎょうしょとう

の情 報
じょうほう

を把握
はあく

するとともに、指導
しどう

・監査
かんさ

実施時
じ っ し じ

の市町村
しちょうそん

職 員
しょくいん

の同行
どうこう

や、指導
しどう

・監査
かんさ

結果
けっか

の取
と

りまとめ前
まえ

であっても、適宜
てきぎ

関係
かんけい

市町村
しちょうそん

に

情 報
じょうほう

を提 供
ていきょう

するなど、市町村
しちょうそん

との連携
れんけい

を図
はか

ってきましたが、現時点
げんじてん

で、これらは

一部
いちぶ

の人口
じんこう

規模
き ぼ

の大
おお

きい市町村
しちょうそん

に留
とど

まっています。 

 

＜成果
せいか

目 標
もくひょう

＞ 

 国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

及
およ

び本県
ほんけん

の現 状
げんじょう

、課題等
かだいとう

を踏
ふ

まえ、次
つぎ

のとおり成果
せいか

目 標
もくひょう

を設定
せってい

し

ます。 

   

  成果
せいか

目 標
もくひょう

 令和
れいわ

５年度
ねんど

の目 標
もくひょう

 

指導
しどう

監査
かんさ

結果
けっか

の関係
かんけい

市町村
しちょうそん

との共 有
きょうゆう

 

指導
しどう

監査
かんさ

の適正
てきせい

な実施
じっし

及
およ

びその結果
けっか

を

関係
かんけい

市町村
しちょうそん

と共 有
きょうゆう

する体制
たいせい

を引
ひ

き続
つづ

き構築
こうちく

 

 

＜目 標
もくひょう

達成
たっせい

のための方策
ほうさく

＞ 

 成果
せいか

目 標
もくひょう

の達成
たっせい

に向
む

けて、次
つぎ

のような方策
ほうさく

を実施
じっし

します。 

 

○ 引
ひ

き続
つづ

き、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事業所等
じぎょうしょとう

への指導
しどう

・監査
かんさ

の適正
てきせい

な実施
じっし

に努
つと

めると

ともに、現在
げんざい

実施
じっし

している指導
しどう

・監査
かんさ

結果
けっか

の関係
かんけい

市町村
しちょうそん

との情 報
じょうほう

共 有 等
きょうゆうとう

に係
かか

る

取組
とりくみ

を、小規模
しょうきぼ

な市町村
しちょうそん

にも広
ひろ

げていくことで、市町村
しちょうそん

との連携
れんけい

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

ります。 
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３ 各年度
かくねんど

における指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の必 要 量
ひつようりょう

の見込
み こ

み 

 

(1) 指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の種類
しゅるい

ごとの 量
りょう

の見込
み こ

みを定
さだ

める単位
たんい

となる区域
くいき

の設定
せってい

 

障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

に基
もと

づく指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス、指定
してい

地域
ちいき

相談
そうだん

支援又
しえんまた

は指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

並
なら

びに児童
じどう

福祉法
ふくしほう

に基
もと

づく指定
してい

障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

及
およ

び指定
してい

障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

（以下
い か

「指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

」という。）の種類
しゅるい

ごとの 量
りょう

の見込
み こ

みを定
さだ

め

る単位
たんい

となる区域
くいき

については、保健
ほけん

・医療
いりょう

と福祉
ふくし

との連携
れんけい

を図
はか

る観点
かんてん

から、二次
に じ

保健
ほけん

医療圏
いりょうけん

を基本
きほん

として県内
けんない

を８つの区域
くいき

に分
わ

けた「 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

」と同一
どういつ

の

区域
くいき

とします。 

また、児童
じどう

福祉法
ふくしほう

に基
もと

づく指定
してい

障害児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

については、実施
じっし

主体
しゅたい

が県
けん

、

政令市
せいれいし

及
およ

び児童
じどう

相談所
そうだんしょ

設置市
せ っ ち し

であることから、横浜市
よこはまし

、川崎市
かわさきし

、相模原市
さがみはらし

、横須賀市
よ こ す か し

及
およ

びそれ以外
いがい

の県
けん

所管域
しょかんいき

の５つの区域
くいき

とします。 
 

神奈川県
かながわけん

の 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

（令和
れいわ

３年
ねん

４月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

） 

 

圏
けん

 域
いき

 市
し

 町
ちょう

 村
そん

 

横
よこ

浜
はま

 横浜市
よこはまし

 

川
かわ

崎
さき

 川崎市
かわさきし

 

相
さ

 模
が み

 原
はら

 相模原市
さ が み は ら し

 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 横須賀市
よ こ す か し

、鎌倉市
かまくらし

、逗子市
ず し し

、三浦市
み う ら し

、葉山町
はやままち

 

湘
し ょ う

南 東 部
な ん と う ぶ

 藤沢市
ふじさわし

、茅ヶ崎市
ち が さ き し

、寒川町
さむかわまち

 

湘
し ょ う

南 西 部
な ん せ い ぶ

 平塚市
ひらつかし

、秦野市
は だ の し

、伊勢原市
い せ は ら し

、大磯町
おおいそまち

、二宮町
にのみやまち

 

県
けん

   央
おう

 厚木市
あ つ ぎ し

、大和市
や ま と し

、海老名市
え び な し

、座間市
ざ ま し

、綾瀬市
あ や せ し

、愛川町
あいかわまち

、清川村
きよかわむら

 

県
けん

   西
せい

 
小田原市
お だ わ ら し

、南足柄市
みなみあしがらし

、中井町
なかいまち

、大井町
おおいまち

、松田町
まつだまち

、山北町
やまきたまち

、開成町
かいせいまち

、

箱根町
はこねまち

、真鶴町
まなづるまち

、湯河原町
ゆ が わ ら ま ち

 

麻生区

多摩区

宮前区

高
津
区

川崎区

幸区

中原区

川崎

青葉区

緑区

瀬
谷
区

旭区

都筑区
港北区

神奈川区

保土ヶ
谷区

戸
塚
区

泉区

港
南
区

南区

栄区
金沢区

磯
子
区

中区

西
区

鶴見区

横浜

鎌倉市

逗子市

葉山町

横須賀市

三
浦
市

横須賀・三浦

茅ヶ崎市
藤沢市

寒
川
町

湘南東部

秦野市
伊勢原市

平塚市

大磯町
二
宮
町

湘南西部

山北町

南足柄市

箱根町

湯河原町

小田原市

大井町 中井町

松
田
町

開
成
町

真鶴町

県西

相模原

南区

中央区

緑区 愛川町

清川村 厚木市

海
老
名
市

大
和
市座間市

綾
瀬
市

県央
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(2) 各年度
かくねんど

における指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス、指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

及
およ

び指定
してい

地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

の種類
しゅるい

ごとの必 要 量
ひつようりょう

の見込
み こ

み 

障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

では、県内
けんない

市町村
しちょうそん

の 障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

の数値
すうち

を集 計
しゅうけい

し、計
けい

画
かく

期間中
きかんちゅう

の各年度
かくねんど

における指定障害福祉
していしょうがいふくし

サービス、指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

及
およ

び指定
してい

地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

の種類
しゅるい

ごとの必要
ひつよう

な 量
りょう

の見込
み こ

み（以下
い か

「サービス見込量
みこみりょう

」という。）並
なら

びに指定
してい

障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

、指定
してい

障害児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

及
およ

び指定
してい

障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

の種類
しゅるい

ごとのサー

ビス見込量
みこみりょう

を定
さだ

めることとしています。 

サービス見込量
みこみりょう

は、原則
げんそく

として県全体
けんぜんたい

における１か月
げつ

当
あ

たりの総 量
そうりょう

を見込
み こ

んだも

のです。なお、サービス見込量
みこみりょう

の記載
きさい

に当
あ

たり、参考
さんこう

として令和
れいわ

２年度
ねんど

の実績
じっせき

を記載
きさい

しています。 

  ※ 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

ごとのサービス見込量
みこりょう

は、82 ページ以降
いこう

に記載
きさい

しています。 

 

ア 訪問系
ほうもんけい

サービス 

    訪問系
ほうもんけい

サービスには、次
つぎ

の(ｱ)から(ｵ)までのサービスがありますが、サービス

見込量
みこみりょう

は、基本
きほん

指針
ししん

に即
そく

し一括
いっかつ

で設定
せってい

します。 

(ｱ) 居宅
きょたく

介護
かいご

 

・ 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

を 営
いとな

む上
うえ

で支障
ししょう

のある 障
しょう

がい者
しゃ

を対 象
たいしょう

に、安心
あんしん

して自宅
じたく

で

生活
せいかつ

を送
おく

ることができるように提 供
ていきょう

される、生活
せいかつ

の基本
きほん

サービスです。 

・ ホームヘルパーが、自宅
じたく

を訪問
ほうもん

して、入 浴
にゅうよく

、排
はい

せつ及
およ

び食事等
しょくじとう

の介護
かいご

、

調理
ちょうり

、洗濯
せんたく

及
およ

び掃除等
そうじとう

の家事
か じ

並
なら

びに生活等
せいかつとう

に関
かん

する相談
そうだん

・助言
じょげん

その他
ほか

の生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

にわたる援助
えんじょ

を 行
おこな

います。 

    (ｲ) 重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

 

重度
じゅうど

の肢体
したい

不自由者
ふじゆうしゃ

又
また

は重度
じゅうど

の知的障
ちてきしょう

がい、若
も

しくは精 神 障
せいしんしょう

がいにより

行 動 上
こうどうじょう

著
いちじる

しい困難
こんなん

を有
ゆう

する 障
しょう

がい者
しゃ

で常時
じょうじ

の介護
かいご

を必要
ひつよう

とする方
かた

を対 象
たいしょう

に、居宅
きょたく

において身体
しんたい

介護
かいご

・家事
か じ

援助
えんじょ

・相談
そうだん

支援等
しえんとう

を 行
おこな

うとともに、外出時
がいしゅつじ

に

おける移動中
いどうちゅう

の介護
かいご

を総合的
そうごうてき

に 行
おこな

います。 

(ｳ) 同行
どうこう

援護
えんご

 

視覚障
しかくしょう

がいにより移動
いどう

に 著
いちじる

しい困難
こんなん

を有
ゆう

する 障
しょう

がい者
しゃ

が外 出
がいしゅつ

する際
さい

に

同行
どうこう

し、移動
いどう

に必要
ひつよう

な情 報
じょうほう

の提 供
ていきょう

や、移動
いどう

の援護等
えんごとう

、外出時
がいしゅつじ

に必要
ひつよう

な援助
えんじょ

を 行
おこな

います。 

      (ｴ) 行動
こうどう

援護
えんご

 

・ 知的障
ちてきしょう

がいや精 神 障
せいしんしょう

がいにより、自分
じぶん

一人
ひとり

で行動
こうどう

することが 著
いちじる

しく

困難
こんなん

であって常時
じょうじ

介護
かいご

を要
よう

する 障
しょう

がい者
しゃ

が受
う

けることのできる支援
しえん

です。 

・ 主
おも

に、外 出
がいしゅつ

する際
さい

、外出時
がいしゅつじ

の危険
きけん

回避
かいひ

、外 出
がいしゅつ

の前後
ぜんご

の着替
き が

えや移動中
いどうちゅう

の介護
かいご

、排
はい

せつ及
およ

び食事等
しょくじとう

の介護
かいご

、その他
た

行動
こうどう

する際
さい

に必要
ひつよう

な援助
えんじょ

を 行
おこな
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います。 

(ｵ) 重度
じゅうど

障害者等包括
しょうがいしゃとうほうかつ

支援
しえん

 

常時
じょうじ

介護
かいご

が必要
ひつよう

で、意思
い し

疎通
そつう

が 難
むずか

しい 障
しょう

がい者
しゃ

を対 象
たいしょう

に、サービス利用
りよう

計画
けいかく

に基
もと

づいて、居宅
きょたく

介護
かいご

その他
ほか

の複数
ふくすう

のサービスを包括的
ほうかつてき

に提 供
ていきょう

します。 

   ＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

432,861時間分
じかんぶん

 

16,580人分
にんぶん

 

452,750時間分
じかんぶん

 

18,139人分
にんぶん

 

475,734時間分
じかんぶん

 

19,016人分
にんぶん

 

501,492時間分
じかんぶん

 

20,007人分
にんぶん

 

※ 時間分
じかんぶん

：月間
げっかん

のサービス提 供
ていきょう

時間
じ か ん

（以下
い か

同
おな

じ。） 

   人分
にんぶん

：月間
げっかん

の利用者数
りようしゃすう

（以下
い か

同
おな

じ。） 

（内訳
うちわけ

） 

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

居宅
きょたく

介護
か い ご

 
249,450時間分

じかんぶん

 254,198時間分
じかんぶん

 258,948時間分
じかんぶん

 

14,028 人分 14,487 人分 14,976 人分 

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

 
139,027時間分

じかんぶん

 152,466時間分
じかんぶん

 167,376時間分
じかんぶん

 

811人分
にんぶん

 892人分
にんぶん

 986人分
にんぶん

 

同行
どうこう

援護
え ん ご

 
38,000時間分

じかんぶん

 39,435時間分
じかんぶん

 40,947時間分
じかんぶん

 

1,811人分
にんぶん

 1,881人分
にんぶん

 1,954人分
にんぶん

 

行動
こうどう

援護
え ん ご

 
26,033時間分

じかんぶん

 29,395時間分
じかんぶん

 33,227時間分
じかんぶん

 

1,488人分
にんぶん

 1,755人分
にんぶん

 2,088人分
にんぶん

 

重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
し え ん

 

240時間分
じかんぶん

 240時間分
じかんぶん

 994時間分
じかんぶん

 

1人分
にんぶん

 1人分
にんぶん

 3人分
にんぶん

 

 

イ 日 中
にっちゅう

活動系
かつどうけい

サービス 

(ｱ) 生活
せいかつ

介護
かいご

 

常
つね

に介護
かいご

を必要
ひつよう

とする 障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

して、障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設等
しせつとう

において、主
おも

に昼間
ひるま

に、入 浴
にゅうよく

・排
はい

せつ・食事
しょくじ

の介護等
かいごとう

を 行
おこな

うとともに、創作的
そうさくてき

活動
かつどう

や生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
きかい

を提 供
ていきょう

します。 

 

   ＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

368,936人
にん

日分
にちぶん

 

19,546人分
にんぶん

 

351,703人
にん

日分
にちぶん

 

19,372人分
にんぶん

 

359,982人
にん

日分
にちぶん

 

19,888人分
にんぶん

 

368,273人
にん

日分
にちぶん

 

20,412人分
にんぶん

 

※ 人日分
にんにちぶん

：「月間
げっかん

の利用
り よ う

人員
じんいん

」×「１人
にん

１月
げつ

当
あ

たりの平均
へいきん

利用
り よ う

日数
にっすう

」で算 出
さんしゅつ

されるサ
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ービス 量
りょう

（以下
い か

同
おな

じ。） 

 

(ｲ) 自立
じりつ

訓練
くんれん

（機能
きのう

訓練
くんれん

） 

障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

して、自立
じりつ

した日 常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

が送
おく

れるよう、身体
からだ

機能
きのう

や生活
せいかつ

能 力
のうりょく

の維持
い じ

向 上
こうじょう

のためのリハビリテーション等
など

を提 供
ていきょう

します。 

＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

1,707人
にん

日分
にちぶん

 

121人分
にんぶん

 

2,565人
にん

日分
にちぶん

 

170人分
にんぶん

 

2,677人
にん

日分
にちぶん

 

175人分
にんぶん

 

2,789人
にん

日分
にちぶん

 

180人分
にんぶん

 

 

(ｳ) 自立
じりつ

訓練
くんれん

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 

障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

して、自立
じりつ

した日 常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

が送
おく

れるよう、生活
せいかつ

能 力
のうりょく

の維持
い じ

・向 上
こうじょう

のための訓練
くんれん

や助言
じょげん

などの支援
しえん

を提 供
ていきょう

します。 

＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

11,991人
にん

日分
にちぶん

 

744人分
にんぶん

 

12,867人
にん

日分
にちぶん

 

827人分
にんぶん

 

13,685人
にん

日分
にちぶん

 

883人分
にんぶん

 

14,494人
にん

日分
にちぶん

 

941人分
にんぶん

 

 

(ｴ) 就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

 

    ・ 就 労
しゅうろう

を希望
きぼう

する原則
げんそく

として 65歳
さい

未満
みまん

の 障
しょう

がい者
しゃ

で、通 常
つうじょう

の事業所
じぎょうしょ

に雇用
こよう

されることが可能
かのう

と見込
み こ

まれる者
もの

に提 供
ていきょう

されるサービスです。 

・ 生産
せいさん

活動
かつどう

や就 労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な知識
ちしき

及
およ

び能 力
のうりょく

の向 上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

な

ど、 就 職
しゅうしょく

に必要
ひつよう

な支援
しえん

を 行
おこな

います。 

＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

54,332人
にん

日分
にちぶん

 

3,020人分
にんぶん

 

56,583人
にん

日分
にちぶん

 

3,258人分
にんぶん

 

60,105人
にん

日分
にちぶん

 

3,439人分
にんぶん

 

63,816人
にん

日分
にちぶん

 

3,629人分
にんぶん

 

 

 

(ｵ) 就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
がた

 

・ 一般
いっぱん

企業等
きぎょうとう

での就 労
しゅうろう

が困難
こんなん

な 障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

し、雇用
こよう

契約
けいやく

を結
むす

んで 働
はたら

く

場
ば

を提 供
ていきょう

します。 

・ 併
あわ

せて、就 労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な知識
ちしき

及
およ

び能 力
のうりょく

の向 上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

などの

支援
しえん

も提 供
ていきょう

します。 
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＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

39,270人
にん

日分
にちぶん

 

1,998人分
にんぶん

 

40,990人
にん

日分
にちぶん

 

2,134人分
にんぶん

 

43,085人
にん

日分
にちぶん

 

2,239人分
にんぶん

 

45,099人
にん

日分
にちぶん

 

2,342人分
にんぶん

 

 

(ｶ) 就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ型
がた

 

・ 一般
いっぱん

企業等
きぎょうとう

での就 労
しゅうろう

が困難
こんなん

な 障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

し、生産
せいさん

活動
かつどう

その他
ほか

の活動
かつどう

の

機会
きかい

を提 供
ていきょう

します。 

・ 併
あわ

せて、就 労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な知識
ちしき

及
およ

び能 力
のうりょく

の向 上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

などの

支援
しえん

も提 供
ていきょう

します。 

＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

205,143人
にん

日分
にちぶん

 

12,203人分
にんぶん

 

212,350人
にん

日分
にちぶん

 

12,760人分
にんぶん

 

222,672人
にん

日分
にちぶん

 

13,374人分
にんぶん

 

232,788人
にん

日分
にちぶん

 

14,002人分
にんぶん

 

 

(ｷ) 就 労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
しえん

 

就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援等
しえんとう

を利用
りよう

して通 常
つうじょう

の事業所
じぎょうしょ

に新
あら

たに雇用
こよう

された 障
しょう

がい者
しゃ

の

就 労
しゅうろう

の継続
けいぞく

を図
はか

るため、企業
きぎょう

、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
じ

業 者
ぎょうしゃ

、医療
いりょう

機関等
きかんとう

との

連絡
れんらく

調 整
ちょうせい

を 行
おこな

うとともに、雇用
こよう

に 伴
ともな

い 生
しょう

じる日 常
にちじょう

生活
せいかつ

、社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 営
いとな

む

上
うえ

での各般
かくはん

の問題
もんだい

に関
かん

する相談
そうだん

、指導
しどう

及
およ

び助言等
じょげんとう

の必要
ひつよう

な支援
しえん

を 行
おこな

います。 

＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

1,526人分
にんぶん

 2,045人分
にんぶん

 2,291人分
にんぶん

 2,647人分
にんぶん

 

 

(ｸ) 療 養
りょうよう

介護
かいご

 

病 院 等
びょういんとう

に入 院
にゅういん

している 障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

して、主
しゅ

として昼間
ひるま

に、機能
きのう

訓練
くんれん

、

療 養 上
りょうようじょう

の管理
かんり

、看護
かんご

、医学的
いがくてき

管理
かんり

の下
もと

における介護
かいご

や日 常
にちじょう

生 活 上
せいかつじょう

の世話
せ わ

を

行
おこな

います。 

 

＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

830 人分 836 人分 840 人分 848 人分 
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(ｹ) 短期
たんき

入 所
にゅうしょ

 

自宅
じたく

で介護
かいご

をする人
ひと

が病気
びょうき

の場合
ばあい

などに、 障
しょう

がい者
しゃ

に障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

や児童
じどう

福祉
ふくし

施設等
しせつとう

に短期間
たんきかん

入 所
にゅうしょ

してもらい、入 浴
にゅうよく

、排
はい

せつ食事
しょくじ

などの必要
ひつよう

な介護
かいご

を

行
おこな

います。障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設等
しせつとう

で実施
じっし

する「福祉型
ふくしがた

」と、病 院
びょういん

、診療所等
しんりょうじょとう

で

実施
じっし

する「医療型
いりょうかた

」があります。 

    ａ 福祉型
ふくしがた

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

 

＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

14,927人
にん

日分
にちぶん

 

2,542人分
にんぶん

 

20,301人
にん

日分
にちぶん

 

3,739人分
にんぶん

 

21,170人
にん

日分
にちぶん

 

3,924人分
にんぶん

 

22,055人
にん

日分
にちぶん

 

4,111人分
にんぶん

 

ｂ 医療型
いりょうかた

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

 

＜サービス見込量
みこりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

2,051人
にん

日分
にちぶん

 

422人分
にんぶん

 

3,107人
にん

日分
にちぶん

 

607人分
にんぶん

 

3,240人
にん

日分
にちぶん

 

633人分
にんぶん

 

3,386人
にん

日分
にちぶん

 

661人分
にんぶん

 

 

ウ 居 住 系
きょじゅうけい

サービス 

(ｱ) 自立
じりつ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 

居宅
きょたく

で生活
せいかつ

する単身等
たんしんとう

の 障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

して、定期的
ていきてき

な巡 回
じゅんかい

訪問又
ほうもんまた

は随時
ずいじ

の

対応
たいおう

により、居宅
きょたく

での自立
じりつ

した日 常
にちじょう

生活
せいかつ

を 営
いとな

む上
うえ

での問題等
もんだいとう

を把握
はあく

し、必要
ひつよう

な情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

、助言
じょげん

及
およ

び相談
そうだん

並
なら

びに関係
かんけい

機関
きかん

との連絡
れんらく

調 整 等
ちょうせいとう

、自立
じりつ

した生活
せいかつ

を 営
いとな

むために必要
ひつよう

な支援
しえん

を 行
おこな

います。 

＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

64人分
にんぶん

 119人分
にんぶん

 148人分
にんぶん

 177人分
にんぶん

 

 

(ｲ) 共 同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 

主
しゅ

として夜間
やかん

や休 日
きゅうじつ

に、共 同
きょうどう

生活
せいかつ

を 行
おこな

う住 居
じゅうきょ

（グループホーム）で、相談
そうだん

、

入 浴
にゅうよく

、排
はい

せつ又
また

は食事
しょくじ

の介護
かいご

その他
ほか

の日 常
にちじょう

生 活 上
せいかつじょう

の支援
しえん

を 行
おこな

います。 

＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

10,538人分
にんぶん

 10,641人分
にんぶん

 11,296人分
にんぶん

 11,955人分
にんぶん
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(ｳ) 施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

 

施設
しせつ

に入 所
にゅうしょ

した 障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

して、主
しゅ

として夜間
やかん

において、入 浴
にゅうよく

、排
はい

せ

つ、食事
しょくじ

の介護
かいご

や、日 常
にちじょう

生 活 上
せいかつじょう

の支援
しえん

を 行
おこな

います。 

＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

4,714人分
にんぶん

 4,844人分
にんぶん

 4,821人分
にんぶん

 4,795人分
にんぶん

 

 

エ 指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の利用
りよう

に係
かか

る「サービス利用
りよう

支援
しえん

」と「継続
けいぞく

サービス利用
りよう

支援
しえん

」を 行
おこな

います。 

   (ｱ) サービス利用
りよう

支援
しえん

 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の申請
しんせい

に係
かか

る支給
しきゅう

決定前
けっていまえ

に、サービス等利用
とうりよう

計画案
けいかくあん

を

作成
さくせい

し、支給
しきゅう

決定後
けっていご

に事
じ

業 者 等
ぎょうしゃとう

との連絡
れんらく

調 整 等
ちょうせいとう

を 行
おこな

うとともに、サービス

等利用
とうりよう

計画
けいかく

の作成
さくせい

を 行
おこな

います。 

(ｲ) 継続
けいぞく

サービス利用
りよう

支援
しえん

 

支給
しきゅう

決定
けってい

されたサービス等
とう

の利用
りよう

状 況
じょうきょう

の検 証
けんしょう

（モニタリング）を 行
おこな

い、

事
じ

業 者 等
ぎょうしゃとう

との連絡
れんらく

調 整
ちょうせい

などを 行
おこな

います。 

＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

20,076人分
にんぶん

 22,304人分
にんぶん

 25,332人分
にんぶん

 28,513人分
にんぶん

 

   

オ 指定
してい

地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

 

  (ｱ) 地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

 

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

や精神科
せいしんか

病 院 等
びょういんとう

を退所
たいしょ

・退院
たいいん

する 障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

し、地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

計画
けいかく

の作成
さくせい

、相談
そうだん

による不安
ふあん

解 消
かいしょう

、外 出
がいしゅつ

への同行
どうこう

支援
しえん

、住 居
じゅうきょ

確保
かくほ

、関係
かんけい

機関
きかん

との調 整 等
ちょうせいとう

を 行
おこな

います。 

 

＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

59人分
にんぶん

 88人分
にんぶん

 102人分
にんぶん

 115人分
にんぶん

 

   ※ 年間
ねんかん

の実利用者数
じつりようしゃすう

の見込
み こ

み 
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(ｲ) 地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

 

単身等
たんしんとう

で生活
せいかつ

する 障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

して、常時
じょうじ

の連絡
れんらく

体制
たいせい

を確保
かくほ

して、緊急時
きんきゅうじ

には必要
ひつよう

な支援
しえん

を 行
おこな

います。 

＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

54人分
にんぶん

 111人分
にんぶん

 132人分
にんぶん

 153人分
にんぶん

 

※ 年間
ねんかん

の実利用者数
じつりようしゃすう

の見込
み こ

み 

 

(3) 各年度
かくねんど

における指定
してい

障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

、指定
してい

障害児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

及
およ

び指定
してい

障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

の種類
しゅるい

ごとの必 要 量
ひつようりょう

の見込
み こ

み 

  

ア 障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

 

(ｱ) 児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

 

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

や児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

センター＊27において、主
しゅ

として未就学
みしゅうがく

の

障
しょう

がい児
じ

を通所
つうしょ

させて、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の基本的
きほんてき

動作
どうさ

の指導
しどう

、知識
ちしき

や技能
ぎのう

の付
ふ

与
よ

等
とう

の

訓練
くんれん

を 行
おこな

います。 

＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

68,710人
にん

日分
にちぶん

 

9,575人分
にんぶん

 

66,173人
にん

日分
にちぶん

 

9,357人分
にんぶん

 

69,800人
にん

日分
にちぶん

 

9,794人分
にんぶん

 

72,721人
にん

日分
にちぶん

 

9,995人分
にんぶん

 

 

(ｲ) 医療型
いりょうかた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

 

医療型
いりょうかた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

において、主
しゅ

として未就学
みしゅうがく

の 障
しょう

がい児
じ

を通所
つうしょ

さ

せて、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の基本的
きほんてき

動作
どうさ

の指導
しどう

や、知識
ちしき

や技能
ぎのう

の付
ふ

与
よ

等
とう

の訓練
くんれん

を 行
おこな

うこと

と併
あわ

せて治療
ちりょう

を 行
おこな

います。 

＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

1,608人
にん

日分
にちぶん

 

242人分
にんぶん

 

2,148人
にん

日分
にちぶん

 

289人分
にんぶん

 

2,148人
にん

日分
にちぶん

 

289人分
にんぶん

 

2,158人
にん

日分
にちぶん

 

294人分
にんぶん

 

 

(ｳ) 放課後等
ほうかごとう

デイサービス 

学校
がっこう

通 学 中
つうがくちゅう

の 障
しょう

がい児
じ

を通所
つうしょ

させて、放課後
ほ う か ご

や夏休
なつやす

み等
とう

の長期
ちょうき

休 暇 中
きゅうかちゅう

に

おいて、生活
せいかつ

能 力
のうりょく

向 上
こうじょう

のための訓練等
くんれんとう

を継続的
けいぞくてき

に提 供
ていきょう

することにより、 障
しょう

がい児
じ

の自立
じりつ

を促進
そくしん

するとともに、放課後等
ほうかごとう

の居場所
い ば し ょ

づくりを 行
おこな

います。 
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＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

202,293人
にん

日分
にちぶん

 

18,644人分
にんぶん

 

222,356人
にん

日分
にちぶん

 

20,354人分
にんぶん

 

244,690人
にん

日分
にちぶん

 

22,068人分
にんぶん

 

268,245人
にん

日分
にちぶん

 

23,849人分
にんぶん

 

 

(ｴ) 居宅
きょたく

訪問型
ほうもんかた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

 

重度
じゅうど

の 障
しょう

がい等
とう

により、児童
じどう

発達
はったつ

支援等
しえんとう

を受
う

けるために外 出
がいしゅつ

することが

著
いちじる

しく困難
こんなん

な児童等
じどうとう

の居宅
きょたく

を訪問
ほうもん

し、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
きほんてき

な動作
どうさ

の

指導
しどう

、知識
ちしき

技能
ぎのう

の付与
ふ よ

、集 団
しゅうだん

生活
せいかつ

へ適応
てきおう

するための訓練
くんれん

及
およ

びその他
た

必要
ひつよう

な支援
しえん

を 行
おこな

います。 

＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

148人
にん

日分
にちぶん

 

13人分
にんぶん

 

163人
にん

日分
にちぶん

 

46人分
にんぶん

 

187人
にん

日分
にちぶん

 

49人分
にんぶん

 

233人
にん

日分
にちぶん

 

74人分
にんぶん

 

 

(ｵ) 保育所等訪問
ほいくしょとうほうもん

支援
しえん

 

保育所等
ほいくしょとう

に通
かよ

う 障
しょう

がい児
じ

について、通
かよ

い先
さき

の施設等
しせつとう

を訪問
ほうもん

し、 障
しょう

がい児
じ

及
およ

び

保育所等
ほいくしょとう

のスタッフに対
たい

し、集 団
しゅうだん

生活
せいかつ

に適応
てきおう

するための専門的
せんもんてき

な支援
しえん

や支援
しえん

方法等
ほうほうとう

の指導等
しどうとう

を 行
おこな

います。 

＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

839人
にん

日分
にちぶん

 

544人分
にんぶん

 

692人
にん

日分
にちぶん

 

798人分
にんぶん

 

771人
にん

日分
にちぶん

 

879人分
にんぶん

 

856人
にん

日分
にちぶん

 

964人分
にんぶん

 

 

イ 障害児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

 

(ｱ) 福祉型
ふくしがた

障害児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

 

障
しょう

がい児
じ

を入 所
にゅうしょ

させて、保護
ほ ご

、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の指導等
しどうとう

を 行
おこな

います。 

 

＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

301人分
にんぶん

 487人分
にんぶん

 489人分
にんぶん

 502人分
にんぶん

 

※ 児童
じ ど う

福祉法
ふくしほう

第
だい

27 条
じょう

第
だい

１項
こう

第
だい

３号
ごう

の措置
そ ち

による入 所
にゅうしょ

を含
ふく

みます。 
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(ｲ) 医療型
いりょうかた

障害児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

 

障
しょう

がい児
じ

を入 所
にゅうしょ

させて、保護
ほ ご

、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の指導等
しどうとう

を 行
おこな

うとともに、治療
ちりょう

を 行
おこな

います。 

＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

152人分
にんぶん

 176人分
にんぶん

 181人分
にんぶん

 182人分
にんぶん

 

※ 児童
じ ど う

福祉法
ふくしほう

第
だい

27 条
じょう

第
だい

１項
こう

第
だい

３号
ごう

の措置
そ ち

による入 所
にゅうしょ

を含
ふく

みます。 

 

ウ 障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

 

障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

の利用
りよう

に係
かか

る「障害児
しょうがいじ

支援
しえん

利用
りよう

援助
えんじょ

」と「継続
けいぞく

障害児
しょうがいじ

支援
しえん

利用
りよう

援助
えんじょ

」を 行
おこな

います。 

(ｱ) 障害児
しょうがいじ

支援
しえん

利用
りよう

援助
えんじょ

 

障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

の申請
しんせい

に係
かか

る支給
しきゅう

決定前
けっていまえ

に、障害児
しょうがいじ

支援
しえん

利用
りよう

計画案
けいかくあん

を作成
さくせい

し、支給
しきゅう

決定後
けっていご

に事
じ

業 者 等
ぎょうしゃとう

との連絡
れんらく

調 整 等
ちょうせいとう

を 行
おこな

うとともに、障害児
しょうがいじ

支援
しえん

利用
りよう

計画
けいかく

の作成
さくせい

を 行
おこな

います。 

(ｲ) 継続
けいぞく

障害児
しょうがいじ

支援
しえん

利用
りよう

援助
えんじょ

 

支給
しきゅう

決定
けってい

されたサービス等
とう

の利用
りよう

状 況
じょうきょう

の検 証
けんしょう

（モニタリング）を 行
おこな

い、

事
じ

業 者 等
ぎょうしゃとう

との連絡
れんらく

調 整
ちょうせい

などを 行
おこな

います。 

＜サービス見込量
みこみりょう

＞ 

令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

7,379人分
にんぶん

 5,428人分
にんぶん

 5,747人分
にんぶん

 6,079人分
にんぶん
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＜指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

のサービス見込量
みこみりょう

＞      （１か月
げつ

当
あ

たりの見込量
みこりょう

） 

サービス種別
しゅべつ

 令和
れいわ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

ア 訪問
ほうもん

系
けい

サービス 

居宅
きょたく

介護
か い ご

、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

、同行
どうこう

援護
え ん ご

、

行動
こうどう

援護
え ん ご

、重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
し え ん

 

432,861時間分
じかんぶん

 452,750時間分
じかんぶん

 475,734時間分
じかんぶん

 501,492時間分
じかんぶん

 

（16,580人分
にんぶん

） （18,139人分
にんぶん

） （19,016人分
にんぶん

） （20,007人分
にんぶん

） 

イ 日 中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス 

生活
せいかつ

介護
か い ご

 
368,936人

にん

日分
にちぶん

 351,703人
にん

日分
にちぶん

 359,982人
にん

日分
にちぶん

 368,273人
にん

日分
にちぶん

 

（19,546人分
にんぶん

） （19,372人分
にんぶん

） （19,888人分
にんぶん

） （20,412人分
にんぶん

） 

自立
じ り つ

訓練
くんれん

(機能
き の う

訓練
くんれん

) 
1,707人

にん

日分
にちぶん

 2,565人
にん

日分
にちぶん

 2,677人
にん

日分
にちぶん

 2,789人
にん

日分
にちぶん

 

（121人分
にんぶん

） （170人分
にんぶん

） （175人分
にんぶん

） （180人分
にんぶん

） 

自立
じ り つ

訓練
くんれん

(生活
せいかつ

訓練
くんれん

) 
11,991人

にん

日分
にちぶん

 12,867人
にん

日分
にちぶん

 13,685人
にん

日分
にちぶん

 14,494人
にん

日分
にちぶん

 

（744人分
にんぶん

） (827人分
にんぶん

) (883人分
にんぶん

) (941人分
にんぶん

) 

就 労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

 
54,332人

にん

日分
にちぶん

 56,583人
にん

日分
にちぶん

 60,105人
にん

日分
にちぶん

 63,816人
にん

日分
にちぶん

 

（3,020人分
にんぶん

） (3,258人分
にんぶん

) (3,439人分
にんぶん

) (3,629人分
にんぶん

) 

就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ａ型
 が た

 
39,270人

にん

日分
にちぶん

 40,990人
にん

日分
にちぶん

 43,085人
にん

日分
にちぶん

 45,099人
にん

日分
にちぶん

 

(1,998人分
にんぶん

） (2,134人分
にんぶん

) (2,239人分
にんぶん

) (2,342人分
にんぶん

) 

就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ｂ型
 が た

 
205,143人

にん

日分
にちぶん

 212,350人
にん

日分
にちぶん

 222,672人
にん

日分
にちぶん

 232,788人
にん

日分
にちぶん

 

(12,203人分
にんぶん

） (12,760人分
にんぶん

) (13,374人分
にんぶん

) (14,002人分
にんぶん

) 

就 労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
し え ん

 1,526人分
にんぶん

 2,045人分
にんぶん

 2,291人分
にんぶん

 2,647人分
にんぶん

 

療 養
りょうよう

介護
か い ご

 830人分
にんぶん

 836人分
にんぶん

 840人分
にんぶん

 848人分
にんぶん

 

福祉型
ふくしがた

短期
た ん き

入 所
にゅうしょ

 
14,927人

にん

日分
にちぶん

 20,301人
にん

日分
にちぶん

 21,170人
にん

日分
にちぶん

 22,055人
にん

日分
にちぶん

 

（2,542人分
にんぶん

） （3,739人分
にんぶん

） （3,924人分
にんぶん

） （4,111人分
にんぶん

） 

医療型
いりょうかた

短期
た ん き

入 所
にゅうしょ

 
2,051人

にん

日分
にちぶん

 3,107人
にん

日分
にちぶん

 3,240人
にん

日分
にちぶん

 3,386人
にん

日分
にちぶん

 

（422人分
にんぶん

） （607人分
にんぶん

） （633人分
にんぶん

） （661人分
にんぶん

） 

ウ 居 住
きょじゅう

系
けい

サービス 

自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 64人分
にんぶん

 119人分
にんぶん

 148人分
にんぶん

 177人分
にんぶん

 

共 同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 10,538人分
にんぶん

 10,641人分
にんぶん

 11,296人分
にんぶん

 11,955人分
にんぶん

 

施設
し せ つ

入 所
にゅうしょ

支援
し え ん

 4,714人分
にんぶん

 4,844人分
にんぶん

 4,821人分
にんぶん

 4,795人分
にんぶん

 

エ 指定
し て い

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

 

指定
し て い

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

 20,076人分
にんぶん

 22,304人分
にんぶん

 25,332人分
にんぶん

 28,513人分
にんぶん

 

オ 指定
し て い

地域
ち い き

相談
そうだん

支援
し え ん

（※年間
ねんかん

の実利用者数
じつりようしゃすう

の見込み
み こ  

） 

地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

 59人分
にんぶん

 88人分
にんぶん

 102人分
にんぶん

 115人分
にんぶん

 

地域
ち い き

定 着
ていちゃく

支援
し え ん

 54人分
にんぶん

 111人分
にんぶん

 132人分
にんぶん

 153人分
にんぶん
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＜障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援等
しえんとう

のサービス見込量
みこみりょう

＞         （１か月
げつ

当
あ

たりの見込量
みこりょう

） 

サービス種別
し ゅ べ つ

 令和
れいわ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れ い わ

３年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 

ア 障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

 

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 
68,710人

にん

日分
にちぶん

 66,173人
にん

日分
にちぶん

 69,800人
にん

日分
にちぶん

 72,721人
にん

日分
にちぶん

 

9,575（人分
にんぶん

) 9,357（人分
にんぶん

) 9,794（人分
にんぶん

) 9,995（人分
にんぶん

) 

医療型
いりょうかた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 
1,608人

にん

日分
にちぶん

 2,148人
にん

日分
にちぶん

 2,148人
にん

日分
にちぶん

 2,158人
にん

日分
にちぶん

 

242（人分
にんぶん

) 289（人分
にんぶん

) 289（人分
にんぶん

) 294（人分
にんぶん

) 

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービ

ス 

202,293人
にん

日分
にちぶん

 222,356人
にん

日分
にちぶん

 244,690人
にん

日分
にちぶん

 268,245人
にん

日分
にちぶん

 

18,644（人分
にんぶん

) 20,354（人分
にんぶん

) 22,068（人分
にんぶん

) 23,849（人分
にんぶん

) 

居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

148人
にん

日分
にちぶん

 163人
にん

日分
にちぶん

 187人
にん

日分
にちぶん

 233人
にん

日分
にちぶん

 

（13人分
にんぶん

） （46人分
にんぶん

） （49人分
にんぶん

） （74人分
にんぶん

） 

保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

 
839人

にん

日分
にちぶん

 692人
にん

日分
にちぶん

 771人
にん

日分
にちぶん

 856人
にん

日分
にちぶん

 

544（人分
にんぶん

) 798（人分
にんぶん

) 879（人分
にんぶん

) 964（人分
にんぶん

) 

イ 障害児
し ょ う が い じ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

福祉型
ふ く し が た

障害児
し ょ う が い じ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

 
301人分

にんぶん

 487人分
にんぶん

 489人分
にんぶん

 502人分
にんぶん

 

医療型
い り ょ う が た

障害児
し ょ う が い じ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

 
152人分

にんぶん

 176人分
にんぶん

 181人分
にんぶん

 182人分
にんぶん

 

ウ 障害児
し ょ う が い じ

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

 

障害児
し ょ う が い じ

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

 7,379人分
にんぶん

 5,428人分
にんぶん

 5,747人分
にんぶん

 6,079人分
にんぶん

 

※ 「人日分
にんにちぶん

」＝「月間
げっかん

の利用
り よ う

人員
じんいん

」×「１人
にん

１月
がつ

当
あ

たりの平均
へいきん

利用
り よ う

日数
にっすう

」 
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４ 指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の提 供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
かくほ

 

 

(1) 指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の見通
みとお

し 

主
おも

な指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の利用
りよう

状 況
じょうきょう

をみると、これまで増加
ぞうか

傾向
けいこう

で推移
すいい

して

おり、今後
こんご

も利用
りよう

は増加
ぞうか

する見通
みとお

しです。 

   

  ＜訪問系
ほうもんけい

サービスの利用
りよう

時間
じかん

の推移
すいい

＞ 

 

   

  ＜訪問系
ほうもんけい

サービスの利用者数
りようしゃすう

の推移
すいい

＞ 

 

378,956 時間

404,964 時間

393,116 時間

417,635 時間

432,861 時間

452,750 時間

475,734 時間

501,492 時間

370,000

390,000

410,000

430,000

450,000

470,000

490,000

510,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

（見込み）

令和４年度

（見込み）

令和５年度

（見込み）

15,261人

16,049人 16,080人

16,650人 16,580人

18,139人

19,016人

20,007人

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

21,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

（見込み）

令和４年度

（見込み）

令和５年度

（見込み）
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＜日 中
にっちゅう

活動系
かつどうけい

サービス（６類型
るいけい

※）の月間
げっかん

延
の

べ利用
りよう

日数
にっすう

の推移
すいい

＞ 

 

 

＜日 中
にっちゅう

活動系
かつどうけい

サービス（６類型
るいけい

※）の利用者数
りようしゃすう

の推移
すいい

＞ 

 

 

※生活
せいかつ

介護
か い ご

、自立
じ り つ

訓練
くんれん

（機能
き の う

訓練
くんれん

・生活
せいかつ

訓練
くんれん

）、就 労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

、就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

（Ａ型
がた

、Ｂ型
がた

） 

 

 

 

 

538,415人日

559,509人日

633,476人日 634,561人日

677,372人日 677,058人日

702,206人日

727,259人日

520,000

570,000

620,000

670,000

720,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

（見込み）

令和４年度

（見込み）

令和５年度

（見込み）

29,620人

31,340人

33,958人

36,346人

38,117人
38,521人

39,998人

41,506人

28,000

30,000

32,000

34,000

36,000

38,000

40,000

42,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

（見込み）

令和４年度

（見込み）

令和５年度

（見込み）
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＜共 同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

の利用者数
りようしゃすう

の推移
すいい

＞ 

 

 

＜指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

の利用者数
りようしゃすう

の推移
すいい

＞ 

 

 

 

 

 

 

 

7,968人
8,148人

8,747人

9,442人

10,538人
10,641人

11,296人

11,955人

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

（見込み）

令和４年度

（見込み）

令和５年度

（見込み）

11,193人

12,764人

16,873人 16,864人

20,076人

22,304人

25,332人

28,513人

8,000

13,000

18,000

23,000

28,000

33,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

（見込み）

令和４年度

（見込み）

令和５年度

（見込み）
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＜児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

の利用者数
りようしゃすう

の推移
すいい

＞ 

 

  

＜放課後等
ほうかごとう

デイサービスの利用者数
りようしゃすう

の推移
すいい

＞ 

 

  

 

 

 

 

 

7,084人

7,780人
7,716人

8,032人

9,575人

9,357人

9,794人

9,995人

7,000

7,500

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

（見込み）

令和４年度

（見込み）

令和５年度

（見込み）

13,363人

14,491人

15,287人

19,487人

18,644人

20,354人

22,068人

23,849人

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

（見込み）

令和４年度

（見込み）

令和５年度

（見込み）
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＜保育所等訪問
ほいくしょとうほうもん

支援
しえん

の利用者数
りようしゃすう

の推移
すいい

＞ 

 

 

（参考
さんこう

）サービスの利用
りよう

拡大
かくだい

に 伴
ともな

う給付費
きゅうふひ

の動向
どうこう

 

 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス費
ひ

等負担
とうふたん

金
きん

（当初
とうしょ

予算
よさん

ベース） 

 

 

  

73人
111人

248人

373人

544人

798人

879人

964人

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

（見込み）

令和４年度

（見込み）

令和５年度

（見込み）

約133億円

約156億円

約198億円

約248億円 約245億円
約253億円

約274億円

約290億円

約314億円

約326億円

約358億円

100

150

200

250

300

350

400

平成22年度平成23年度平成24年度平成25年度平成26年度平成27年度平成28年度平成29年度平成30年度令和元年度令和２年度
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(2) 指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の見込量
みこみりょう

の確保
かくほ

のための方策
ほうさく

 

第
だい

６期
き

計画
けいかく

において設定
せってい

した指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の見込量
みこみりょう

の確保
かくほ

に向
む

けて、

次
つぎ

のような方策
ほうさく

を実施
じっし

し、サービス提 供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せいび

を図
はか

ります。 

 

ア 多様
たよう

な事業者
じぎょうしゃ

の参 入
さんにゅう

とサービスの質
しつ

の確保
かくほ

 

障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

及
およ

び児童
じどう

福祉法
ふくしほう

では、 障
しょう

がい者
しゃ

の選択
せんたく

の幅
はば

を広
ひろ

げるため、

多様
たよう

なサービス提 供
ていきょう

主体
しゅたい

が参 入
さんにゅう

することが期待
きたい

されていますが、単
たん

にサービスの

供 給 量
きょうきゅうりょう

が増
ふ

えるだけでなく、質
しつ

の高
たか

いサービスをニーズに応
おう

じて組
く

み合
あ

わせて

使
つか

えることが大切
たいせつ

です。 

このため、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の利用者
りようしゃ

が個々
こ こ

のニーズに応
おう

じてサービスを

選択
せんたく

でき、また、事業者
じぎょうしゃ

によるサービスの質
しつ

の向 上
こうじょう

が図
はか

られるよう、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等 情 報
とうじょうほう

公 表
こうひょう

制度
せいど

＊31を適切
てきせつ

に運用
うんよう

します。 

また、市町村
しちょうそん

と 協 力
きょうりょく

し、地域
ちいき

の実 情
じつじょう

に応
おう

じた質
しつ

の高
たか

いサービスが多様
たよう

な

事業者
じぎょうしゃ

の参 入
さんにゅう

によって確保
かくほ

され、事業者
じぎょうしゃ

の切磋琢磨
せっさたくま

によりサービス水 準
すいじゅん

が向 上
こうじょう

していくという好 循 環
こうじゅんかん

が形成
けいせい

されるよう、人材
じんざい

育成
いくせい

や事業所
じぎょうしょ

の指導等
しどうとう

に取
と

り組
く

み

ます。 

 

イ 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

のための施設
しせつ

機能
きのう

の活用
かつよう

 

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

については、重 度 障
じゅうどしょう

がい者等
しゃとう

に住
す

まいの場
ば

を提 供
ていきょう

するだけで

なく、本人
ほんにん

の意思
い し

に応
おう

じて地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

に向
む

けた支援
しえん

を一層
いっそう

進
すす

めるとともに、

専門的
せんもんてき

なノウハウや人材
じんざい

を生
い

かし、地域
ちいき

で暮
く

らす 障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

する支援
しえん

や、地域
ちいき

福祉
ふくし

の拠点
きょてん

としての機能
きのう

強化
きょうか

及
およ

び 障
しょう

がい者一人
しゃひとり

ひとりのニーズに応
おう

じた多様
たよう

な

事業
じぎょう

展開
てんかい

を 行
おこな

うことなどが期待
きたい

されています。 

こうした施設
しせつ

機能
きのう

は、 障
しょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

での暮
く

らしを支
ささ

えるための重 要
じゅうよう

な社会
しゃかい

資源
しげん

になると 考
かんが

えられることから、市町村
しちょうそん

とも連携
れんけい

し、施設
しせつ

の積 極 的
せっきょくてき

な取組
とりくみ

を

促進
そくしん

します。 

  

ウ 重 度 障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

に対応
たいおう

したグループホームの確保等
かくほとう

 

地域
ちいき

における重 要
じゅうよう

な住
す

まいの場
ば

であるグループホームの設置
せっち

は進
すす

んでいますが、

重 度 障
じゅうどしょう

がい者
しゃ

が安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるグループホームの確保
かくほ

が必要
ひつよう

です。そのた

め、「障 害 者
しょうがいしゃ

グループホーム等
とう

サポートセンター」においては、グループホームの

設置
せっち

を検討
けんとう

する法人等
ほうじんとう

に対
たい

し、グループホームの設置
せっち

・運営
うんえい

に関
かん

する助言等
じょげんとう

を 行
おこな

うとともに、職 員
しょくいん

の支援
しえん

技術
ぎじゅつ

向 上
こうじょう

のための研 修
けんしゅう

を実施
じっし

しています。また、県
けん

は、より多
おお

くの人員
じんいん

配置
はいち

や、エレベーター、スロープの設置
せっち

といったバリアフリー

化
か

を図
はか

るグループホームを市町村
しちょうそん

と 協 調
きょうちょう

して支援
しえん

します。 
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さらに、精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

に対応
たいおう

するグループホームについても、精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

を支援
しえん

する人材
じんざい

の養成等
ようせいとう

により、設置
せっち

を支援
しえん

します。 

 

エ 医療的
いりょうてき

ケアや精 神 障
せいしんしょう

がいに対応
たいおう

できる人材
じんざい

の養成
ようせい

 

施設
しせつ

と在宅
ざいたく

の両 面
りょうめん

で、 障
しょう

がい者
しゃ

が安心
あんしん

して医療的
いりょうてき

ケアを受
う

けられるための

人材
じんざい

養成
ようせい

を進
すす

めます。 

また、 障
しょう

がい特性
とくせい

から対応
たいおう

に専門性
せんもんせい

が求
もと

められる精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

へのホームヘ

ルプサービス等
とう

についても、全
すべ

ての 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

を対 象
たいしょう

に、精 神 障
せいしんしょう

害
がい

者
しゃ

ホームヘルパー研 修
けんしゅう

を実施
じっし

し、必要
ひつよう

な知識
ちしき

や技術
ぎじゅつ

を習 得
しゅうとく

したホームヘルパーの

養成
ようせい

と支援
しえん

技術
ぎじゅつ

の向 上
こうじょう

を図
はか

ります。 

 

オ 在宅
ざいたく

サービス等
とう

の充 実
じゅうじつ

 

医療的
いりょうてき

ケアや、行 動 障
こうどうしょう

がいのある 障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

する在宅
ざいたく

サービスが十 分
じゅうぶん

にい

きわたっていない現 状
げんじょう

があることから、県
けん

は、居宅
きょたく

介護事
かいごごと

業 者
ぎょうしゃ

には、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

の指定
してい

も受
う

け、実際
じっさい

にサービス提 供
ていきょう

も 行
おこな

うよう 働
はたら

きかけていきます。ま

た、 障
しょう

がいの程度
ていど

や、特性
とくせい

にとらわれず、本人
ほんにん

の意思
い し

に基
もと

づき、地域
ちいき

での生活
せいかつ

を

継続
けいぞく

できるようにするため、医療型
いりょうがた

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

事業所
じぎょうしょ

の開設
かいせつ

の支援
しえん

や、重 度 障
じゅうどしょう

が

い者
しゃ

を受
う

け入
い

れる通所
つうしょ

事業所等
じぎょうしょとう

の整備
せいび

について補助
ほじょ

を 行
おこな

っていきます。 

このように、 障
しょう

がい者
しゃ

のニーズに応
おう

じて、訪問系
ほうもんけい

サービス、短期
たんき

入 所
にゅうしょ

や日 中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

の確保等
かくほとう

により、在宅
ざいたく

サービスの充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

   

カ 日 中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

の確保
かくほ

 

施設
しせつ

・病 院
びょういん

から地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

や、増加
ぞうか

する特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

の卒 業 者
そつぎょうしゃ

などの

受
う

け皿
ざら

となる日 中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

を確保
かくほ

するため、在宅
ざいたく

の重 度 障
じゅうどしょう

がい者等
しゃとう

の生活
せいかつ

介護
かいご

事業所
じぎょうしょ

などの整備
せいび

を促進
そくしん

するとともに、 障
しょう

がい者
しゃ

の福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

＊18に係
かか

る支援
しえん

を

行
おこな

います。 

 

キ 短期
たんき

入 所
にゅうしょ

の充 実
じゅうじつ

 

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

事業所
じぎょうしょ

が、在宅
ざいたく

の重 度 障
じゅうどしょう

がい者等
しゃとう

の 障
しょう

がい特性
とくせい

に応
おう

じたサービス

を提 供
ていきょう

するために必要
ひつよう

な施設
しせつ

・設備
せつび

の整備
せいび

を促進
そくしん

するとともに、 障
しょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

に対応
たいおう

するため、市町村
しちょうそん

に対
たい

し、介護者
かいごしゃ

のレスパイト（休 息
きゅうそく

）の

拡大
かくだい

を図
はか

る事業
じぎょう

を支援
しえん

します。 
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ク 相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

の養成
ようせい

・確保
かくほ

と相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

 

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

＊12の養成
ようせい

に必須
ひっす

とされている相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

研 修
けんしゅう

に加
くわ

え、相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

のスキルアップのための研 修
けんしゅう

や主任
しゅにん

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

の養成
ようせい

のための

研 修
けんしゅう

を実施
じっし

するほか、地域
ちいき

の中 核
ちゅうかく

となる基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター＊17 の機能
きのう

強化
きょうか

・

設置
せっち

促進
そくしん

など、相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

強化
きょうか

に取
と

り組
く

みます。 

 

ケ 児童
じどう

発達
はったつ

支援等
しえんとう

の提 供
ていきょう

 

障
しょう

がい児
じ

に対
たい

して指導
しどう

訓練等
くんれんとう

の支援
しえん

を 行
おこな

う児童
じどう

発達
はったつ

支援等
しえんとう

を提 供
ていきょう

するととも

に、居宅
きょたく

介護
かいご

、短期
たんき

入 所 等
にゅうしょとう

を提 供
ていきょう

し、障
しょう

がい児
じ

が身近
みぢか

な地域
ちいき

で必要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う

け

られる体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。また、障
しょう

がい児
じ

の発達
はったつ

段階
だんかい

に応
おう

じて、保育所等訪問
ほいくしょとうほうもん

支援
しえん

及
およ

び放課後等
ほうかごとう

デイサービス等
とう

の適切
てきせつ

な支援
しえん

を提 供
ていきょう

します。 

 

コ その他
ほか

の方策
ほうさく

 

「 障
しょう

がい者地域
しゃちいき

生活
せいかつ

サポート事業
じぎょう

」等
とう

を活用
かつよう

し、重度障
じゅうどしょう

がい者等
しゃとう

の障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サー

ビス等
とう

の利用
り よ う

促進
そくしん

や、サービス提 供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せ い び

促進
そくしん

を市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

して支援
し え ん

します。 

地域
ちいき

で生活
せいかつ

する 障
しょう

がい者
しゃ

が、日 中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

への移動
いどう

がしやすいような環 境 等
かんきょうとう

の整備
せいび

を 行
おこな

うとともに、医療費
いりょうひ

の助成
じょせい

や、地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センターへの支援
しえん

を 行
おこな

う

市町村
しちょうそん

への助成
じょせい

、民間
みんかん

企業等
きぎょうとう

への 障
しょう

がい理解
りかい

促進
そくしん

の研 修
けんしゅう

、障
しょう

がい者
しゃ

の芸 術
げいじゅつ

文化
ぶんか

活動
かつどう

の振興
しんこう

など、地域
ちいき

で障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

を利用
りよう

する 障
しょう

がい者
しゃ

への支援
しえん

を 行
おこな

います。 

 

サ 持続
じぞく

可能
かのう

な障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の提 供
ていきょう

 

  新型
しんがた

コロナウイルス感 染 症
かんせんしょう

などの新
あら

たな感染症等
かんせんしょうとう

のまん延
えん

や、災害等
さいがいとう

の

発生時
はっせいじ

においても、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

が継続
けいぞく

して提 供
ていきょう

されるよう、事業所等
じぎょうしょとう

に

おける業務
ぎょうむ

継続
けいぞく

計画
けいかく

＊7の策定等
さくていとう

を支援
しえん

していきます。 

また、新型
しんがた

コロナウイルス感 染 症
かんせんしょう

への対応
たいおう

として、事業所等
じぎょうしょとう

からの感染
かんせん

防止
ぼうし

対策
たいさく

に関
かん

する相談
そうだん

へ対応
たいおう

するとともに、国
くに

の補助
ほじょ

制度
せいど

の活用等
かつようとう

により、事業所等
じぎょうしょとう

における感染
かんせん

防止
ぼうし

対策
たいさく

の継続
けいぞく

を支援
しえん

していきます。 

さらに、陽性者
ようせいしゃ

や濃厚
のうこう

接 触 者
せっしょくしゃ

が発生
はっせい

した事業所等
じぎょうしょとう

については、感染
かんせん

拡大
かくだい

防止
ぼうし

の措置
そ ち

を講
こう

じた上
うえ

でのサービス継続
けいぞく

に必要
ひつよう

となる経費
けいひ

を補助
ほじょ

するとともに、法人
ほうじん

・

事業所間
じぎょうしょかん

の応援
おうえん

職 員
しょくいん

の派遣等
はけんとう

により、サービスの継続
けいぞく

を支援
しえん

していきます。 
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(3) 指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の従事者
じゅうじしゃ

の確保
かくほ

及
およ

び資質
ししつ

向 上
こうじょう

のための方策
ほうさく

 

  指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の見込量
みこみりょう

を確保
かくほ

するためには、サービスに従事
じゅうじ

する人材
じんざい

が安定的
あんていてき

に確保
かくほ

され、また、サービスの提 供
ていきょう

が適切
てきせつ

に 行
おこな

われる必要
ひつよう

があります。そ

のため、次
つぎ

のような方策
ほうさく

を実施
じっし

し、従事者
じゅうじしゃ

の確保
かくほ

及
およ

び資質
ししつ

の向 上
こうじょう

を図
はか

ります。 

 

 ア 指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の従事者
じゅうじしゃ

に対
たい

する「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

」の普及
ふきゅう

 

    県立
けんりつ

施設
しせつ

において、「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

」の観点
かんてん

からより良
よ

い支援
しえん

の方法
ほうほう

を作
つく

り上
あ

げると

ともに、「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

」の 考
かんが

え方
かた

を県内
けんない

の指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の

従事者
じゅうじしゃ

に普及
ふきゅう

させていくことにより、資質
ししつ

の向 上
こうじょう

を図
はか

ります。 

  

 イ サービス提 供
ていきょう

に係
かか

る人材
じんざい

の確保
かくほ

・育成
いくせい

   

     障
しょう

がい福祉
ふ く し

を担
にな

う人材
じんざい

を確保
か く ほ

するため、「かながわ福祉
ふ く し

人材
じんざい

センター」を設置
せ っ ち

し、若
わか

い世代
せ だ い

を含
ふく

むあらゆる層
そう

に対
たい

して福祉
ふ く し

の仕事
し ご と

の魅力
みりょく

や現場
げ ん ば

の様子
よ う す

などを伝
つた

える

とともに、福祉
ふ く し

施設等
しせつとう

への就 労
しゅうろう

を支援
し え ん

します。 

また、指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

が円滑
えんかつ

に実施
じっし

されるよう、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

＊12、

サービス管理
かんり

責任者
せきにんしゃ

＊29や児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

管理
かんり

責任者
せきにんしゃ

＊30等
とう

に対
たい

する研 修
けんしゅう

を実施
じっし

し、

指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

に係
かか

る人材
じんざい

の確保
かくほ

と資質
ししつ

の向 上
こうじょう

を計画的
けいかくてき

に図
はか

ります。 

また、グループホーム等
とう

の職 員
しょくいん

の支援
しえん

技術
ぎじゅつ

の向 上
こうじょう

のための研 修
けんしゅう

、介護
かいご

職 員 等
しょくいんとう

によるたんの吸 引 等
きゅういんとう

の医療的
いりょうてき

ケアに関
かん

する研 修
けんしゅう

、精神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

ホームヘ

ルパーの養成等
ようせいとう

を 行
おこな

う研 修
けんしゅう

、強度
きょうど

行 動 障
こうどうしょう

がい＊5のある方
かた

の支援者
しえんしゃ

養成
ようせい

研 修 等
けんしゅうとう

を実施
じっし

し、サービス提 供
ていきょう

人材
じんざい

の確保
かくほ

と資質
ししつ

の向 上
こうじょう

を図
はか

っていきます。 

研 修 等
けんしゅうとう

の実施
じっし

に当
あ

たっては、「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

」を実践
じっせん

するため、支援
しえん

を 行
おこな

う側
がわ

と受
う

ける側
がわ

との共 通
きょうつう

理解
りかい

を図
はか

り、実際
じっさい

の支援
しえん

の場
ば

での適切
てきせつ

な対応
たいおう

に生
い

かして

いけるよう「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

」の 考
かんが

え方
かた

等
とう

を踏
ふ

まえた講義
こうぎ

を盛
も

り込
こ

むなど、カリキュラ

ムの充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

  

ウ 指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
じ

業 者 等
ぎょうしゃとう

に対
たい

する指導
しどう

・監査
かんさ

 

障
しょう

がい者
しゃ

が安心
あんしん

して質
しつ

の高
たか

い障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

を利用
りよう

できるよう、また、

サービスを提 供
ていきょう

する事業者
じぎょうしゃ

等
とう

の健全
けんぜん

な経営
けいえい

を確保
かくほ

するため、指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サー

ビス事
じ

業 者 等
ぎょうしゃとう

に対
たい

して、指定
してい

基準等
きじゅんとう

の遵 守
じゅんしゅ

に係
かか

る指導
しどう

や監査
かんさ

を実施
じっし

します。 

 

エ 障
しょう

がい者
しゃ

の権利
けんり

擁護
ようご

の推進
すいしん

 

   (ｱ) 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

＊32の利用
りよう

促進
そくしん

 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の適正
てきせい

な利用
りよう

を促進
そくしん

するため、必要
ひつよう

な経費
けいひ

について助成
じょせい

を 行
おこな

う

とともに、かながわ成年
せいねん

後見
こうけん

推進
すいしん

センター＊33を設置
せっち

し、市町村
しちょうそん

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎかい
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の法人
ほうじん

後見
こうけん

受任等
じゅにんとう

の促進
そくしん

や市町村
しちょうそん

職 員 等 研 修 会
しょくいんとうけんしゅうかい

の実施
じっし

など、利用
りよう

しやすい

成年
せいねん

後見
こうけん

の仕組
し く

みづくりに取
と

り組
く

みます。 

また、どの地域
ちいき

においても必要
ひつよう

な方
かた

が成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

を利用
りよう

できるよう、

市町村
しちょうそん

における権利
けんり

擁護
ようご

支援
しえん

の地域
ちいき

連携
れんけい

ネットワーク及
およ

び中 核
ちゅうかく

機関
きかん

の整備
せいび

に対
たい

し、必要
ひつよう

に応
おう

じて支援
しえん

します。 

   (ｲ) 権利
けんり

擁護
ようご

相談
そうだん

体制
たいせい

づくりの推進
すいしん

 

     神奈川県
かながわけん

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎかい

が 行
おこな

う福祉
ふくし

サービスの利用
りよう

援助
えんじょ

事業
じぎょう

や福祉
ふくし

サービス

に関
かん

する苦情
くじょう

相談
そうだん

に対応
たいおう

する「かながわ福祉
ふくし

サービス運営
うんえい

適正化
てきせいか

委員会
いいんかい

」の

運営等
うんえいとう

を支援
しえん

します。 

   (ｳ) 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

における取組
とりくみ

 

政令市
せいれいし

を除
のぞ

く５つの 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

に設置
せっち

した圏域
けんいき

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

にお

ける機能
きのう

の一環
いっかん

として、各 障
かくしょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

における権利
けんり

擁護
ようご

の推進
すいしん

を図
はか

っ

ていきます。 

 

オ 障
しょう

がい者 虐 待
しゃぎゃくたい

の防止
ぼうし

 

障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

を踏
ふ

まえて、神奈川県
かながわけん

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

＊16に権利
けんり

擁護
ようご

部会
ぶかい

を設置
せっち

し、 障
しょう

がい者 虐 待
しゃぎゃくたい

の未然
みぜん

防止
ぼうし

及
およ

び虐 待
ぎゃくたい

を受
う

けた 障
しょう

がい者
しゃ

への

支援等
しえんとう

について検討
けんとう

を 行
おこな

うとともに、神奈川県
かながわけん

障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

擁護
ようご

センター＊34を

設置
せっち

し、虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

に向
む

けた仕組
し く

みづくりを推進
すいしん

します。 

    また、グループホームの職 員 等
しょくいんとう

を対 象
たいしょう

とした研 修
けんしゅう

において、支援
しえん

技術
ぎじゅつ

の向 上
こうじょう

と併
あわ

せ、通報
つうほう

義務
ぎ む

や通報者
つうほうしゃ

の保護
ほ ご

に関
かん

する周知
しゅうち

、人権
じんけん

意識
いしき

の啓発
けいはつ

に努
つと

め、相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

＊12に対
たい

して、訪問
ほうもん

による相談
そうだん

支援
しえん

の機会等
きかいとう

を通
つう

じた虐 待
ぎゃくたい

の早期
そうき

発見
はっけん

に

ついて周知
しゅうち

を図
はか

ります。 

    さらに、当事者
とうじしゃ

に対
たい

しても虐 待
ぎゃくたい

に関
かん

する周知
しゅうち

を推進
すいしん

していきます。 

 

カ 指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の事業者
じぎょうしゃ

に対
たい

する第三者
だいさんしゃ

の評価
ひょうか

 

評価
ひょうか

機関
きかん

の認 証
にんしょう

、評価
ひょうか

調査者
ちょうさしゃ

の養成
ようせい

、評価
ひょうか

結果
けっか

の公 表 等
こうひょうとう

を担
にな

う「かながわ

福祉
ふくし

サービス第三者
だいさんしゃ

評価
ひょうか

推進
すいしん

機構
きこう

」の運営
うんえい

を支援
しえん

することにより、福祉
ふくし

サービスの

第三者
だいさんしゃ

評価
ひょうか

を推進
すいしん

します。 

また、事業者
じぎょうしゃ

に対
たい

する第三者
だいさんしゃ

評価
ひょうか

の受審
じゅしん

及
およ

び評価
ひょうか

結果
けっか

の公 表
こうひょう

の促進等
そくしんとう

に努
つと

め

るとともに、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等 情 報
とうじょうほう

公 表
こうひょう

制度
せいど

＊31の活用
かつよう

により、事業者
じぎょうしゃ

によ

るサービスの質
しつ

の向 上
こうじょう

を図
はか

っていきます。 
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５ 各年度
かくねんど

の指定
してい

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

及
およ

び指定
してい

障害児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

施設等
しせつとう

の必要
ひつよう

入 所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

 

(1) 指定
してい

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

 

令和
れいわ

５年度
ねんど

までの各年度
かくねんど

における県内
けんない

の指定
してい

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

の必要
ひつよう

入 所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

については、入 所 者
にゅうしょしゃ

のうち地域
ちいき

生活
せいかつ

へ移行
いこう

する人数
にんずう

や今後
こんご

の定員
ていいん

の見込
み こ

み等
とう

を

考慮
こうりょ

し、次
つぎ

のとおり設定
せってい

します。 

なお、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

のサービス見込量
みこみりょう

については、施設
しせつ

の所在地
しょざいち

が県内
けんない

か県外
けんがい

かを

問
と

わず、県内
けんない

の市町村
しちょうそん

が支給
しきゅう

決定
けってい

を 行
おこな

う者
もの

の数
かず

を推計
すいけい

していますが、ここでは、

指定権者
していけんじゃ

が障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

第
だい

38 条
じょう

第
だい

1項
こう

の規定
きてい

に基
もと

づいて指定
してい

する県内
けんない

の施設
しせつ

の

入 所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

を示
しめ

しています。また、18歳
さい

以上
いじょう

の福祉型
ふくしがた

障害児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

＊35入 所 者
にゅうしょしゃ

（継続
けいぞく

入 所 者
にゅうしょしゃ

）は、除
のぞ

いて設定
せってい

しています。 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

必要
ひつよう

入 所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

 

４，９４２人
にん

  

（５，３１４人
にん

） 

４，９２２人
にん

  

（５，２９４人
にん

） 

４，９０２人
にん

  

（５，２７４人
にん

） 

  ※  県立
けんりつ

さがみ緑風園
りょくふうえん

については、入所
にゅうしょ

の実態
じったい

に踏
ふ

まえ、定員
ていいん

を令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

までに各年度
か く ねん ど

 

 20名
めい

ずつ削減
さくげん

することを予定
よ て い

しています。 

  ※ （）内
ない

は、18歳
さい

以上
いじょう

の福祉型
ふくしがた

障害児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

（継続
けいぞく

入所者
にゅうしょしゃ

）を含
ふく

めた数
かず

 

 

(2) 指定
してい

障害児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

施設等
しせつとう

 

令和
れいわ

５年度
ねんど

までの各年度
かくねんど

における県内
けんない

の指定
してい

障害児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

施設等
しせつとう

の必要
ひつよう

入 所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

については、継続
けいぞく

入 所 者
にゅうしょしゃ

のうち障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

等
とう

へ移行
いこう

する人数
にんずう

や今後
こんご

の

定員
ていいん

の見込
み こ

み等
とう

を考慮
こうりょ

し、次
つぎ

のとおり設定
せってい

します。 

なお、ここでは、指定権者
していけんじゃ

が児童
じどう

福祉法
ふくしほう

第
だい

24 条
じょう

の２第
だい

1項
こう

の規定
きてい

に基
もと

づいて指定
してい

す

る県内
けんない

の指定
してい

障害児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

及
およ

び厚生
こうせい

労働
ろうどう

大臣
だいじん

が指定
してい

する指定
してい

発達
はったつ

支援
しえん

医療
いりょう

機関
きかん

の入 所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

を示
しめ

しています。 

また、指定
してい

医療型
いりょうがた

障害児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

＊36及
およ

び指定
してい

発達
はったつ

支援
しえん

医療
いりょう

機関
きかん

＊37の定員
ていいん

総数
そうすう

に

は、一体的
いったいてき

に運営
うんえい

される指定
してい

療 養
りょうよう

介護
かいご

事業所
じぎょうしょ

の定員数
ていいんすう

を含
ふく

めています。 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

必要
ひつよう

入 所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

 
１，４４８人

にん

 １，４４８人
にん

 １，４４８人
にん

 

うち福祉型
ふくしがた

 ６０２人
にん

 ６０２人
にん

 ６０２人
にん

 

うち医療型
いりょうがた

及
およ

び

指定
し て い

発達
はったつ

支援
し え ん

医療
いりょう

機関
き か ん

 

８４６人
にん

 ８４６人
にん

 ８４６人
にん
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６ 県
けん

の地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

の実施
じっし

に関
かん

する事項
じこう

 

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

は、 障
しょう

がい者
しゃ

が自立
じりつ

した日 常
にちじょう

生活又
せいかつまた

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 営
いとな

むことがで

きるよう、地域
ちいき

の特性
とくせい

や利用者
りようしゃ

の 状 況
じょうきょう

に応
おう

じ、柔 軟
じゅうなん

な形態
けいたい

により事業
じぎょう

を効果的
こうかてき

・

効率的
こうりつてき

に実施
じっし

することにより、 障
しょう

がい者
しゃ

の福祉
ふくし

の増進
ぞうしん

を図
はか

るとともに、誰
だれ

もが安心
あんしん

し

て暮
く

らすことのできる地域
ちいき

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に寄与
き よ

することを目的
もくてき

としています。 

 県
けん

は、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

の目的
もくてき

や「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

」の 考
かんが

え方
かた

等
とう

を踏
ふ

まえ、

市町村
しちょうそん

の地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

との役割
やくわり

分担
ぶんたん

を図
はか

るとともに、市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

しながら、

障
しょう

がい者
しゃ

が直 面
ちょくめん

している「生
い

きにくさ・暮
く

らしにくさ」という点
てん

から、必要
ひつよう

な方
かた

に

必要
ひつよう

なサービスを提 供
ていきょう

していきます。 

 

(1) 実施
じっし

する事業
じぎょう

の内容
ないよう

及
およ

び各年度
かくねんど

における 量
りょう

の見込
み こ

み 

この計画
けいかく

では、令和
れいわ

３年度
ねんど

から令和
れいわ

５年度
ねんど

までの各年度
かくねんど

における県
けん

が実施
じっし

する地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

の 量
りょう

の見込
み こ

みを定
さだ

めます。 

なお、令和
れいわ

２年度
ねんど

の実績
じっせき

を参考
さんこう

に記載
きさい

していますが、令和
れいわ

２年度
ねんど

は、本県
ほんけん

における

新型
しんがた

コロナウイルス感 染 症
かんせんしょう

の感染
かんせん

拡大
かくだい

により、派遣
はけん

や研 修 等
けんしゅうとう

の一部
いちぶ

事業
じぎょう

に影 響
えいきょう

が出
で

ました。 

 

ア 専門性
せんもんせい

の高
たか

い相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

 

(ｱ) 発達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センター＊3運営
うんえい

事業
じぎょう

 

自閉症
じへいしょう

などの発 達 障
はったつしょう

がいがある人
ひと

への専門的
せんもんてき

な支援
しえん

を 行
おこな

うために県立
けんりつ

中井
なかい

やまゆり園
えん

に設置
せっち

した発達
はったつ

障 害
しょうがい

支援
しえん

センター「かながわ Ａ
えーす

(エース)」におい

て、発 達 障
はったつしょう

がい児者
じしゃ

のライフステージに対応
たいおう

する一貫
いっかん

した支援
しえん

体制
たいせい

を整備
せいび

し、

福祉
ふくし

、保健
ほけん

、医療
いりょう

、教 育
きょういく

、労働
ろうどう

、民間
みんかん

支援
しえん

団体
だんたい

などと連携
れんけい

して発 達 障
はったつしょう

がい

児者
じしゃ

及
およ

びその家族
かぞく

を支援
しえん

します。 

また、身近
みぢか

な地域
ちいき

で発 達 障
はったつしょう

がいに係
かか

る支援
しえん

が 行
おこな

われるよう市町村
しちょうそん

や相談
そうだん

支援事
し え ん じ

業 者 等
ぎょうしゃとう

に対
たい

する支援
しえん

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

さらに、発達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

支援
しえん

マネージャー＊4を各 障
かくしょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

に配置
はいち

し、「かながわ Ａ
えーす

（エース）」と連携
れんけい

して地域
ちいき

の関係
かんけい

機関
きかん

に対
たい

する発 達 障
はったつしょう

がい

支援
しえん

のノウハウの普及
ふきゅう

と重 層 的
じゅうそうてき

な支援
しえん

体制
たいせい

の強化
きょうか

に取
と

り組
く

みます。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
ねんど

 令和
れいわ

４年度
ねんど

 令和
れいわ

５年度
ねんど

 

実施
じ っ し

見込
み こ み

か所数
しょすう

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 

利用
り よ う

見込者数
みこみしゃすう

 1,230人
にん

 1,200人
にん

 1,200人
にん

 1,200人
にん
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(ｲ) 障 害 者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センター＊21事業
じぎょう

 

障
しょう

がい者
しゃ

が自立
じりつ

した 職 業
しょくぎょう

生活
せいかつ

を送
おく

れるよう、障 害 者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

セ

ンターにおいて、雇用
こよう

、保健
ほけん

、福祉
ふくし

、教 育 等
きょういくとう

の地域
ちいき

の関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

のも

と、 就 職
しゅうしょく

や職場
しょくば

定 着
ていちゃく

など就 業 面
しゅうぎょうめん

への支援
しえん

とともに、日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の自己
じ こ

管理
かんり

や住 居
じゅうきょ

に関
かん

する助言
じょげん

など生活面
せいかつめん

への支援
しえん

を一体的
いったいてき

に 行
おこな

います。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
ねんど

 令和
れいわ

４年度
ねんど

 令和
れいわ

５年度
ねんど

 

実施
じ っ し

見込
み こ み

か所数
しょすう

 ８か所
しょ

 ８か所
しょ

 ８か所
しょ

 ８か所
しょ

 

 

(ｳ) 高次脳機能
こうじのうきのう

障 害
しょうがい

支援
しえん

普及
ふきゅう

事業
じぎょう

 

神奈川県
かながわけん

総合
そうごう

リハビリテーションセンターを高次脳
こうじのう

機能障
きのうしょう

がい者
しゃ

に対
たい

する支援
しえん

拠点
きょてん

機関
きかん

として位置
い ち

づけ、支援
しえん

コーディネーターによる専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

支援
しえん

や

研 修
けんしゅう

事業
じぎょう

などを実施
じっし

します。 

また、高次脳
こうじのう

機能障
きのうしょう

がい者
しゃ

に対
たい

する支援
しえん

は、支援
しえん

拠点
きょてん

機関
きかん

と地域
ちいき

の支援
しえん

機関
きかん

と

の連携
れんけい

が重 要
じゅうよう

であることから、神奈川県
かながわけん

総合
そうごう

リハビリテーションセンターを

中 心
ちゅうしん

に、各地域
かくちいき

の相談
そうだん

支援
しえん

機関
きかん

や就 労
しゅうろう

支援
しえん

機関
きかん

＊25などの関係
かんけい

機関
きかん

が参加
さんか

する

連携
れんけい

、調 整
ちょうせい

のための組織
そしき

を通
つう

じ、地域
ちいき

支援
しえん

ネットワークの充 実
じゅうじつ

や支援
しえん

提 供
ていきょう

体制
たいせい

の更
さら

なる整備
せいび

に向
む

けた検討
けんとう

を進
すす

めていきます。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
ねんど

 令和
れいわ

４年度
ねんど

 令和
れいわ

５年度
ねんど

 

実施
じ っ し

見込
み こ み

か所数
しょすう

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 

実利用
じつりよう

見込者数
みこみしゃすう

 

（相談
そうだん

支援
し え ん

） 
446人

にん

 600人
にん

 600人
にん

 600人
にん

 

 

(ｴ) 障害児等療育
しょうがいじとうりょういく

支援
しえん

事業
じぎょう

 

在宅
ざいたく

の 障
しょう

がい児
じ

等
とう

の地域
ちいき

における生活
せいかつ

を支
ささ

えるため、県立
けんりつ

総合
そうごう

療 育
りょういく

相談
そうだん

セ

ンターにおいて、地域
ちいき

の療 育
りょういく

機関
きかん

に対
たい

する定期的
ていきてき

な巡 回
じゅんかい

支援
しえん

や個別
こべつ

・集 団
しゅうだん

に

よる療 育
りょういく

指導等
しどうとう

を通
つう

じ、市町村
しちょうそん

や療 育
りょういく

機関
きかん

との重 層 的
じゅうそうてき

な連携
れんけい

のもとに療 育
りょういく

支援
しえん

を行
い

っていきます。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
ねんど

 令和
れいわ

４年度
ねんど

 令和
れいわ

５年度
ねんど

 

実施
じ っ し

見込
み こ み

か所数
しょすう

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 

 

  

- 67 -



 

イ 広域的
こういきてき

な支援
しえん

事業
じぎょう

 

(ｱ) 相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

整備
せいび

事業等
じぎょうとう

 

ａ 神奈川県
かながわけん

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

 

県全体
けんぜんたい

の相談
そうだん

支援
しえん

体制等
たいせいとう

の整備
せいび

を図
はか

るため、神奈川県
かながわけん

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

＊16を設置
せっち

し、市町村
しちょうそん

や圏域
けんいき

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

と連携
れんけい

して重 層 的
じゅうそうてき

な相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

を確保
かくほ

していきます。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
ねんど

 令和
れいわ

４年度
ねんど

 令和
れいわ

５年度
ねんど

 

実施
じ っ し

見込
み こ み

か所数
しょすう

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 

実施
じ っ し

見込
み こ み

回数
かいすう

 ２回
かい

 ２回
かい

 ２回
かい

 ３回
かい

 

 

ｂ 相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

整備
せいび

事業
じぎょう

（圏域
けんいき

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

） 

政令市
せいれいし

を除
のぞ

く５つの 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

に圏域
けんいき

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

を設置
せっち

し、

市町村
しちょうそん

の重 層 的
じゅうそうてき

な相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

を確保
かくほ

していきます。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
ねんど

 令和
れいわ

４年度
ねんど

 令和
れいわ

５年度
ねんど

 

実施
じ っ し

見込
み こ み

か所数
しょすう

 ５か所
しょ

 ５か所
しょ

 ５か所
しょ

 ５か所
しょ

 

相談
そうだん

支援
し え ん

に関
かん

す

るアドバイザー

見込者数
みこみしゃすう

 

５人
にん

 ５人
にん

 ５人
にん

 ５人
にん

 

 

(ｲ) 精神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

広域
こういき

調整等事業
ちょうせいとうじぎょう

 

ａ 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

広域
こういき

調 整
ちょうせい

会議等事業
かいぎとうじぎょう

 

精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

に向
む

けた地域
ちいき

の支援
しえん

体制
たいせい

整備
せいび

について、

広域的
こういきてき

な視点
してん

で検討
けんとう

する調 整
ちょうせい

会議
かいぎ

を開催
かいさい

します。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
ねんど

 令和
れいわ

４年度
ねんど

 令和
れいわ

５年度
ねんど

 

開催
かいさい

見込
み こ み

回数
かいすう

 １回
かい

 １回
かい

 １回
かい

 １回
かい

 

 

ｂ 地域
ちいき

移行
いこう

・地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

 

精 神 障
せいしんしょう

がい者
しゃ

が住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

で、本人
ほんにん

の意思
い し

に即
そく

して、充 実
じゅうじつ

した生活
せいかつ

を送
おく

ることができるよう、長期
ちょうき

入 院
にゅういん

患者
かんじゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

や、地域
ちいき

生活
せいかつ

を

継続
けいぞく

するための支援
しえん

を 行
おこな

います。 
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年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
ねんど

 令和
れいわ

４年度
ねんど

 令和
れいわ

５年度
ねんど

 

ピアサポーター 

見込数
みこみすう

 
51人

にん

 50人
にん

 50人
にん

 50人
にん

 

 

(ｳ) 発達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

の運営
うんえい

 

地域
ちいき

における発 達 障
はったつしょう

がい者等
しゃとう

の課題
かだい

について、情 報
じょうほう

共 有
きょうゆう

を図
はか

るとともに、

支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

状 況
じょうきょう

や発達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センター＊3の活動
かつどう

状 況 等
じょうきょうとう

について

検 証
けんしょう

し、地域
ちいき

の実 情
じつじょう

に応
おう

じた体制
たいせい

整備
せいび

について協議
きょうぎ

を 行
おこな

う発達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

＊38（「神奈川県
かながわけん

発達
はったつ

障 害
しょうがい

サポートネットワーク推 進 協
すいしんきょう

議会
ぎかい

」）を

設置
せっち

し、発 達 障
はったつしょう

がい者支援
しゃしえん

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

開催
かいさい

見込
み こ み

回数
かいすう

 １回
かい

 ２回
かい

 ２回
かい

 ２回
かい

 

 

(ｴ) 発達
はったつ

障 害
しょうがい

支援
しえん

体制
たいせい

整備
せいび

事業
じぎょう

 

発達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

支援
しえん

マネージャー＊4 を配置
はいち

し、市町村
しちょうそん

、事業所
じぎょうしょ

、医療
いりょう

機関等
きかんとう

の発 達 障
はったつしょう

がい児者
じしゃ

の支援
しえん

を 行
おこな

う機関
きかん

に対
たい

し、総合的
そうごうてき

な助言等
じょげんとう

を 行
おこな

い、地域
ちいき

支援
しえん

機能
きのう

の強化
きょうか

を図
はか

ります。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
ねんど

 令和
れいわ

４年度
ねんど

 令和
れいわ

５年度
ねんど

 

実施
じ っ し

見込
み こ み

か所数
しょすう

 ５か所
しょ

 ５か所
しょ

 ５か所
しょ

 ５か所
しょ

 

利用
り よ う

件数
けんすう

 337件
けん

 400件
けん

 400件
けん

 400件
けん

 

 

(ｵ) 自発的
じはつてき

活動
かつどう

支援
しえん

事業
じぎょう

 

障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

である相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

＊12を配置
はいち

し、 障
しょう

がい者
しゃ

の自立
じりつ

生活
せいかつ

及
およ

び

社会
しゃかい

参加
さんか

へ向
む

けた相談
そうだん

を実施
じっし

します。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
ねんど

 令和
れいわ

４年度
ねんど

 令和
れいわ

５年度
ねんど

 

実施
じ っ し

見込
み こ み

か所数
しょすう

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 

相談
そうだん

見込
み こ み

件数
けんすう

 116件
けん

 100件
けん

 100件
けん

 100件
けん

 

 

ウ サービス・相談
そうだん

支援者
しえんしゃ

、指導者
しどうしゃ

育成
いくせい

事業
じぎょう

 

(ｱ) 障 害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

認定
にんてい

調査員等研修
ちょうさいんとうけんしゅう

事業
じぎょう

 

全国
ぜんこく

一律
いちりつ

の基準
きじゅん

に基
もと

づき、客 観 的
きゃっかんてき

かつ公平
こうへい

・公正
こうせい

に障 害 者
しょうがいしゃ

介護
かいご

給付等
きゅうふとう

の
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事務
じ む

が 行
おこな

われるよう、障 害
しょうがい

支援
しえん

区分
くぶん

認定
にんてい

調査員
ちょうさいん

＊39、市
し

町
ちょう

村
そん

審
しん

査
さ

会
かい

委
い

員
いん

等
とう

に

対
たい

する研 修
けんしゅう

を 行
おこな

い、資質
ししつ

の向 上
こうじょう

を図
はか

ります。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

受講
じゅこう

見込者数
みこみしゃすう

 120人
にん

 300人
にん

 300人
にん

 300人
にん

 

 

(ｲ) 相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

研 修
けんしゅう

事業
じぎょう

 

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

＊12の資格
しかく

要件
ようけん

として相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

に従事
じゅうじ

する者
もの

に対
たい

し、

相談
そうだん

技術
ぎじゅつ

の習 得
しゅうとく

を目的
もくてき

とした初任者
しょにんしゃ

研 修
けんしゅう

及
およ

び日 常
にちじょう

の相談
そうだん

業務
ぎょうむ

の検 証 等
けんしょうとう

を

目的
もくてき

とした現任
げんにん

研 修
けんしゅう

を 行
おこな

うことにより相談
そうだん

支援
しえん

に係
かか

る人材
じんざい

養成
ようせい

を 行
おこな

いま

す。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

受講
じゅこう

見込者数
みこみしゃすう

 502人
にん

 920人
にん

 920人
にん

 920人
にん

 

 

(ｳ) サービス管理
かんり

責任者
せきにんしゃ

研 修
けんしゅう

事業
じぎょう

 

サービスの質
しつ

を確保
かくほ

するため、個別
こべつ

支援
しえん

計画
けいかく

の作成
さくせい

やサービス提 供
ていきょう

プロセス

の管理等
かんりとう

を 行
おこな

うために事業所
じぎょうしょ

や施設
しせつ

に配置
はいち

されるサービス管理
かんり

責任者
せきにんしゃ

＊29及
およ

び

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

管理
かんり

責任者
せきにんしゃ

＊30の養成
ようせい

を 行
おこな

います。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

養成
ようせい

見込者数
みこみしゃすう

 1,044人
にん

 1,400人
にん

 2,000人
にん

 2,000人
にん

 

 

(ｴ) 身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

・知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

強化
きょうか

活動
かつどう

事業
じぎょう

 

   身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

＊40及
およ

び知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

＊41を対 象
たいしょう

に研 修 会
けんしゅうかい

を 行
おこな

い、相談員
そうだんいん

の相談
そうだん

能 力
のうりょく

の向 上
こうじょう

と相談員間
そうだんいんかん

の連携
れんけい

を図
はか

ります。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

受講
じゅこう

見込者数
みこみしゃすう

 36人
にん

 40人
にん

 40人
にん

 40人
にん

 

 

(ｵ) 精神
せいしん

障 害
しょうがい

関係
かんけい

従事者
じゅうじしゃ

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

事業
じぎょう

 

   うつ 病
びょう

は精神
せいしん

症 状
しょうじょう

以外
いがい

に身体
しんたい

症 状
しょうじょう

が 現
あらわ

れることも多
おお

く、かかりつけ医
い

を受診
じゅしん

することも多
おお

いことから、内科医等
ないかいとう

の身体科
しんたいか

の医師
い し

が、うつ 病
びょう

についての

知識
ちしき

や技術
ぎじゅつ

及
およ

び精神科等
せいしんかとう

の専門
せんもん

の医師
い し

との連携
れんけい

方法等
ほうほうとう

を習 得
しゅうとく

する研 修
けんしゅう

を実施
じっし
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します。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

修 了
しゅうりょう

見込者数
みこみしゃすう

 累
るい

計 563 人
けい   にん

 960人
にん

 1,200人
にん

 ― 

 

(ｶ) 相談
そうだん

支援
しえん

従事者等養成
じゅうじしゃとうようせい

・確保
かくほ

推進
すいしん

事業
じぎょう

 

   相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

研 修 等
けんしゅうとう

の人材
じんざい

養成
ようせい

の取組
とりくみ

に加
くわ

え、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

にお

ける相談
そうだん

支援
しえん

従事者等
じゅうじしゃとう

について、支援
しえん

技術
ぎじゅつ

の向 上
こうじょう

など実践的
じっせんてき

な内容
ないよう

の研 修
けんしゅう

を

行
おこな

うことにより、更
さら

なる人材
じんざい

の質
しつ

の向 上
こうじょう

や地域
ちいき

支援
しえん

の強化
きょうか

、専門性
せんもんせい

の強化
きょうか

を

図
はか

ります。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

修 了
しゅうりょう

見込者数
みこみしゃすう

 534人
にん

 800人
にん

 800人
にん

 800人
にん

 

 

(ｷ) 手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

・要約筆記者
ようやくひっきしゃ

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

事業
じぎょう

 

聴 覚 障
ちょうかくしょう

がい者
しゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

するため、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

及
およ

び

要約筆記者
ようやくひっきしゃ

を養成
ようせい

するとともに、スキルアップのための現任
げんにん

研 修
けんしゅう

を実施
じっし

しま

す。 

 

（手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

） 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

養成
ようせい

見込者数
みこみしゃすう

 15人
にん

 20人
にん

 20人
にん

 20人
にん

 

 

（要約筆記者
ようやくひっきしゃ

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

） 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年
  ねん

度
ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

養成
ようせい

見込者数
みこみしゃすう

 ０人
にん

 35人
にん

 35人
にん

 35人
にん

 

  

(ｸ) 盲
もう

ろう者向
しゃむ

け通訳
つうやく

・介助員
かいじょいん

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

事業
じぎょう

 

視覚障
しかくしょう

がいと聴 覚 障
ちょうかくしょう

がいが重 複
ちょうふく

している盲
もう

ろう者
しゃ

の通訳
つうやく

・介助員
かいじょいん

派遣
はけん

事業
じぎょう

を担
にな

う通訳
つうやく

・介助員
かいじょいん

を養成
ようせい

するとともに、養成
ようせい

した通訳
つうやく

・介助員
かいじょいん

のスキル

アップのための現任
げんにん

研 修
けんしゅう

を実施
じっし

します。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

養成
ようせい

見込者数
みこみしゃすう

 ０人
にん

 25人
にん

 25人
にん

 25人
にん

 

- 71 -



(ｹ) 失語症者向
しつごしょうしゃむ

け意思
い し

疎通
そつう

支援者
しえんしゃ

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

事業
じぎょう

 

   失語症者
しつごしょうしゃ

が地域
ちいき

の一員
いちいん

として安心
あんしん

して自分
じぶん

らしい暮
く

らしをすることができるよ

う、失語症者
しつごしょうしゃ

の日 常
にちじょう

生活
せいかつ

のニーズを理解
りかい

し、コミュニケーション技術
ぎじゅつ

などの

支援
しえん

方法
ほうほう

を身
み

につけた失語症者向
しつごしょうしゃむ

け意思
い し

疎通
そつう

支援者
しえんしゃ

の養成
ようせい

を 行
おこな

います。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

養成
ようせい

見込者数
みこみしゃすう

 12人
にん

 20人
にん

 20人
にん

 20人
にん

 

 

(ｺ) 強度
きょうど

行動
こうどう

障 害
しょうがい

支援者
しえんしゃ

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

（基礎
き そ

研 修
けんしゅう

）事業
じぎょう

 

強度
きょうど

行 動 障
こうどうしょう

がい＊5のある方
かた

に対
たい

し、適切
てきせつ

な支援
しえん

を 行
おこな

う職 員
しょくいん

の人材
じんざい

育成
いくせい

を

進
すす

めます。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

修 了
しゅうりょう

見込者数
みこみしゃすう

 303人
にん

 380人
にん

 510 人
ひと

 560人
にん

 

 

(ｻ) 強度
きょうど

行動
こうどう

障 害
しょうがい

支援者
しえんしゃ

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

（実践
じっせん

研 修
けんしゅう

）事業
じぎょう

 

強度行動障
きょうどこうどうしょう

がいのある方
かた

に対
たい

し、適切
てきせつ

な 障
しょう

がい特性
とくせい

の評価
ひょうか

及
およ

び支援
しえん

計画
けいかく

の

作成
さくせい

ができる職 員
しょくいん

の人材
じんざい

育成
いくせい

を進
すす

めます。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

修 了
しゅうりょう

見込者数
みこみしゃすう

 45人
にん

  120人
にん

 190人
にん

 240人
にん

 

 

エ その他
た

自立
じりつ

した日 常
にちじょう

生活又
せいかつまた

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を 営
いとな

むために必要
ひつよう

な事業
じぎょう

 

(ｱ) 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

支援
しえん

 

ａ オストメイト社会
しゃかい

適応
てきおう

訓練
くんれん

事業
じぎょう

 

オストメイト（人工
じんこう

肛門
こうもん

、人工
じんこう

膀胱
ぼうこう

を造設
ぞうせつ

している人
ひと

）に対
たい

するストーマ

用
よう

装具
そうぐ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

に関
かん

する講 習
こうしゅう

を 行
おこな

うことにより、社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

しま

す。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

実施
じ っ し

見込
み こ み

か所数
しょすう

 16 か所
しょ

 16 か所
しょ

 16 か所
しょ

 16 か所
しょ

 

受講
じゅこう

見込者数
みこみしゃすう

 458人
にん

 1,000人
にん

 1,000人
にん

 1,000人
にん
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ｂ 音声
おんせい

機能
きのう

障 害 者
しょうがいしゃ

発声
はっせい

訓練
くんれん

事業
じぎょう

 

喉頭
こうとう

の摘 出
てきしゅつ

により音声
おんせい

機能
きのう

を喪失
そうしつ

した方
かた

に対
たい

して発声
はっせい

訓練
くんれん

を 行
おこな

うことに

より、社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

します。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

実施
じ っ し

見込
み こ み

か所数
しょすう

 ３か所
しょ

 1 か所
しょ

 1 か所
しょ

 1 か所
しょ

 

利用
り よ う

見込者数
みこみしゃすう

 1,047人
にん

 2,300人
にん

 2,300人
にん

 2,300人
にん

 

 

ｃ 障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

の促進
そくしん

に向
む

けた体制
たいせい

強化
きょうか

支援
しえん

事業
じぎょう

 

  基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター連絡会
れんらくかい

を開催
かいさい

し、基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター＊17間
かん

の連携
れんけい

強化
きょうか

に向
む

けた協議
きょうぎ

や情 報
じょうほう

交換
こうかん

、人材
じんざい

育成
いくせい

のための研 修
けんしゅう

の実施
じっし

、他県
たけん

の先進
せんしん

事例
じれい

の紹 介
しょうかい

や未設置
み せ っ ち

市町村
しちょうそん

への 働
はたら

きかけ等
とう

を 行
おこな

います。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実
じっ

績
せき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

実施
じ っ し

見込
み こ み

回数
かいすう

 ０回
かい

 １回
かい

 １回
かい

 １回
かい

 

 

(ｲ) 医療型
いりょうがた

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

事業所
じぎょうしょ

開設
かいせつ

支援
しえん

事業
じぎょう

 

医療型
いりょうがた

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

＊13事業
じぎょう

の対 象
たいしょう

である重 症 心 身 障
じゅうしょうしんしんしょう

がい児者
じしゃ

＊26等
とう

が身近
みぢか

な

地域
ちいき

で短期
たんき

入 所
にゅうしょ

を利用
りよう

できるよう、新規
しんき

開設
かいせつ

事業所
じぎょうしょ

の職 員
しょくいん

に対
たい

する研 修
けんしゅう

の

実施等
じっしとう

により、医療
いりょう

機関
きかん

や介護
かいご

老人
ろうじん

保健
ほけん

施設
しせつ

による医療型
いりょうがた

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

事業所
じぎょうしょ

の

開設
かいせつ

を支援
しえん

します。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

研修等実施
けんしゅうとうじっし

見込
み こ み

 

回数
かいすう

 
６回

かい

 10回
かい

 10回
かい

 10回
かい

 

 

(ｳ) 情 報
じょうほう

支援等事業
しえんとうじぎょう

 

ａ 手話
しゅわ

通訳
つうやく

設置
せっち

事業
じぎょう

 

聴 覚 障
ちょうかくしょう

がい者
しゃ

が県 庁
けんちょう

及
およ

びその周 辺
しゅうへん

の県機関
けんきかん

に来 庁
らいちょう

した際
さい

のコミュニ

ケーションを円滑
えんかつ

に 行
おこな

うために手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

を配置
はいち

します。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

実施
じ っ し

見込
み こ み

か所数
しょすう

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ
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ｂ 手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

・要約筆記者
ようやくひっきしゃ

派遣
はけん

事業
じぎょう

  

聴 覚 障
ちょうかくしょう

がい者
しゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

するため、県内
けんない

の 障
しょう

がい者団体
しゃだんたい

等
とう

が 行
おこな

う広域的
こういきてき

な行事等
ぎょうじとう

に、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

・要約筆記者
ようやくひっきしゃ

を派遣
はけん

するとともに、

市町村域
しちょうそんいき

又
また

は都道府県域
とどうふけんいき

を越
こ

えた派遣
はけん

について、市町村
しちょうそん

相互
そうご

の調 整
ちょうせい

を 行
おこな

い

ます。 

 

（手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

派遣
はけん

） 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

利用
り よ う

見込
み こ み

件数
けんすう

 104件
けん

 290件
けん

 290件
けん

 290件
けん

 

 

（要約筆記者
ようやくひっきしゃ

派遣
はけん

） 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

利用
り よ う

見込
み こ み

件数
けんすう

 102件
けん

 190件
けん

 190件
けん

 190件
けん

 

 

ｃ 盲
もう

ろう者向
しゃむ

け通訳
つうやく

・介助員
かいじょいん

派遣
はけん

事業
じぎょう

 

盲
もう

ろう者
しゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

するため、盲
もう

ろう者
しゃ

に通訳
つうやく

・介助員
かいじょいん

を

派遣
はけん

してコミュニケーション及
およ

び移動等
いどうとう

の支援
しえん

を 行
おこな

います。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

利用
り よ う

見込
み こ み

件数
けんすう

 1,722件
けん

 2,200件
けん

 2,200件
けん

 2,200件
けん

 

 

ｄ 失語症者向
しつごしょうしゃむ

け意思
い し

疎通
そつう

支援者
しえんしゃ

派遣
はけん

事業
じぎょう

 

失語症者
しつごしょうしゃ

が地域
ちいき

の一員
いちいん

として安心
あんしん

して自分
じぶん

らしい暮
く

らしをすることができる

よう、失語症者
しつごしょうしゃ

の日 常
にちじょう

生活
せいかつ

のニーズを理解
りかい

し、コミュニケーション技術
ぎじゅつ

など

の支援
しえん

方法
ほうほう

を身
み

につけた失語症者向
しつごしょうしゃむ

け意思
い し

疎通
そつう

支援者
しえんしゃ

の派遣
はけん

を 行
おこな

います。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

利用
り よ う

見込
み こ み

件数
けんすう

 21件
けん

※ 51件
けん

 120件
けん

 120件
けん

 

※令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

までモデル事業
じぎょう

として実施
じ っ し

 

  

- 74 -



 

(ｴ) 障 害 者
しょうがいしゃ

Ｉ Ｔ
あいてぃー

利活用
りかつよう

推進
すいしん

事業
じぎょう

 

ａ 障 害 者
しょうがいしゃ

Ｉ Ｔ
あいてぃー

サポートセンター運営
うんえい

事業
じぎょう

 

障
しょう

がい者
しゃ

に対応
たいおう

したＩ Ｔ
あいてぃー

機器
き き

やソフトウェアの情 報
じょうほう

を提 供
ていきょう

するととも

に、Ｉ Ｔ
あいてぃー

に係
かか

る相談
そうだん

への対応等
たいおうとう

、 障
しょう

がい者
しゃ

の社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

します。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

実施
じ っ し

見込
み こ み

か所数
しょすう

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 

 

ｂ パソコンボランティア養成
ようせい

事業
じぎょう

 

障
しょう

がい者
しゃ

のパソコン利用
りよう

を支援
しえん

するパソコンボランティアの養成等
ようせいとう

を 行
おこな

い

ます。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

研 修
けんしゅう

等
とう

実施
じ っ し

見込
み こ み

回数
かいすう

 ２回
かい

 ０回
かい

 ２回
かい

 ２回
かい

 

 

(ｵ) 社会
しゃかい

参加
さんか

促進
そくしん

事業
じぎょう

 

ａ
えー

 障 害 者
しょうがいしゃ

社会
しゃかい

参加
さんか

推進
すいしん

センター運営
うんえい

事業
じぎょう

 

障
しょう

がい者
しゃ

自
みずか

らが社会
しゃかい

参加
さんか

促進
そくしん

施策
しさく

を実施
じっし

する神奈川県
かながわけん

障 害 者
しょうがいしゃ

社会
しゃかい

参加
さんか

推進
すいしん

センター＊42を運営
うんえい

し、情 報
じょうほう

収 集
しゅうしゅう

・提 供
ていきょう

事業
じぎょう

、研修会等開催
けんしゅうかいとうかいさい

事業
じぎょう

及
およ

び普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

・社会
しゃかい

参加
さんか

促進
そくしん

事業
じぎょう

を 行
おこな

います。 

社会
しゃかい

参加
さんか

推進
すいしん

センター運営
うんえい

事業
じぎょう

については、県
けん

が実施
じっし

するほか、これまで

事業
じぎょう

を実施
じっし

してきた横浜市
よこはまし

、川崎市
かわさきし

に委託
いたく

することにより、事業
じぎょう

の継続性等
けいぞくせいとう

に

配慮
はいりょ

しながら３か所
しょ

で実施
じっし

することとします。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実
じっ

績
せき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

実施
じ っ し

見込
み こ み

か所数
しょすう

 ３か所
しょ

 ３か所
しょ

 ３か所
しょ

 ３か所
しょ

 

 

ｂ 身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

補助犬
ほじょけん

＊43育成
いくせい

促進
そくしん

事業
じぎょう

 

身 体 障
しんたいしょう

がい者
しゃ

の自立
じりつ

及
およ

び社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

を図
はか

るため、身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

補助
ほじょ

犬法等
けんほうとう

に規定
きてい

された訓練事
くんれんじ

業 者
ぎょうしゃ

に対
たい

し、身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

補助犬
ほじょけん

の育成
いくせい

給付
きゅうふ

を

行
おこな

う事業
じぎょう

を委託
いたく

することにより、身 体 障
しんたいしょう

がい者
しゃ

に身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

補助犬
ほじょけん

を

給付
きゅうふ

します。 
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年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

給付
きゅうふ

見込者数
みこみしゃすう

 ４人
にん

 ３人
にん

 ５人
にん

 ５人
にん

 

 

ｃ スポーツ・レクリエーション教 室
きょうしつ

開催等事業
かいさいとうじぎょう

 

スポーツ、レクリエーション活動
かつどう

を通
つう

じて、 障
しょう

がい者等
しゃとう

の体 力
たいりょく

の増 強
ぞうきょう

、

交 流
こうりゅう

、余暇
よ か

の活用等
かつようとう

に資
し

するとともに、 障
しょう

がい者
しゃ

スポーツの普及
ふきゅう

を図
はか

るた

め、スポーツ指導員
しどういん

の養成
ようせい

やスポーツ大会
たいかい

の開催
かいさい

などのスポーツを推進
すいしん

する

取組
とりくみ

を 行
おこな

います。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

実施
じ っ し

見込
み こ み

か所数
しょすう

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 

 

(ｶ) 権利
けんり

擁護
ようご

支援
しえん

 

障 害 者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

対策
たいさく

事業
じぎょう

 

障
しょう

がい者 虐 待
しゃぎゃくたい

の防止
ぼうし

や虐 待
ぎゃくたい

を受
う

けた 障
しょう

がい者
しゃ

を支援
しえん

する人材
じんざい

を養成
ようせい

す

るための研 修
けんしゅう

を実施
じっし

するとともに、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

擁護
ようご

センター＊34の法的
ほうてき

専門性
せんもんせい

を確保
かくほ

します。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

実施
じ っ し

見込
み こ み

か所数
しょすう

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 

受講
じゅこう

見込者数
みこみしゃすう

 208人
にん

 100人
にん

 100人
にん

 100人
にん

 

※ 令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

は新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の影響
えいきょう

により、オンライン形式
けいしき

で研修
けんしゅう

 

を開催
かいさい

したことから、例外的
れいがいてき

に受講者
じゅこうしゃ

が増加
ぞ う か

しています。 

 

 

(ｷ) その他
た

 

ａ 工賃
こうちん

向 上
こうじょう

計画
けいかく

支援
しえん

事業
じぎょう

 

障
しょう

がい者
しゃ

が、 働
はたら

くことに生
い

きがいをもって、地域
ちいき

で生
い

き生
い

きとその人
ひと

らし

く暮
く

らせるよう、共 同
きょうどう

受 注
じゅちゅう

窓口
まどぐち

＊44の運営
うんえい

や就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ
びー

型
がた

事業所等
じぎょうしょとう

に

対
たい

する生産
せいさん

活動
かつどう

を充 実
じゅうじつ

させるための研 修
けんしゅう

を 行
おこな

います。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

実施
じ っ し

見込
み こ み

か所数
しょすう

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ
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ｂ 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

コーディネーター養成
ようせい

研修等事業
けんしゅうとうじぎょう

 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
とう

に対
たい

する支援
しえん

を総合的
そうごうてき

に調 整
ちょうせい

する人材
じんざい

を養成
ようせい

します。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

実施
じ っ し

見込
み こ み

か所数
しょすう

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 １か所
しょ

 

養成
ようせい

見込数
みこみすう

 
（コーディネーター） 

21人
にん

 15人
にん

 15人
にん

 15人
にん

 

 ※ 令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

の実績
じっせき

は、新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の影響
えいきょう

により実施
じ っ し

できなかった 

令和元
れ い わげ ん

年度分
ね ん どぶ ん

を含
ふく

む２か年度分
ね ん どぶ ん

の実績
じっせき

です。 

 

ｃ アルコール関連
かんれん

問題
もんだい

に取
と

り組
く

む民間
みんかん

団体
だんたい

支援
しえん

事業
じぎょう

 

 酒害
しゅがい

に対
たい

する理解
りかい

と知識
ちしき

を深
ふか

めるための研 修
けんしゅう

を実施
じっし

し、アルコール

健 康 障
けんこうしょう

がいの相談
そうだん

に対応
たいおう

できる酒害
しゅがい

相談員
そうだんいん

を養成
ようせい

します。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

養成
ようせい

見込数
みこみすう

 ０人
にん

 100人
にん

 100人
にん

 100人
にん

 

 

ｄ 「 心
こころ

のバリアフリー」推進
すいしん

事業
じぎょう

 

民間
みんかん

企業
きぎょう

などにおいて、 障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

する取組
とりくみ

の中 心 的
ちゅうしんてき

な役割
やくわり

を担
にな

う

心
こころ

のバリアフリー推進員
すいしんいん

＊45を養成
ようせい

します。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

実施
じ っ し

見込
み こ み

か所数
しょすう

 ４か所
しょ

 ４か所
しょ

 ４か所
しょ

 ４か所
しょ

 

養成
ようせい

見込数
みこみすう

 80人
にん

 60人
にん

 60人
にん

 60人
にん

 

 

ｅ 精 神 障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

推進
すいしん

事業
じぎょう

 

  精 神 障
せいしんしょう

がいにも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムを構築
こうちく

するため、保健所
ほけんじょ

単位
たんい

・市町村
しちょうそん

単位
たんい

で協議
きょうぎ

の場
ば

を設置
せっち

します。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

協議
きょうぎ

の場
ば

の 

実施
じ っ し

見込
み こ み

か所数
しょすう

 

保健所圏域
ほけんじょけんいき

 

11 か所
しょ

 

保健所圏域
ほけんじょけんいき

 

11 か所
しょ

 

保健所圏域
ほけんじょけんいき

 

11 か所
しょ

 

保健所圏域
ほけんじょけんいき

 

11 か所
しょ

 

市町村
しちょうそん

 

20 か所
しょ

 

市町村
しちょうそん

 

33 か所
しょ

 

市町村
しちょうそん

 

33 か所
しょ

 

市町村
しちょうそん

 

33 か所
しょ
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ｆ 特別
とくべつ

促進
そくしん

事業
じぎょう

(自閉症
じへいしょう

・発達
はったつ

障 害
しょうがい

支援
しえん

事業
じぎょう

) 

自閉症児者
じへいしょうじしゃ

に対
たい

する専門
せんもん

の医師
い し

を月
つき

１回
かい

程度
ていど

、各児童
かくじどう

相談所
そうだんじょ

に配置
はいち

し、相談
そうだん

機能
きのう

を強化
きょうか

します。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年
 ねん

度
ど

 

実施
じ っ し

見込
み こ み

か所数
しょすう

 ５か所
しょ

 ６か所
しょ

 ６か所
しょ

 ６か所
しょ

 

 

ｇ 特別
とくべつ

促進
そくしん

事業
じぎょう

（障 害 者
しょうがいしゃ

歯科
し か

診 療
しんりょう

体制
たいせい

推進
すいしん

事業
じぎょう

） 

歯科
し か

医師
い し

・歯科
し か

衛生士
えいせいし

を対 象
たいしょう

に、 障
しょう

がい者
しゃ

の診 療
しんりょう

に必要
ひつよう

な知識
ちしき

・技術
ぎじゅつ

習 得
しゅうとく

のための研 修
けんしゅう

を実施
じっし

します。 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

受講
じゅこう

見込者数
みこみしゃすう

 32人
にん

 300人
にん

 300人
にん

 300人
にん

 

 

   ｈ 特別
とくべつ

促進
そくしん

事業
じぎょう

（聴 覚 障
ちょうかくしょう

がい児等手話
じとうしゅわ

言語
げんご

獲得
かくとく

支援
しえん

事業
じぎょう

） 

     聴 覚 障
ちょうかくしょう

がいの乳幼児
にゅうようじ

が、その保護者等
ほごしゃとう

とともに手話
しゅわ

言語
げんご

を獲得
かくとく

することの

できる機会
きかい

を確保
かくほ

するため、乳幼児
にゅうようじ

に対
たい

しては絵本
えほん

の読
よ

み聞
き

かせ、手
て

遊
あそ

びな

ど、保護者等
ほごしゃとう

に対
たい

しては手話
しゅわ

学 習
がくしゅう

、ろう者
しゃ

の理解
りかい

や聞
き

こえの相談
そうだん

などを 行
おこな

い

ます。 

 

 

 

   

 

 

 

(2) 各事業
かくじぎょう

の見込量
みこみりょう

の確保
かくほ

のための方策
ほうさく

 

 ア 地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

の充 実
じゅうじつ

と効果的
こうかてき

な事業
じぎょう

展開
てんかい

 

県
けん

がこれまで 行
おこな

ってきた相談
そうだん

支援
しえん

、人材
じんざい

育成
いくせい

、社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

などに係
かか

る各種
かくしゅ

の取組
とりくみ

を基礎
き そ

に、 障
しょう

がい者
しゃ

、家族
かぞく

、支援者
しえんしゃ

などとの協 働
きょうどう

により、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、県
けん

及
およ

び圏域
けんいき

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会等
ぎかいとう

を通
つう

じ、様々
さまざま

な分野
ぶんや

の

専門家
せんもんか

などの意見
いけん

を聴
き

きながら、 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

の地域
ちいき

特性等
とくせいとう

に配慮
はいりょ

した

効果的
こうかてき

な事業
じぎょう

展開
てんかい

を図
はか

ります。 

 

 

年
ねん

 度
ど

 令和
れ い わ

２年度
 ね ん ど

実績
じっせき

 令和
れいわ

３年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

 

参加
さ ん か

見込者数計
みこみしゃすうけい

 30.6人
にん

／回
かい

 60人
にん

／回
かい

 60人
にん

／回
かい

 60人
にん

／回
かい

 

聴 覚 障
ちょうかくしょう

がい児
じ

 10.7人
にん

／回
かい

 25人
にん

／回
かい

 25人
にん

／回
かい

 25人
にん

／回
かい

 

保護者
ほ ご し ゃ

等
とう

 19.9人
にん

／回
かい

 35人
にん

／回
かい

 35人
にん

／回
かい

 35人
にん

／回
かい
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  イ 関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

 

    見込量
みこみりょう

の確保
かくほ

に向
む

けて、 障
しょう

がい福祉
ふくし

の分野
ぶんや

だけでなく、保健
ほけん

、医療
いりょう

、児童
じどう

福祉
ふくし

、

保育
ほいく

、教 育
きょういく

、雇用等
こようとう

の分野
ぶんや

の関係
かんけい

機関
きかん

との連携
れんけい

を図
はか

りながら、各事業
かくじぎょう

を推進
すいしん

して

いきます。 
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７ 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

ごとの目標値等
もくひょうちとう

 

 (1) 令和
れ い わ

５年度
ねんど

の成果
せいか

目 標
もくひょう

 

ア 福祉
ふくし

施設
しせつ

の入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

          （単位
たんい

：人
にん

） 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 

（基準
きじゅん

） 

令和元
れ い わ が ん

年度末
ね ん ど ま つ

 

現在
げんざい

の施設
し せ つ

 

入所者数
にゅうしょしゃすう

（Ａ
えー

） 

【目標値
も く ひ ょ う ち

】 

令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

末
まつ

 

までの地域
ち い き

生活
せいかつ

 

移行者数
い こ う し ゃ す う

（Ｂ
びー

） 

令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

末
まつ

の

施設
し せ つ

入所者数
にゅうしょしゃすう

の

見込
み こ み

（Ｃ
しー

） 

【目標値
も く ひ ょ う ち

】 

施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

の 

減少
げんしょう

見込
み こ み

 

（Ａ
えー

）－（Ｃ
しー

） 

横浜
よこはま

 1,437 144 1,414 23 

川崎
かわさき

 508 31 508 0 

相模原
さ が み は ら

 362 22 356 6 

横須賀
よ こ す か

・ 三浦
み う ら

 515 16 510 5 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 436 32 433 3 

湘
しょう

南西部
なんせいぶ

 603 38 591 12 

県央
けんおう

 597 28 590 7 

県西
けんせい

 360 28 343 17 

合計
ごうけい

 4,818 339 4,745 73 

比率
ひ り つ

 100% 7% 98% 2% 

注
ちゅう

：県
けん

が「当事者
とうじしゃ

目線
めせん

の支援
しえん

」を実践
じっせん

し、県立
けんりつ

施設
しせつ

を「通過型
つうかかた

施設
しせつ

」とすること等
とう

に

より、独自
どくじ

に地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を目指
め ざ

す 97人
にん

を除
のぞ

きます。 

 

  イ 福祉
ふくし

施設
しせつ

の利用者
りようしゃ

の一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への移行
いこう

 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 

（基準
きじゅん

） 

令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

に福祉
ふ く し

施設
し せ つ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

へ移行
い こ う

した人数
にんずう

 

【目標値
も く ひ ょ う ち

】 

令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

に福祉
ふ く し

施設
し せ つ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

へ移行
い こ う

する人数
にんずう

 

横浜
よこはま

 532 536 

川崎
かわさき

 209 320 

相模原
さ が み は ら

 147 187 

横須賀
よ こ す か

・ 三浦
み う ら

 92 134 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 122 253 

湘
しょう

南西部
なんせいぶ

 113 138 

県央
けんおう

 135 182 

県西
けんせい

 35 49 

合計
ごうけい

 1,385 1,799 

比率
ひ り つ

 100% 130% 
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(2) 指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の見込量
みこみりょう

 

ア 訪問系
ほうもんけい

サービス 

居宅
きょたく

介護等
かいごとう

（ホームヘルプサービス等
とう

）のサービス見込量
みこみりょう

 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 
時間
じ か ん

 229,715 246,549 262,186 279,525 

人数
にんずう

 9,062 10,325 10,996 11,747 

川崎
かわさき

 
時間
じ か ん

 54,483 58,527 61,460 64,583 

人数
にんずう

 1,996 2,133 2,210 2,291 

相模原
さ が み は ら

 
時間
じ か ん

 52,006 50,385 51,496 52,618 

人数
にんずう

 1,196 1,173 1,196 1,221 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 
時間
じ か ん

 22,512 22,169 22,817 23,486 

人数
にんずう

 1,055 994 995 995 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 
時間
じ か ん

 23,238 24,079 24,610 25,576 

人数
にんずう

 1,081 1,244 1,272 1,320 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 
時間
じ か ん

 12,466 13,179 13,898 14,242 

人数
にんずう

 702 722 742 763 

県央
けんおう

 
時間
じ か ん

 27,945 27,246 28,331 30,136 

人数
にんずう

 999 1,046 1,079 1,115 

県西
けんせい

 
時間
じ か ん

 10,496 10,616 10,936 11,326 

人数
にんずう

 489 502 526 555 

合計
ごうけい

 
時間
じ か ん

 432,861 452,750 475,734 501,492 

人数
にんずう

 16,580 18,139 19,016 20,007 
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イ 日 中
にっちゅう

活動系
かつどうけい

サービス 

(ｱ) 生活
せいかつ

介護
かいご

のサービス見込量
みこみりょう

 

（単位
たんい

：人日分
にんにちぶん

＝１か月
げつ

当
あ

たりの延
の

べ利用
りよう

日数
にっすう

） 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 
人日
にんにち

 136,891 128,853 133,022 137,192 

人数
にんずう

 8,195 7,732 7,982 8,232 

川崎
かわさき

 
人日
にんにち

 56,589 54,343 55,609 56,905 

人数
にんずう

 2,688 2,758 2,823 2,890 

相模原
さ が み は ら

 
人日
にんにち

 34,958 31,422 32,050 32,691 

人数
にんずう

 1,652 1,649 1,682 1,716 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 
人日
にんにち

 33,589 31,485 31,935 32,386 

人数
にんずう

 1,742 1,799 1,836 1,873 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 
人日
にんにち

 29,452 28,003 28,715 29,435 

人数
にんずう

 1,488 1,560 1,630 1,703 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 
人日
にんにち

 27,906 26,887 27,087 27,288 

人数
にんずう

 1,377 1,361 1,375 1,390 

県央
けんおう

 
人日
にんにち

 32,619 33,178 33,412 33,613 

人数
にんずう

 1,584 1,647 1,661 1,675 

県西
けんせい

 
人日
にんにち

 16,932 17,532 18,152 18,763 

人数
にんずう

 820 866 899 933 

合計
ごうけい

 
人日
にんにち

 368,936 351,703 359,982 368,273 

人数
にんずう

 19,546 19,372 19,888 20,412 
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(ｲ) 自立
じりつ

訓練
くんれん

（機能
きのう

訓練
くんれん

）のサービス見込量
みこみりょう

 

（単位
たんい

：人日分
にんにちぶん

＝１か月
げつ

当
あ

たりの延
の

べ利用
りよう

日数
にっすう

） 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 
人日
にんにち

 550 826 826 826 

人数
にんずう

 36 42 42 42 

川崎
かわさき

 
人日
にんにち

 188 151 151 151 

人数
にんずう

 10 9 9 9 

相模原
さ が み は ら

 
人日
にんにち

 77 102 102 102 

人数
にんずう

 4 5 5 5 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 
人日
にんにち

 234 376 407 437 

人数
にんずう

 21 29 30 31 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 
人日
にんにち

 94 250 293 338 

人数
にんずう

 7 21 24 27 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 
人日
にんにち

 200 298 303 308 

人数
にんずう

 17 21 21 21 

県央
けんおう

 
人日
にんにち

 208 313 328 343 

人数
にんずう

 12 23 23 23 

県西
けんせい

 
人日
にんにち

 156 249 267 284 

人数
にんずう

 14 20 21 22 

合計
ごうけい

 
人日
にんにち

 1,707 2,565 2,677 2,789 

人数
にんずう

 121 170 175 180 
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(ｳ) 自立
じりつ

訓練
くんれん

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

）のサービス見込量
みこみりょう

 

（単位
たんい

：人日分
にんにちぶん

＝１か月
げつ

当
あ

たりの延
の

べ利用
りよう

日数
にっすう

） 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 
人日
にんにち

 5,300 5,812 6,088 6,363 

人数
にんずう

 325 359 376 393 

川崎
かわさき

 
人日
にんにち

 2,713 2,697 3,003 3,343 

人数
にんずう

 168 175 195 217 

相模原
さ が み は ら

 
人日
にんにち

 1,491 1,576 1,658 1,739 

人数
にんずう

 85 95 100 105 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 
人日
にんにち

 422 447 459 465 

人数
にんずう

 38 46 50 55 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 
人日
にんにち

 539 441 502 574 

人数
にんずう

 35 32 37 43 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 
人日
にんにち

 305 537 559 582 

人数
にんずう

 19 27 28 29 

県央
けんおう

 
人日
にんにち

 1,130 1,127 1,132 1,137 

人数
にんずう

 68 80 81 82 

県西
けんせい

 
人日
にんにち

 91 230 284 291 

人数
にんずう

 6 13 16 17 

合計
ごうけい

 
人日
にんにち

 11,991 12,867 13,685 14,494 

人数
にんずう

 744 827 883 941 
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(ｴ) 就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

のサービス見込量
みこみりょう

 

（単位
たんい

：人日分
にんにちぶん

＝１か月
げつ

当
あ

たりの延
の

べ利用
りよう

日数
にっすう

） 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 
人日
にんにち

 23,045 25,099 26,303 27,507 

人数
にんずう

 1,311 1,476 1,547 1,617 

川崎
かわさき

 
人日
にんにち

 8,255 8,321 8,992 9,718 

人数
にんずう

 434 462 492 523 

相模原
さ が み は ら

 
人日
にんにち

 5,318 4,811 4,811 4,811 

人数
にんずう

 280 271 271 271 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 
人日
にんにち

 3,571 3,231 3,494 3,765 

人数
にんずう

 185 182 196 212 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 
人日
にんにち

 5,267 5,444 6,100 6,946 

人数
にんずう

 289 305 330 363 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 
人日
にんにち

 2,577 2,831 3,030 3,214 

人数
にんずう

 195 188 203 217 

県央
けんおう

 
人日
にんにち

 5,225 5,611 5,886 6,134 

人数
にんずう

 270 301 312 324 

県西
けんせい

 
人日
にんにち

 1,074 1,235 1,489 1,721 

人数
にんずう

 56 73 88 102 

合計
ごうけい

 
人日
にんにち

 54,332 56,583 60,105 63,816 

人数
にんずう

 3,020 3,258 3,439 3,629 
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(ｵ) 就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ
えー

型
がた

のサービス見込量
みこみりょう

 

（単位
たんい

：人日分
にんにちぶん

＝１か月
げつ

当
あ

たりの延
の

べ利用
りよう

日数
にっすう

） 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 
人日
にんにち

 14,111 17,203 17,962 18,721 

人数
にんずう

 740 880 919 958 

川崎
かわさき

 
人日
にんにち

 6,331 5,923 6,249 6,593 

人数
にんずう

 322 335 358 382 

相模原
さ が み は ら

 
人日
にんにち

 5,167 3,600 3,600 3,600 

人数
にんずう

 235 185 185 185 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 
人日
にんにち

 3,407 3,474 3,838 4,104 

人数
にんずう

 176 180 195 208 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 
人日
にんにち

 2,274 2,580 2,749 2,908 

人数
にんずう

 117 134 143 151 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 
人日
にんにち

 2,671 2,531 2,749 2,993 

人数
にんずう

 140 127 135 143 

県央
けんおう

 
人日
にんにち

 3,943 4,357 4,485 4,580 

人数
にんずう

 203 225 230 234 

県西
けんせい

 
人日
にんにち

 1,366 1,322 1,453 1,600 

人数
にんずう

 65 68 74 81 

合計
ごうけい

 
人日
にんにち

 39,270 40,990 43,085 45,099 

人数
にんずう

 1,998 2,134 2,239 2,342 
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(ｶ) 就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ
びー

型
がた

のサービス見込量
みこみりょう

 

（単位
たんい

：人日分
にんにちぶん

＝１か月
げつ

当
あ

たりの延
の

べ利用
りよう

日数
にっすう

） 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 
人日
にんにち

 70,700 79,012 83,339 87,666 

人数
にんずう

 4,250 4,605 4,857 5,109 

川崎
かわさき

 
人日
にんにち

 21,658 19,619 20,598 21,625 

人数
にんずう

 1,194 1,178 1,239 1,304 

相模原
さ が み は ら

 
人日
にんにち

 21,110 19,903 20,102 20,303 

人数
にんずう

 1,193 1,182 1,194 1,206 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 
人日
にんにち

 15,568 15,280 15,878 16,488 

人数
にんずう

 901 975 1,022 1,070 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 
人日
にんにち

 17,000 18,250 19,605 20,712 

人数
にんずう

 1,019 1,080 1,141 1,207 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 
人日
にんにち

 19,012 20,973 22,240 23,573 

人数
にんずう

 1,356 1,341 1,419 1,500 

県央
けんおう

 
人日
にんにち

 25,624 25,244 26,281 27,299 

人数
にんずう

 1,456 1,551 1,618 1,689 

県西
けんせい

 
人日
にんにち

 14,471 14,069 14,629 15,122 

人数
にんずう

 834 848 884 917 

合計
ごうけい

 
人日
にんにち

 205,143 212,350 222,672 232,788 

人数
にんずう

 12,203 12,760 13,374 14,002 

 

 

(ｷ) 就 労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
しえん

のサービス見込量
みこみりょう

 

（単位
たんい

：人分
にんぶん

＝利用
りよう

人数
にんずう

） 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 人
にん

 617 1,070 1,190 1,397 

川崎
かわさき

 人
にん

 267 233 244 256 

相模原
さ が み は ら

 人
にん

 152 143 150 158 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 人
にん

 97 93 105 119 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 人
にん

 124 141 167 211 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 人
にん

 94 90 111 135 

県央
けんおう

 人
にん

 151 246 292 335 

県西
けんせい

 人
にん

 24 29 32 36 

合計
ごうけい

 人
にん

 1,526 2,045 2,291 2,647 
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(ｸ) 療 養
りょうよう

介護
かいご

のサービス見込量
みこみりょう

 

（単位
たんい

：人分
にんぶん

＝利用
りよう

人数
にんずう

） 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 人
にん

 282 279 279 284 

川崎
かわさき

 人
にん

 108 111 111 111 

相模原
さ が み は ら

 人
にん

 84 81 81 81 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 人
にん

 95 96 100 101 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 人
にん

 57 61 62 63 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 人
にん

 63 64 63 63 

県央
けんおう

 人
にん

 77 79 78 77 

県西
けんせい

 人
にん

 64 65 66 68 

合計
ごうけい

 人
にん

 830 836 840 848 

 

(ｹ) 短期
たんき

入 所
にゅうしょ

のサービス見込量
みこみりょう

 

（単位
たんい

：人日分
にんにちぶん

＝１か月
げつ

当
あ

たりの延
の

べ利用
りよう

日数
にっすう

） 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 
人日
にんにち

 5,931 7,500 7,650 7,800 

人数
にんずう

 1,016 1,500 1,530 1,560 

川崎
かわさき

 
人日
にんにち

 2,547 2,834 2,912 2,993 

人数
にんずう

 432 580 596 612 

相模原
さ が み は ら

 
人日
にんにち

 1,667 2,127 2,142 2,157 

人数
にんずう

 213 266 268 270 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 
人日
にんにち

 1,819 2,964 3,174 3,395 

人数
にんずう

 383 657 719 781 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 
人日
にんにち

 1,361 1,745 1,898 2,050 

人数
にんずう

 235 327 356 385 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 
人日
にんにち

 1,251 2,552 2,631 2,741 

人数
にんずう

 344 366 383 402 

県央
けんおう

 
人日
にんにち

 1,752 2,739 2,908 3,098 

人数
にんずう

 268 460 488 517 

県西
けんせい

 
人日
にんにち

 650 947 1,095 1,207 

人数
にんずう

 73 190 217 245 

合計
ごうけい

 
人日
にんにち

 16,978 23,408 24,410 25,441 

人数
にんずう

 2,964 4,346 4,557 4,772 
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障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
福祉型
ふ く し が た

短期
た ん き

入所
にゅうしょ

サービス見込量
み こみ りょう

 医療型
いりょうがた

短期
た ん き

入所
にゅうしょ

サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 
人日
にんにち

 5,500 5,600 5,700 2,000 2,050 2,100 

人数
にんずう

 1,100 1,120 1,140 400 410 420 

川崎
かわさき

 
人日
にんにち

 2,650 2,723 2,799 184 189 194 

人数
にんずう

 539 554 569 41 42 43 

相模原
さ が み は ら

 
人日
にんにち

 1,887 1,902 1,917 240 240 240 

人数
にんずう

 236 238 240 30 30 30 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 
人日
にんにち

 2,871 3,068 3,266 93 106 129 

人数
にんずう

 637 696 755 20 23 26 

湘
し ょ う

南 東 部
な ん と う ぶ

 
人日
にんにち

 1,599 1,727 1,841 146 171 209 

人数
にんずう

 298 322 344 29 34 41 

湘
し ょ う

南 西 部
な ん せ い ぶ

 
人日
にんにち

 2,378 2,446 2,544 174 185 197 

人数
にんずう

 336 351 368 30 32 34 

県央
けんおう

 
人日
にんにち

 2,532 2,689 2,868 207 219 230 

人数
にんずう

 416 442 468 44 46 49 

県西
けんせい

 
人日
にんにち

 884 1,015 1,120 63 80 87 

人数
にんずう

 177 201 227 13 16 18 

合計
ごうけい

 
人日
にんにち

 20,301 21,170 22,055 3,107 3,240 3,386 

人数
にんずう

 3,739 3,924 4,111 607 633 661 
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ウ 居 住 系
きょじゅうけい

サービス 

(ｱ) 自立
じりつ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

のサービス見込量
みこみりょう

 

（単位
たんい

：人分
ひとぶん

＝利用
りよう

人数
にんずう

） 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れいかず

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 人
にん

 60 80 100 120 

川崎
かわさき

 人
にん

 0 7 7 7 

相模原
さ が み は ら

 人
にん

 0 1 1 1 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 人
にん

 2 6 6 6 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 人
にん

 0 7 12 16 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 人
にん

 0 5 5 5 

県央
けんおう

 人
にん

 2 8 11 14 

県西
けんせい

 人
にん

 0 5 6 8 

合計
ごうけい

 人
にん

 64 119 148 177 

 

 

(ｲ) 共 同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（グループホーム）のサービス見込量
みこみりょう

 

（単位
たんい

：人分
にんぶん

＝利用
りよう

人数
にんずう

） 

障
しょう

が保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 人
にん

 4,952 5,000 5,200 5,400 

川崎
かわさき

 人
にん

 1,437 1,393 1,493 1,593 

相模原
さ が み は ら

 人
にん

 915 903 1,038 1,193 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 人
にん

 667 704 749 796 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 人
にん

 701 661 692 724 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 人
にん

 664 678 733 778 

県央
けんおう

 人
にん

 838 917 977 1,039 

県西
けんせい

 人
にん

 364 385 414 432 

合計
ごうけい

 人
にん

 10,538 10,641 11,296 11,955 
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(ｳ) 施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

（障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

における入 所
にゅうしょ

サービス）のサービス見込量
みこみりょう

 

（単位
たんい

：人分
にんぶん

＝利用
りよう

人数
にんずう

） 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 人
にん

 1,409 1,426 1,420 1,414 

川崎
かわさき

 人
にん

 499 553 553 553 

相模原
さ が み は ら

 人
にん

 353 357 356 356 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 人
にん

 508 514 513 510 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 人
にん

 415 434 434 433 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 人
にん

 603 604 599 594 

県央
けんおう

 人
にん

 579 601 594 590 

県西
けんせい

 人
にん

 348 355 352 345 

合計
ごうけい

 人
にん

 4,714 4,844 4,821 4,795 

 

エ 指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

 

指定
してい

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

の見込量
みこみりょう

 

（単位
たんい

：人分
にんぶん

＝利用
りよう

人数
にんずう

） 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 人
にん

 
13,262 16,322 18,805 21,453 

川崎
かわさき

 人
にん

 
3,108 1,890 2,140 2,390 

相模原
さ が み は ら

 人
にん

 
794 782 820 861 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 人
にん

 
807 776 835 894 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 人
にん

 
349 420 492 557 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 人
にん

 
717 815 845 874 

県央
けんおう

 人
にん

 
677 827 904 974 

県西
けんせい

 人
にん

 
362 472 491 510 

合計
ごうけい

 人
にん

 
20,076 22,304 25,332 28,513 
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オ 指定
してい

地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

 

(ｱ) 地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

の見込量
みこみりょう

 

（単位
たんい

：人分
にんぶん

＝年間
ねんかん

の利用
りよう

人数
にんずう

） 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 人
にん

 18 10 11 12 

川崎
かわさき

 人
にん

 9 8 8 8 

相模原
さ が み は ら

 人
にん

 7 4 4 4 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 人
にん

 15 21 24 26 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 人
にん

 2 4 9 15 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 人
にん

 3 7 7 7 

県央
けんおう

 人
にん

 2 23 25 28 

県西
けんせい

 人
にん

 3 11 14 15 

合計
ごうけい

 人
にん

 59 88 102 115 

 

(ｲ) 地域
ちいき

定 着
ていちゃく

支援
しえん

の見込量
みこみりょう

 

（単位
たんい

：人分
にんぶん

＝年間
ねんかん

の利用
りよう

人数
にんずう

） 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 人
にん

 41 50 60 70 

川崎
かわさき

 人
にん

 4 11 11 11 

相模原
さ が み は ら

 人
にん

 3 2 2 2 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 人
にん

 2 8 10 12 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 人
にん

 0 4 9 15 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 人
にん

 1 5 5 5 

県央
けんおう

 人
にん

 0 19 19 21 

県西
けんせい

 人
にん

 3 12 16 17 

合計
ごうけい

 人
にん

 54 111 132 153 
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 (3) 指定
してい

障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

、指定
してい

障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

及
およ

び指定
してい

障害児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

の見込量
みこみりょう

 

ア 障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
しえん

 

(ｱ) 児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

の見込量
みこみりょう

（単位
たんい

：人日分
にんにちぶん

＝１か月
げつ

当
あ

たりの延
の

べ利用
りよう

日数
にっすう

） 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 
人日
にんにち

 22,660 24,750 26,242 27,292 

人数
にんずう

 3,687 3,800 4,000 4,000 

川崎
かわさき

 
人日
にんにち

 16,095 11,311 11,561 11,817 

人数
にんずう

 1,911 1,641 1,647 1,653 

相模原
さ が み は ら

 
人日
にんにち

 5,285 6,503 6,867 6,867 

人数
にんずう

 856 813 859 858 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 
人日
にんにち

 3,457 3,080 3,278 3,475 

人数
にんずう

 459 462 488 512 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 
人日
にんにち

 6,462 6,232 6,668 7,142 

人数
にんずう

 697 740 793 851 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 
人日
にんにち

 4,605 4,100 4,223 4,348 

人数
にんずう

 608 553 566 583 

県央
けんおう

 
人日
にんにち

 7,031 6,891 7,426 7,972 

人数
にんずう

 929 955 1,028 1,104 

県西
けんせい

 
人日
にんにち

 3,115 3,306 3,535 3,808 

人数
にんずう

 428 393 413 434 

合計
ごうけい

 
人日
にんにち

 68,710 66,173 69,800 72,721 

人数
にんずう

 9,575 9,357 9,794 9,995 
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(ｲ) 医療型
いりょうがた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

の見込量
みこみりょう

（単位
たんい

：人日分
ひとひぶん

＝１か月
げつ

当
あ

たりの延
の

べ利用
りよう

日数
にっすう

） 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 
人日
にんにち

 1,028 1,500 1,500 1,500 

人数
にんずう

 161 185 185 185 

川崎
かわさき

 
人日
にんにち

 318 335 335 335 

人数
にんずう

 51 62 62 62 

相模原
さ が み は ら

 
人日
にんにち

 218 200 200 200 

人数
にんずう

 22 20 20 20 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 
人日
にんにち

 44 93 93 94 

人数
にんずう

 8 16 16 17 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 
人日
にんにち

 0 0 0 4 

人数
にんずう

 0 0 0 1 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 
人日
にんにち

 0 9 9 9 

人数
にんずう

 0 3 3 3 

県央
けんおう

 
人日
にんにち

 0 10 10 15 

人数
にんずう

 0 2 2 5 

県西
けんせい

 
人日
にんにち

 0 1 1 1 

人数
にんずう

 0 1 1 1 

合計
ごうけい

 
人日
にんにち

 1,608 2,148 2,148 2,158 

人数
にんずう

 242 289 289 294 
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(ｳ) 放課後等
ほうかごとう

デイサービスの見込量
みこみりょう

 

（単位
たんい

：人日分
にんにちぶん

＝１か月
げつ

当
あ

たりの延
の

べ利用
りよう

日数
にっすう

） 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 
人日
にんにち

 79,839 94,000 106,225 120,042 

人数
にんずう

 7,845 8,800 9,700 10,700 

川崎
かわさき

 
人日
にんにち

 34,336 35,759 40,262 45,333 

人数
にんずう

 2,643 2,701 2,968 3,261 

相模原
さ が み は ら

 
人日
にんにち

 19,711 25,962 27,312 27,312 

人数
にんずう

 1,760 1,895 1,992 1,994 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 
人日
にんにち

 13,774 12,685 13,146 13,619 

人数
にんずう

 1,237 1,237 1,274 1,314 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 
人日
にんにち

 15,700 16,182 17,873 19,747 

人数
にんずう

 1,309 1,621 1,789 1,975 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 
人日
にんにち

 13,080 12,646 13,097 13,565 

人数
にんずう

 1,247 1,309 1,352 1,397 

県央
けんおう

 
人日
にんにち

 19,046 17,981 19,137 20,498 

人数
にんずう

 2,088 2,213 2,376 2,555 

県西
けんせい

 
人日
にんにち

 6,807 7,141 7,638 8,129 

人数
にんずう

 515 578 617 653 

合計
ごうけい

 
人日
にんにち

 202,293 222,356 244,690 268,245 

人数
にんずう

 18,644 20,354 22,068 23,849 
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(ｴ) 居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

の見込量
みこみりょう

 

（単位
たんい

：人日分
にんにちぶん

＝１か月
げつ

当
あ

たりの延
の

べ利用
りよう

日数
にっすう

）   

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 
人日
にんにち

 137 60 60 60 

人数
にんずう

 10 30 30 30 

川崎
かわさき

 
人日
にんにち

 7 60 80 100 

人数
にんずう

 2 6 8 10 

相模原
さ が み は ら

 
人日
にんにち

 4 20 20 20 

人数
にんずう

 1 1 1 1 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 
人日
にんにち

 0 5 5 6 

人数
にんずう

 0 2 2 3 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 
人日
にんにち

 0 4 8 18 

人数
にんずう

 0 1 2 3 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 
人日
にんにち

 0 8 8 8 

人数
にんずう

 0 3 3 3 

県央
けんおう

 
人日
にんにち

 0 5 5 18 

人数
にんずう

 0 2 2 6 

県西
けんせい

 
人日
にんにち

 0 1 1 3 

人数
にんずう

 0 1 1 18 

合計
ごうけい

 
人日
にんにち

 148 163 187 233 

人数
にんずう

 13 46 49 74 
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(ｵ) 保育所等訪問
ほいくしょとうほうもん

支援
しえん

の見込量
みこみりょう

 

（単位
たんい

：人日分
にんにちぶん

＝１か月
げつ

当
あ

たりの延
の

べ利用
りよう

日数
にっすう

） 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 
人日
にんにち

 486 400 433 467 

人数
にんずう

 284 600 650 700 

川崎
かわさき

 
人日
にんにち

 147 73 88 108 

人数
にんずう

 103 45 55 68 

相模原
さ が み は ら

 
人日
にんにち

 63 40 42 44 

人数
にんずう

 42 30 31 32 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 
人日
にんにち

 5 18 23 26 

人数
にんずう

 5 9 11 13 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 
人日
にんにち

 18 21 26 31 

人数
にんずう

 15 14 18 22 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 
人日
にんにち

 50 38 42 46 

人数
にんずう

 36 20 22 24 

県央
けんおう

 
人日
にんにち

 57 77 89 105 

人数
にんずう

 46 57 67 79 

県西
けんせい

 
人日
にんにち

 13 25 28 29 

人数
にんずう

 13 23 25 26 

合計
ごうけい

 
人日
にんにち

 839 692 771 856 

人数
にんずう

 544 798 879 964 

 

 

イ 障害児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

 

(ｱ) 福祉型
ふくしがた

障害児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

の見込量
みこみりょう

 

（単位
たんい

：人分
にんぶん

＝利用
りよう

人数
にんずう

） 

措置
そ ち

及
およ

び支給
し き ゅ う

 

決定権者
けっていけんしゃ

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜市
よ こ は ま し

 人
にん

 165 190 190 190 

川崎市
か わ さ き し

 人
にん

 52 53 53 53 

相模原市
さ が み は ら し

 人
にん

 1 2 2 2 

横須賀市
よ こ す か し

 人
にん

 27 28 28 28 

県
けん

 人
にん

 56 214 216 229 

合計
ごうけい

 人
にん

 301 487 489 502 
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(ｲ) 医療型
いりょうがた

障害児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

の見込量
みこみりょう

 

（単位
たんい

：人分
にんぶん

＝利用
りよう

人数
にんずう

） 

措置
そ ち

及
およ

び支給
し き ゅ う

 

決定権者
けっていけんしゃ

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜市
よ こ は ま し

 人
にん

 82 90 90 90 

川崎市
か わ さ き し

 人
にん

 25 25 25 25 

相模原市
さ が み は ら し

 人
にん

 6 7 7 7 

横須賀市
よ こ す か し

 人
にん

 8 9 9 9 

県
けん

 人
ひと

 31 45 50 51 

合計
ごうけい

 人
ひと

 152 176 181 182 

 

ウ 障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

 

障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
しえん

の見込量
みこみりょう

 

（単位
たんい

：人分
にんぶん

＝利用
りよう

人数
にんずう

） 

障
しょう

がい保健
ほ け ん

 

福祉圏域
ふ く し け ん い き

 
単位
た ん い

 
利用
り よ う

実績
じっせき

 サービス見込量
み こみ りょう

 

令和
れ い わ

２年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 

横浜
よこはま

 人
にん

 3,334 2,850 3,000 3,150 

川崎
かわさき

 人
にん

 2,017 307 316 325 

相模原
さ が み は ら

 人
にん

 338 361 379 398 

横須賀
よ こ す か

・三浦
み う ら

 人
にん

 195 278 316 355 

湘
しょう

南東部
な ん と う ぶ

 人
にん

 154 194 211 232 

湘
しょう

南西部
な ん せ い ぶ

 人
にん

 1,070 1,114 1,164 1,216 

県央
けんおう

 人
にん

 196 236 259 290 

県西
けんせい

 人
にん

 75 88 102 113 

合計
ごうけい

 人
にん

 7,379 5,428 5,747 6,079 
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８ 計画
けいかく

の達成
たっせい

状 況
じょうきょう

の点検
てんけん

・評価
ひょうか

及
およ

び計画
けいかく

の見直
みなお

し 

 

この計画
けいかく

における成果
せいか

目 標
もくひょう

の達成
たっせい

状 況
じょうきょう

やサービス見込量等
みこみりょうとう

の実績
じっせき

については、Ｐ

ＤＣＡサイクル＊46 を活用
かつよう

し、毎年度
まいねんど

、調査
ちょうさ

を 行
おこな

って把握
はあく

するとともに、調査
ちょうさ

結果
けっか

を

神奈川県
かながわけん

障 害 者
しょうがいしゃ

施策審
しさくしん

議会
ぎかい

及
およ

び神奈川県
かながわけん

障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

＊16 に報告
ほうこく

して点検
てんけん

・

評価
ひょうか

を 行
おこな

います。 

また、点検
てんけん

・評価
ひょうか

の結果
けっか

を踏
ふ

まえ、必要
ひつよう

があると認
みと

めるときは、計画
けいかく

の変更
へんこう

や、計画
けいかく

に記載
きさい

した事業
じぎょう

の見直
みなお

し等
とう

を 行
おこな

います。 
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参考
さんこう

１ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

交付者
こうふしゃ

、知的
ち て き

障害児者
しょうがいじしゃ

把握数
はあくすう

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

交付者
こうふしゃ

数等
すうとう

 

 

身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

交付者数
こうふしゃすう

          令和
れいわ

３年
ねん

３月
がつ

31日
ひ

現在
げんざい

（単位
たんい

：人
ひと

） 

地域
ち い き

 総数
そうすう

 視覚
し か く

障害
しょうがい

 
聴覚
ちょうかく

・平衡
へいこう

機能
き の う

障害
しょうがい

 

音 声
おんせい

・言 語
げ ん ご

 

・そしゃく

機能
き の う

障害
しょうがい

 

肢体
し た い

 

不自由
ふ じ ゆ う

 
内部
な い ぶ

障害
しょうがい

 

政令市
せいれいし

 157,070 9,923 14,271 1,705 74,853 56,318 

中核市
ちゅうかくし

 13,117 893 1,313 129 6,052 4,730 

政令市
せいれいし

・

中核市
ちゅうかくし

を

除
のぞ

く県域
けんいき

 

98,260 6,934 9,248 1,476 48,878 31,724 

県
けん

 計
けい

 268,447 17,750 24,832 3,310 129,783 92,772 

 

 地域
ち い き

 総数
そうすう

 
視覚
し か く

障害
しょうがい

 

聴覚
ちょうかく

・

平衡
へいこう

機能
き の う

障害
しょうがい

 

音 声
おんせい

・言 語
げ ん ご

 

・そしゃく

機能
き の う

障害
しょうがい

 

肢体
し た い

 

不自由
ふ じ ゆ う

 

内部
な い ぶ

障害
しょうがい

 

18
歳さ

い

以
上

い
じ
ょ
う 

（

65
歳さ

い

以
上
内
数

い
じ
ょ
う
う
ち
す
う

） 

政令市
せいれいし

 
153,432 

(108,944) 

9,765 

(6,741) 

13,818 

(10,311) 

1,687 

(1,113) 

72,518 

(49,154) 

55,644 

(41,625) 

中核市
ちゅうかくし

 
12,881 

(9,769) 

890 

(692) 

1,278 

(1,035) 

128 

(94) 

5,889 

(4,182) 

4,696 

(3,766) 

政令市
せいれいし

・ 

中核市
ちゅうかくし

を 

除
のぞ

く県域
けんいき

 

96,640 

(73,394) 

6,879 

(5,263) 

9,009 

(6,883) 

1,470 

(1,133) 

47,848 

(35,300) 

31,434 

(24,815) 

県計
けんけい

 
262,953 

(192,107) 

17,534 

(12,696) 

24,105 

(18,229) 

3,285 

(2,340) 

126,255 

(88,636) 

91,774 

(70,206) 

18
歳さ

い

未
満

み

ま

ん 

政令市
せいれいし

 3,638 158 453 18 2,335 674 

中核市
ちゅうかくし

 236 3 35 1 163 34 

政令市
せいれいし

・ 

中核市
ちゅうかくし

を 

除
のぞ

く県域
けんいき

 

1,620 55 239 6 1,030 290 

県計
けんけい

 5,494 216 727 25 3,528 998 
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知的
ちてき

障害児者
しょうがいじしゃ

把握数
はあくすう

            令和
れいわ

３年
ねん

３月
がつ

31日
ひ

現在
げんざい

（単位
たんい

：人
にん

） 

地域
ち い き

 総数
そうすう

 重度
じゅうど

 中度
ちゅうど

 軽度
け い ど

 

政令市
せいれいし

 50,136 16,231 10,577 23,328 

中核市
ちゅうかくし

 3,414 1,315 838 1,261 

政令市
せいれいし

・中核市
ちゅうかくし

を 

除
のぞ

く県域
けんいき

 
23,642 8,211 5,813 9,618 

県計
けんけい

 77,192 25,757 17,228 34,207 

 

 地域
ち い き

 総数
そうすう

 重度
じゅうど

 中度
ちゅうど

 軽度
け い ど

 

18
歳さ

い

以
上

い
じ
ょ
う 

（

65
歳さ

い

以
上

い
じ
ょ
う

内
数

う
ち
す
う

） 

政令市
せいれいし

 
32,480 

(1,669) 

12,960 

(843) 

8,105 

(625) 

11,415 

(201) 

中核市
ちゅうかくし

 
2,396 

(202) 

1,089 

(88) 

681 

(98) 

626 

(16) 

政令市
せいれいし

・中核市
ちゅうかくし

を除
のぞ

く県域
けんいき

 

16,301 

(1,160) 

6,668 

(556) 

4,469 

(456) 

5,164 

(148) 

県計
けんけい

 
51,177 

(3,031) 

20,717 

(1,487) 

13,255 

(1,179) 

17,205 

(365) 

18
歳さ

い

未
満

み

ま

ん 

政令市
せいれいし

 17,656 3,271 2,472 11,913 

中核市
ちゅうかくし

 1,018 226 157 635 

政令市
せいれいし

・中核市
ちゅうかくし

を除
のぞ

く県域
けんいき

 
7,341 1,543 1,344 4,454 

県計
けんけい

 26,015 5,040 3,973 17,002 

 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

交付者
こうふしゃ

数等
すうとう

        令和
れいわ

３年
ねん

３月
がつ

31日
ひ

現在
げんざい

（単位
たんい

：人
にん

） 

地域
ち い き

 政令市
せ い れ い し

 中核市
ちゅうかくし

 
政令市
せ い れ い し

・ 中核市
ち ゅ う か く し

を 除
のぞ

く 県域
けんいき

 
県計
けんけい

 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

 

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

交付者数
こ う ふ し ゃ す う

 
64,272 4,088 25,326 93,686 

自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

件数
けんすう

 116,214 7,610 50,252 174,076 
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参考
さんこう

２ 神奈川県
かながわけん

障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

の改定
かいてい

に関
かん

する主
しゅ

な経過
けいか

 
 

１ 計画
けいかく

改定
かいてい

への県民
けんみん

意見等
いけんとう

の反映
はんえい

 

 (1) 実施
じっし

内容
ないよう

 

意見
いけん

聴 取
ちょうしゅ

方法
ほうほう

 実施
じっし

期間
きかん

 提 出
ていしゅつ

意見数
いけんすう

 

県民
けんみん

意見
いけん

募集
ぼしゅう

（パブリック・コメント） 
令和
れいわ

３年
ねん

12月
がつ

17日
にち

 

～令和
れいわ

４年
ねん

１月
つき

17日
にち

 
100件

けん

 

障
しょう

がい当事者等関係
とうじしゃとうかんけい

団体
だんたい

へのヒアリング 令和
れいわ

４年
ねん

１月
つき

18日
にち

 57件
けん

 

 

(2) 実施
じっし

結果
けっか

 

 ア 意見
いけん

の内訳
うちわけ

 

区
く

   分
ぶん

 件数
けんすう

 

・ 基本
きほん

理念等
りねんとう

に関
かん

する意見
いけん

 35 

・ 令和
れいわ

５年度
ねんど

の成果
せいか

目 標
もくひょう

の設定
せってい

に関
かん

する意見
いけん

 89 

・ 各年度
かくねんど

における指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
など

の必 要 量
ひつようりょう

の見込
み こ

みに関
かん

す

る意見
いけん

 

５ 

・ 指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス等
とう

の提 供
ていきょう

体制
たいせい

の確保
かくほ

に関
かん

する意見
いけん

 ４ 

・ 各年度
かくねんど

の指定
してい

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

及
およ

び指定
してい

障害児
しょうがいじ

入 所
にゅうしょ

施設等
しせつとう

の必要
ひつよう

入 所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

に関
かん

する意見
いけん

 

０ 

・ 県
けん

の地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

の実施
じっし

に関
かん

する事項
じこう

に関
かん

する意見
いけん

 ２ 

・ 障
しょう

がい保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

ごとの目標値等
もくひょうちとう

に関
かん

する意見
いけん

 ０ 

・ 計画
けいかく

の達成
たっせい

状 況
じょうきょう

の点検
てんけん

・評価
ひょうか

及
およ

び計画
けいかく

の見直
みなお

しに関
かん

する意見
いけん

 ０ 

・ その他
た

 22 

計
けい

 157 

  イ 意見
いけん

の反映
はんえい

状 況
じょうきょう

 

区
く

   分
ぶん

 件数
けんすう

 

・ 計画案
けいかくあん

に反映
はんえい

したもの（意見
いけん

の趣旨
しゅし

を既
き

に計画案
けいかくあん

に記載
きさい

していた

場合
ばあい

を含
ふく

む。） 

31 

・ 計画案
けいかくあん

には反映
はんえい

していないが、意見
いけん

のあった施策等
しさくとう

は既
き

に取
と

り組
く

んで

いるもの 

６ 

・ 意見
いけん

の趣旨
しゅし

を今後
こんご

の取組
とりくみ

の参考
さんこう

とするもの 71 

・ 計画
けいかく

に反映
はんえい

できないもの 11 

・ その他
た

（感想
かんそう

・質問等
しつもんとう

） 38 

計
けい

 157 
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２ 神奈川県
かながわけん

障 害 者
しょうがいしゃ

施策審
しさくしん

議会
ぎかい

による計画
けいかく

改定
かいてい

の審議
しんぎ

 

開催日
かいさいび

 開催回
かいさいかい

 計画
けいかく

改定
かいてい

に係
かか

る審議
しんぎ

内容
ないよう

 

令和
れいわ

３年
ねん

６月
がつ

16日
にち

 第
だい

29回
かい

 計画
けいかく

の改定
かいてい

について 

令和
れいわ

３年
ねん

９月
がつ

９日
にち

 
第
だい

30回
かい

 

（書面
しょめん

開催
かいさい

） 

第
だい

５期
き

計画
けいかく

の総括
そうかつ

及
およ

び第
だい

６期
き

計画
けいかく

骨子案
こっしあん

について 

令和
れいわ

３年
ねん

11月
がつ

２日
にち

 第
だい

31回
かい

 
第
だい

６期
き

計画
けいかく

の基本
きほん

理念等
りねんとう

及
およ

び成果
せいか

目 標
もくひょう

に

ついて 

令和
れいわ

３年
ねん

11月
がつ

25日
にち

 第
だい

32回
かい

 第
だい

６期
き

計画
けいかく

素案
そあん

について 

令和
れいわ

４年
ねん

２月
がつ

14日
にち

 第
だい

33回
かい

 第
だい

６期
き

計画案
けいかくあん

について 

 

３ 神奈川県
かながわけん

議会
ぎかい

への報告
ほうこく

 

会
かい

 期
き

 内
ない

  容
よう

 

令和
れいわ

３年
ねん

第
だい

３回
かい

定例会
ていれいかい

（前半
ぜんはん

） 厚生
こうせい

常 任
じょうにん

委員会
いいんかい

に第
だい

６期
き

計画
けいかく

骨子案
こっしあん

を報告
ほうこく

 

令和
れいわ

３年
ねん

第
だい

３回
かい

定例会
ていれいかい

（後半
こうはん

） 
厚生
こうせい

常 任
じょうにん

委員会
いいんかい

及
およ

び 共 生
きょうせい

社会
しゃかい

推進
すいしん

特別
とくべつ

委員会
いいんかい

に第
だい

６期
き

計画
けいかく

素案
そあん

を報告
ほうこく

 

令和
れいわ

４年
ねん

第
だい

１回
かい

定例会
ていれいかい

 厚生
こうせい

常 任
じょうにん

委員会
いいんかい

に第
だい

６期
き

計画案
けいかくあん

を報告
ほうこく

 

 

４ その他
た

の主
しゅ

な経過
けいか

 

実施日
じ っ し び

 内
ない

  容
よう

 

令和
れいわ

３年
ねん

７月
がつ

16日
にち

 
神奈川県
かながわけん

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

（第
だい

30回
かい

・書面
しょめん

開催
かいさい

）において

計画
けいかく

改定
かいてい

について意見
いけん

聴 取
ちょうしゅ

 

令和
れいわ

３年
ねん

12月
がつ

13日
にち

 
神奈川県
かながわけん

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

（第
だい

31回
かい

・書面
しょめん

開催
かいさい

）において第
だい

６

期
き

計画
けいかく

素案
そあん

について意見
いけん

聴 取
ちょうしゅ

 

令和
れいわ

３年
ねん

12月
がつ

23日
にち

 
神奈川県
かながわけん

社会
しゃかい

福祉審
ふくししん

議会
ぎかい

（書面
しょめん

開催
かいさい

）に第
だい

６期
き

計画
けいかく

素案
そあん

を

報告
ほうこく

 

令和
れいわ

３年
ねん

12月
がつ

16日
にち

 
県内
けんない

市町村障
しちょうそんしょう

がい福祉主管
ふくししゅかん

課長
かちょう

あて第
だい

６期
き

計画
けいかく

素案
そあん

につい

て意見
いけん

照 会
しょうかい

 

令和
れいわ

４年
ねん

３月
がつ

24日
にち

 神奈川県
かながわけん

社会
しゃかい

福祉審
ふくししん

議会
ぎかい

に第
だい

６期
き

計画案
けいかくあん

を報告
ほうこく
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参考
さんこう

３ 用語
よ う ご

の説明
せつめい

 

番号
ばんごう

 用語
よ う ご

 説明
せつめい

 

＊１ 障
しょう

がい者
しゃ

 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

福祉法
ふ く しほ う

第
だい

４条
じょう

に規定
き て い

する身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

福祉法
ふ く しほ う

にいう知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

のうち18歳
さい

以上
いじょう

である

者
もの

及
およ

び精神
せいしん

保健
ほ け ん

及
およ

び精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

に関
かん

する法律
ほうりつ

第
だい

５

条
じょう

に規定
き て い

する精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

（発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
し え んほ う

第
だい

２条
じょう

第
だい

２項
こう

に規定
き て い

する発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

を含
ふく

み、知的障害者福祉法
ちてきしょうがいしゃふくしほう

にいう知的障害者
ちてきしょうがいしゃ

を除
じょ

く。）のうち 18歳以上
さいいじょう

である者並
ものなみ

びに治療方法
ちりょうほうほう

が確立
かくりつ

していない疾病
しっぺい

その他
ほか

の特殊
とくしゅ

の疾病
しっぺい

であって政令
せいれい

で定
てい

めるものによる 障
しょう

がいの程度
て い ど

が

厚生労働大臣
こうせいろうどうだいじん

が定
てい

める程度
て い ど

である者
もの

であって 18歳以上
さいいじょう

であるものをいう。 

＊２ 障
しょう

がい児
じ

 児童
じ ど う

福祉法
ふ く しほ う

第
だい

４条
じょう

第
だい

２項
こう

に規定
き て い

する障害児
しょうがいじ

をいう。 

＊３ 発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センター 発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
し え んほ う

第
だい

14条
じょう

に基
もと

づき、発達障
はったつしょう

がいの早期
そ う き

発見
はっけん

、早期
そ う き

の発達
はったつ

支援等
し え んと う

に資
し

するよう、発達障
はったつしょう

がい者
しゃ

及
およ

びその家族
か ぞ く

その他
ほか

の関係者
かんけいしゃ

に対
たい

し、専門的
せんもんてき

にその相談
そうだん

に

応
おう

じ、情報
じょうほう

提供
ていきょう

若
も

しくは助言
じょげん

を行
おこな

うこと等
とう

の業務
ぎょうむ

を行
おこな

う支援
し え ん

機関
き か ん

 

＊４ 発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

支援
し え ん

 

マネージャー 

障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え んほ う

に基
もと

づく地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

に位置付
い ち づ

けられ、各地域
か く ちい き

における発達障
はったつしょう

がい児者
じ し ゃ

の支援
し え ん

体制
たいせい

の

整備
せ い び

に係
かかわ

る市町村
しちょうそん

や事業所等
じぎょうしょとう

への支援
し え ん

・助言
じょげん

や、医療
いりょう

機関
き か ん

との連携等
れんけいとう

を図
はか

る役割
やくわり

を持
も

つ者
しゃ

 

＊５ 強度
きょうど

行動障
こうどうしょう

がい 自分
じ ぶ ん

の体
からだ

を叩
たた

いたり食
た

べられないものを口
くち

に入
い

れる、

危険
き け ん

につながる飛
と

び出
だ

しなど本人
ほんにん

の健康
けんこう

を損
そこ

ねる行動
こうどう

、

他人
た に ん

を叩
たた

いたり物
もの

を壊
こわ

す、大
おお

泣
な

きが何時間
な ん じか ん

も続
つづ

くなど

周囲
しゅうい

の人
ひと

の生活
せいかつ

に影響
えいきょう

を及
およ

ぼす行動
こうどう

が、 著
いちじる

しく高
たか

い

頻度
ひ ん ど

で起
お

こるため、特別
とくべつ

に配慮
はいりょ

された支援
し え ん

が必要
ひつよう

になっ

ている状態
じょうたい

のこと 

＊６ 高次脳
こ う じの う

機能障
きのうしょう

がい 交通
こうつう

事故
じ こ

や病気
びょうき

などによる脳
のう

への損傷
そんしょう

に基
もと

づく後遺症
こういしょう

により、記憶
き お く

、注意
ちゅうい

、遂行
すいこう

機能
き の う

、社会
しゃかい

行動
こうどう

などの認知
に ん ち

機能
き の う

（高次脳機能
こ う じ の う き の う

）に障
しょう

がいが起
お

きた状態
じょうたい

 

＊７ 業務
ぎょうむ

継続
けいぞく

計画
けいかく

 大地震等
だいじしんとう

の自然
し ぜ ん

災害
さいがい

、感染症
かんせんしょう

のまん延
えん

など不測
ふ そ く

の事態
じ た い

が

発生
はっせい

しても、重要
じゅうよう

な事業
じぎょう

を中断
ちゅうだん

させない、または中断
ちゅうだん

しても可能
か の う

な限
かぎ

り短
みじか

い時間
じ か ん

で復旧
ふっきゅう

させるための方針
ほうしん

、

体制
たいせい

、手順等
てじゅんとう

を示
しめ

した計画
けいかく
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番号
ばんごう

 用語
よ う ご

 説明
せつめい

 

＊８ 合理的
ご う りて き

配慮
はいりょ

 行政
ぎょうせい

機関等
き か んと う

及
およ

び事業者
じぎょうしゃ

がその事業
じぎょう

を行
おこな

うに当
あ

たり、障
しょう

がい者
しゃ

から社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を必要
ひつよう

としている旨
むね

の

意思
い し

表明
ひょうめい

があった場合
ば あ い

において、その実施
じ っ し

に伴
ともな

う負担
ふ た ん

が過重
かじゅう

でない範囲内
は ん いな い

で、社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を行
おこな

う必要
ひつよう

かつ合理的
ご う りて き

な配慮
はいりょ

 

＊９ 国保連
こ く ほれ ん

請求
せいきゅう

データ 介護
か い ご

給付費等
きゅうふひとう

の審査
し ん さ

及
およ

び支払
しはらい

に関
かん

する業務
ぎょうむ

を行
おこな

う国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほ け ん

団体
だんたい

連合会
れんごうかい

において保有
ほ ゆ う

する請求
せいきゅう

実績
じっせき

に基
もと

づ

くデータ 

＊１０ 障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

 障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え んほ う

におけるサービス利用
り よ う

申請
しんせい

に対
たい

する

支給
しきゅう

を、障
しょう

がいや心身
しんしん

の状態
じょうたい

などにより必要
ひつよう

な支援
し え ん

を 1 から 6段階
だんかい

に分
わ

けた区分
く ぶ ん

。1 が支援
し え ん

の度合
ど あ

いが低
ひく

く、6が最
もっと

も高
たか

い。認定
にんてい

調査員
ちょうさいん

による区分
く ぶ ん

調査
ちょうさ

と医師
い し

の意見書
い け んし ょ

などを根拠
こんきょ

にコンピューターによる一次
い ち じ

判定
はんてい

と審査会
し ん さか い

による二次
に じ

判定
はんてい

により決定
けってい

される。 

＊１１ 障害
しょうがい

者
しゃ

グループホーム等
とう

サポートセンター 

グループホームの開設
かいせつ

を検討
けんとう

している法人
ほうじん

への助言等
じょげんとう

を行
おこな

うほか、開設後
か い せつ ご

の運営
うんえい

に係
かかわ

る相談等
そうだんとう

に対応
たいおう

す

る、グループホームの開設
かいせつ

促進
そくしん

及
およ

び運営
うんえい

支援
し え ん

を目的
もくてき

と

した事業
じぎょう

 

＊１２ 相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

 障
しょう

がい者
しゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

の自立
じ り つ

に関
かん

する相談
そうだん

に応
おう

じ、

助言
じょげん

、指導
し ど う

その他
ほか

の支援
し え ん

業務
ぎょうむ

を行
おこな

う者
もの

として厚生
こうせい

労働
ろうどう

大臣
だいじん

が定
さだ

める者
しゃ

 

＊１３ 医療型
いりょうがた

短期
た ん き

入所
にゅうしょ

 在宅
ざいたく

の医療的
いりょうてき

ケアを必要
ひつよう

とする障
しょう

がい児
じ

者
しゃ

や

重症心身障
じゅうしょうしんしんしょう

がい児
じ

者
しゃ

のための短期
た ん き

入所
にゅうしょ

。介護
か い ご

する者
もの

が病気等
びょうきとう

により介護
か い ご

ができない場合
ば あ い

などに、病院
びょういん

や

有床診療所
ゆうしょうしんりょうじょ

である短期
た ん き

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

において入浴
にゅうよく

、

排泄
はいせつ

、食事
しょくじ

の介護
か い ご

その他
ほか

の必要
ひつよう

な支援
し え ん

を行
おこな

う。 

＊１４ ピアサポーター 「ピア」とは「仲間
な か ま

」という意味
い み

で、「ピアサポー

ター」とは、自分
じ ぶ ん

の精神障
せいしんしょう

がいや精神
せいしん

疾患
しっかん

の体験
たいけん

を活
い

かし、 ピア(仲間
な か ま

)として支
ささ

え合
あ

う活動
かつどう

をする者
しゃ

 

＊１５ 退院後
た い いん ご

支援
し え ん

計画
けいかく

 精神科
せ い しん か

病院
びょういん

に措置
そ ち

入院等
にゅういんとう

で入院
にゅういん

した精神障
せいしんしょう

がい者
しゃ

が、退院後
た い いん ご

にどこの地域
ち い き

で生活
せいかつ

することになっても、

必要
ひつよう

な支援
し え ん

を切
き

れ目
め

なく受
う

けながら、安心
あんしん

して生活
せいかつ

で

きるよう、対象
たいしょう

者
しゃ

本人
ほんにん

の支援
し え ん

ニーズや入院先
にゅういんさき

医療
いりょう

機関
き か ん

のアセスメントに基
もと

づいて作成
さくせい

する支援
し え ん

計画
けいかく

 

＊１６ 神奈川県
か な が わ け ん

障害
しょうがい

者
しゃ

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

 

障害
しょうがい

者
しゃ

総合
そうごう

支援法
し え んほ う

第
だい

89条
じょう

の３の規定
き て い

に基
もと

づき、障
しょう

が

い者
しゃ

や障
しょう

がい者
しゃ

の福祉
ふ く し

、医療
いりょう

、教育又
きょういくまた

は雇用
こ よ う

に係
かかわ

る

関係
かんけい

者
しゃ

が相互
そ う ご

の連携
れんけい

を図
はか

ることにより、地域
ち い き

（神奈川県
か な が わ け ん

全域
ぜんいき

）における障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

への支援
し え ん

体制
たいせい

に
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番号
ばんごう
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よ う ご

 説明
せつめい

 

関
かん

する課題
か だ い

について情報
じょうほう

共有
きょうゆう

し、地域
ち い き

の実情
じつじょう

に応
おう

じ

た支援
し え ん

体制
たいせい

の整備
せ い び

を図
はか

ることを目的
もくてき

として設置
せ っ ち

する

協議会
きょうぎかい

 

＊１７ 基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センター 障害
しょうがい

者
しゃ

総合
そうごう

支援法
し え んほ う

第
だい

77条
じょう

の２の規定
き て い

に基
もと

づき、地域
ち い き

（市町村
しちょうそん

）における相談
そうだん

支援
し え ん

の中核的
ちゅうかくてき

な役割
やくわり

を担
にな

う

機関
き か ん

として、障害
しょうがい

者
しゃ

総合
そうごう

支援法
し え んほ う

に基
もと

づく相談
そうだん

支援
し え ん

と

身体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

福祉法等
ふくしほうとう

の各法
かくほう

に基
もと

づく相談
そうだん

支援
し え ん

及
およ

び

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

・権利
け ん り

擁護
よ う ご

のために必要
ひつよう

な援助等
えんじょとう

を総合的
そうごうてき

に行
おこな

う機関
き か ん

。なお、同施設
ど う しせ つ

は市町村
しちょうそん

が設置
せ っ ち

できると

規定
き て い

されている。 

＊１８ 福祉的
ふ く して き

就労
しゅうろう

 障
しょう

がいなどで企業
きぎょう

で働
はたら

くことが難
むずか

しい場合
ば あ い

、就労
しゅうろう

支援
し え ん

施設
し せ つ

などで福祉
ふ く し

サービスを受
う

けながら働
はたら

くこと 

＊１９ 一般
いっぱん

就労
しゅうろう

 一般
いっぱん

の企業
きぎょう

などで雇用
こ よ う

形態
けいたい

に基
もと

づいて働
はたら

くこと 

＊２０ 地域
ち い き

就労
しゅうろう

援助
えんじょ

センター 就労
しゅうろう

が必要
ひつよう

な障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

に、職 業
しょくぎょう

能力
のうりょく

に応
おう

じた

就労
しゅうろう

の場
ば

の確保
か く ほ

と職場
しょくば

定着
ていちゃく

を支援
し え ん

するとともに、

一般
いっぱん

就労
しゅうろう

に結
むす

び付
つ

かない障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

への福祉的
ふ く して き

就労
しゅうろう

への支援
し え ん

を行
おこな

う機関
き か ん

 

＊２１ 障害
しょうがい

者
しゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センター 

障
しょう

がい者
しゃ

の職 業
しょくぎょう

生活
せいかつ

における自立
じ り つ

を図
はか

るため、

雇用
こ よ う

、保健
ほ け ん

、福祉
ふ く し

、教育等
きょういくとう

の関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

の下
もと

、

障
しょう

がい者
しゃ

の身近
み ぢ か

な地域
ち い き

において就 業 面
しゅうぎょうめん

及
およ

び生活面
せいかつめん

に

おける一体的
いったいてき

な支援
し え ん

を行
おこな

い、障
しょう

がい者
しゃ

の雇用
こ よ う

の促進
そくしん

及
およ

び安定
あんてい

を図
はか

る機関
き か ん

 

＊２２ 障害
しょうがい

者
しゃ

雇用
こ よ う

促進
そくしん

センター 障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こ よ う

に関
かん

する企業
きぎょう

支援
し え ん

及
およ

び就労
しゅうろう

支援
し え ん

機関
き か ん

支援
し え ん

を行い、障
しょう

がい者
しゃ

雇用
こ よ う

の促進
そくしん

を図
はか

るために平成
へいせい

29

年
ねん

４月
がつ

に設置
せ っ ち

した県機関
け ん きか ん

 

＊２３ 農福連携
のうふくれんけい

 障
しょう

がい者
しゃ

の農業
のうぎょう

分野
ぶ ん や

での活躍
かつやく

を通
つう

じて、障
しょう

がい者
しゃ

が

自信
じ し ん

や生
い

きがいを持
も

って社会
しゃかい

参画
さんかく

を実現
じつげん

していく取組
とりくみ

 

＊２４ アウトリーチ 支援
し え ん

が必要
ひつよう

であるにもかかわらず届
とど

いていない人
ひと

に対
たい

し、行政
ぎょうせい

や支援
し え ん

機関
き か ん

などが積極的
せっきょくてき

に働
はたら

きかけて

情報
じょうほう

・支援
し え ん

を届
とど

けるプロセス 

＊２５ 就労
しゅうろう

支援
し え ん

機関
き か ん

 障
しょう

がい者
しゃ

の就労
しゅうろう

準備
じゅんび

を整
ととの

えるための訓練
くんれん

や就労後
しゅうろうご

の

職場
しょくば

定着
ていちゃく

の支援
し え ん

などを行
おこな

っている機関
き か ん

。障害
しょうがい

者
しゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
し え ん

センターや就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

など

がある。 

＊２６ 重症心身障
じゅうしょうしんしんしょう

がい児
じ

 重度
じゅうど

の肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

と重度
じゅうど

の知的障
ちてきしょう

がいとが重複
じゅうふく

した

状態
じょうたい

にある子
こ

ども 
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＊２７ 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

センター 主
おも

に未就学
みしゅうがく

の障
しょう

がい児
じ

に対
たい

して基本的
き ほ んて き

な動作
ど う さ

の指導
し ど う

及
およ

び適応
てきおう

訓練
くんれん

を行
おこな

うとともに、障
しょう

がい児
じ

を預
あず

かる施設
し せ つ

への助言等
じょげんとう

を行
おこな

う、地域
ち い き

の中核的
ちゅうかくてき

な療育
りょういく

機関
き か ん

 

＊２８ 相談
そうだん

支援
し え ん

ネットワーク

形成等事業
けいせいとうじぎょう

 

神奈川
か な が わ

県内
けんない

（政令市
せ い れい し

を除
のぞ

く。）の障害
しょうがい

保健
ほ け ん

福祉圏域
ふくしけんいき

（5圏域
けんいき

）における相談
そうだん

支援
し え ん

のネットワークの形成等
けいせいとう

を

通
つう

じて、重層的
じゅうそうてき

な相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こうちく

し、広域的
こういきてき

かつ

専門的
せんもんてき

な支援
し え ん

を行
おこな

うことにより、障
しょう

がい者
しゃ

の福祉
ふ く し

の

増進
ぞうしん

を図
はか

ることを目的
もくてき

として実施
じ っ し

する事業
じぎょう

 

＊２９ サービス管理
か ん り

責任
せきにん

者
しゃ

 障害
しょうがい

者
しゃ

総合
そうごう

支援法
し え んほ う

において、サービスの質
しつ

の向上
こうじょう

を

図
はか

る観点
かんてん

から、個々
こ こ

のサービス利用
り よ う

者
しゃ

の初期
し ょ き

状態
じょうたい

の

把握
は あ く

や個別
こ べ つ

支援
し え ん

計画
けいかく

の作成
さくせい

、定期的
て い きて き

な評価
ひょうか

などの一連
いちれん

のサービス提供
ていきょう

プロセス全般
ぜんぱん

に関
かん

する責任
せきにん

を担
にな

い、他
ほか

のサービス提供
ていきょう

者
しゃ

に対
たい

する指導的
し ど うて き

役割
やくわり

を持
も

つ指定
し て い

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業所等
じぎょうしょとう

への配置
は い ち

が義務付
ぎ む づ

けられて

いる者
しゃ

 

＊３０ 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

管理
か ん り

責任
せきにん

者
しゃ

 児童
じ ど う

福祉法
ふ く しほ う

において、サービスの質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

る観点
かんてん

から、個々
こ こ

のサービス利用
り よ う

児童
じ ど う

のアセスメントや個別
こ べ つ

支援
し え ん

計画
けいかく

の作成
さくせい

、定期的
て い きて き

な評価
ひょうか

などの一連
いちれん

のサービス

提供
ていきょう

プロセス全般
ぜんぱん

に関
かん

する責任
せきにん

を担
にな

い、他
ほか

のサービス

提供
ていきょう

者
しゃ

に対
たい

する指導的
し ど うて き

役割
やくわり

を持
も

つ障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所等
じぎょうしょとう

に配置
は い ち

が義務付
ぎ む づ

けられている者
しゃ

 

＊３１ 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等情報
とうじょうほう

公表
こうひょう

制度
せ い ど

 

利用
り よ う

者
しゃ

の個々
こ こ

のニーズに応
おう

じた良質
りょうしつ

なサービスの選択
せんたく

や事業
じぎょう

者
しゃ

が提
てい

供
きょう

するサービスの質
しつ

の向上
こうじょう

に資
し

するこ

とを目的
もくてき

として、障害
しょうがい

者
しゃ

総合
そうごう

支援法
し え んほ う

及
およ

び児童
じ ど う

福祉法
ふ く しほ う

に

おいて、事業
じぎょう

者
しゃ

に対
たい

して障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの内容等
ないようとう

を

都道府県
と ど う ふ け ん

知事等
ち じ と う

へ報告
ほうこく

することを求
もと

めるとともに、

都道府県
と ど う ふ け ん

知事等
ち じ と う

が報告
ほうこく

された内容
ないよう

を公表
こうひょう

する仕組
し く

み 

＊３２ 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

 認知症
にんちしょう

、知的障
ちてきしょう

がい、精神障
せいしんしょう

がいなどの理由
り ゆ う

により

判断
はんだん

能力
のうりょく

が十分
じゅうぶん

でない方
かた

について、本人
ほんにん

の権利
け ん り

を守
まも

る支援
し え ん

者
しゃ

（成年
せいねん

後見人等
こうけんにんとう

）を選
えら

び、本人
ほんにん

を法律的
ほうりつてき

に

支援
し え ん

する制度
せ い ど

 

＊３３ かながわ成年
せいねん

後見
こうけん

推進
すいしん

セ

ンター 

身近
み ぢ か

な地域
ち い き

における成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の推進
すいしん

を図
はか

るため、

当事
と う じ

者
しゃ

・家族
か ぞ く

からの相談
そうだん

や出 張
しゅっちょう

説明会
せつめいかい

、市町村
しちょうそん

や

相談
そうだん

機関
き か ん

に対
たい

する専門的
せんもんてき

助言
じょげん

の提供
ていきょう

、成年
せいねん

後見
こうけん

関係
かんけい

団体
だんたい

との連携等
れんけいとう

を推進
すいしん

する機関
き か ん

。神奈川県
か な が わ け ん

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

に委託
い た く

し設置
せ っ ち

している。 
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番号
ばんごう

 用語
よ う ご

 説明
せつめい

 

＊３４ 神奈川県
か な が わ け ん

障害
しょうがい

者
しゃ

権利
け ん り

擁護
よ う ご

センター 

障害
しょうがい

者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

、障害
しょうがい

者
しゃ

の養護
よ う ご

者
しゃ

に対
たい

する支援等
し え んと う

に関
かん

する法律
ほうりつ

第
だい

36条
じょう

に基
もと

づき、障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

の

防止
ぼ う し

、障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

を受
う

けた障
しょう

がい者
しゃ

の保護
ほ ご

及
およ

び

自立
じ り つ

の支援
し え ん

並
なら

びに養護
よ う ご

者
しゃ

に対
たい

する支援
し え ん

を適切
てきせつ

に実施
じ っ し

す

るため、都道府県
と ど う ふ け ん

が運営
うんえい

する支援
し え ん

機関
き か ん

 

＊３５ 福祉型
ふ く しが た

障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

 障
しょう

がい児
じ

を入所
にゅうしょ

させ、日常
にちじょう

生活
せいかつ

の指導
し ど う

及
およ

び自活
じ か つ

に

必要
ひつよう

な知識
ち し き

技能
ぎ の う

の付与
ふ よ

を行
おこな

う施設
し せ つ

で、都道府県
と ど う ふ け ん

知事等
ち じ と う

の指定
し て い

を受
う

けたもの 

＊３６ 指定
し て い

医療型
いりょうがた

障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

 

障
しょう

がい児
じ

を入所
にゅうしょ

させ、日常
にちじょう

生活
せいかつ

の指導
し ど う

及
およ

び自活
じ か つ

に

必要
ひつよう

な知識
ち し き

技能
ぎ の う

の付与
ふ よ

及
およ

び治療
ちりょう

を行
おこな

う施設
し せ つ

で、

都道府県
と ど う ふ け ん

知事
ち じ

の指定
し て い

を受
う

けたもの 

＊３７ 指定
し て い

発達
はったつ

支援
し え ん

医療
いりょう

機関
き か ん

 障
しょう

がい児
じ

を入所
にゅうしょ

させ、日常
にちじょう

生活
せいかつ

の指導
し ど う

及
およ

び自活
じ か つ

に

必要
ひつよう

な知識
ち し き

技能
ぎ の う

の付与
ふ よ

及
およ

び治療
ちりょう

を行
おこな

う施設
し せ つ

で、国立
こくりつ

病院等
びょういんとう

で国
くに

の指定
し て い

を受
う

けたもの 

＊３８ 発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

地域協
ちいききょう

議会
ぎ か い

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

者
しゃ

支援法
し え んほ う

第
だい

14条
じょう

の２に基
もと

づき、発達障
はったつしょう

がい

者
しゃ

の支援
し え ん

の体制
たいせい

の整備
せ い び

を図
はか

るため、発達障
はったつしょう

がい者
しゃ

及び

その家族
か ぞ く

、学識
がくしき

経験
けいけん

者
しゃ

その他
ほか

の関係
かんけい

者
しゃ

並
なら

びに医療
いりょう

、

保健
ほ け ん

、福祉
ふ く し

、教育
きょういく

、労働等
ろうどうとう

に関
かん

する業務
ぎょうむ

を行
おこな

う関係
かんけい

機関
き か ん

及
およ

び民間
みんかん

団体
だんたい

並
なら

びにこれに従事
じゅうじ

する者
しゃ

により構成

され、地域
ち い き

における発達障
はったつしょう

がい者
しゃ

の支援
し え ん

体制
たいせい

に関
かん

する

課題
か だ い

について情報
じょうほう

を共有
きょうゆう

し、関係
かんけい

者
しゃ

等
とう

の連携
れんけい

の

緊密化
き ん みつ か

を図
はか

るとともに、地域
ち い き

の実情
じつじょう

に応
おう

じた体制
たいせい

の

整備
せ い び

について協議
きょうぎ

を行
おこな

う都道府県
と ど う ふ け ん

設置
せ っ ち

の協議会
きょうぎかい

 

＊３９ 障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

認定
にんてい

調査員
ちょうさいん

 市町村
しちょうそん

職員又
しょくいんまた

は市町村
しちょうそん

から委託
い た く

を受
う

けた指定
し て い

一般
いっぱん

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

者
しゃ

の相談
そうだん

支援
し え ん

専門員等
せんもんいんとう

であって、都道府県
と ど う ふ け ん

が

行
おこな

う障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

認定
にんてい

調査員
ちょうさいん

研修
けんしゅう

を修 了
しゅうりょう

した者
しゃ

 

＊４０ 身体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

相談員
そうだんいん

 身体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

福祉法
ふ く しほ う

第
だい

12条
じょう

の３の規定
き て い

に基
もと

づき、

身体障
しんたいしょう

がい者
しゃ

の福祉
ふ く し

の増進
ぞうしん

を図
はか

るべく、身体障
しんたいしょう

がい

者
しゃ

の相談
そうだん

に応
おう

じ、その人
ひと

の更生
こうせい

のために必要
ひつよう

な援助
えんじょ

を

行
おこな

う民間
みんかん

の協 力
きょうりょく

者
しゃ

として、市町村等
しちょうそんとう

から原則身
げんそくしん

体障
たいしょう

がい者
しゃ

に業務
ぎょうむ

が委託
い た く

される者
しゃ

 

＊４１ 知的
ち て き

障害
しょうがい

者
しゃ

相談員
そうだんいん

 知的
ち て き

障害
しょうがい

者
しゃ

福祉法
ふ く しほ う

第
だい

15条
じょう

の２に基
もと

づき、知的
ち て き

障
しょう

がい

者
しゃ

の福祉
ふ く し

の増進
ぞうしん

を図
はか

るため、知的障
ちてきしょう

がい者
しゃ

又
また

はその

保護
ほ ご

者
しゃ

の相談
そうだん

に応
おう

じ、指導
し ど う

、助言
じょげん

、及
およ

び知的障
ちてきしょう

がい者
しゃ

の更生
こうせい

のために必要
ひつよう

な援助
えんじょ

を行
おこな

う民間
みんかん

の協 力
きょうりょく

者
しゃ

とし

て、市町村等
しちょうそんとう

から原則
げんそく

知的障
ちてきしょう

がい者
しゃ

の保護
ほ ご

者
しゃ

が業務
ぎょうむ

を

委託
い た く

される者
しゃ
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番号
ばんごう

 用語
よ う ご

 説明
せつめい

 

＊４２ 神奈川県
か な が わ け ん

社会
しゃかい

参加
さ ん か

推進
すいしん

セ

ンター 

地域
ち い き

における自立
じ り つ

生活
せいかつ

と社会
しゃかい

参加
さ ん か

を推進
すいしん

することを

目的
もくてき

に設置
せ っ ち

され、障
しょう

がいの有無
う む

にかかわらず、誰
だれ

もが

家庭
か て い

や地域
ち い き

で明
あか

るく暮
く

らせる社会
しゃかい

づくりに向
む

けて、障
しょう

がい者
しゃ

自
みずか

らによる各種
かくしゅ

の社会
しゃかい

参加
さ ん か

促進
そくしん

施策
し さ く

を実施
じ っ し

して

いる機関
き か ん

 

＊４３ 身体
しんたい

障害
しょうがい

者
しゃ

補助犬
ほ じ ょけ ん

 目
め

や耳
みみ

、手足
て あ し

に障
しょう

がいのある方
かた

の生活
せいかつ

をサポートする

ために訓練
くんれん

された犬
けん

で、「盲導犬
もうどうけん

」、「介助犬
かいじょけん

」及び

「聴導犬
ちょうどうけん

」の総称
そうしょう

 

＊４４ 共同
きょうどう

受注
じゅちゅう

窓口
まどぐち

 官公庁
かんこうちょう

や企業
きぎょう

が発注
はっちゅう

する作業
さぎょう

や物品
ぶっぴん

を対応
たいおう

可能
か の う

な

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業所等
じぎょうしょとう

にあっせん・仲介
ちゅうかい

を行
おこな

う

窓口
まどぐち

 

＊４５ 心
こころ

のバリアフリー推進員
すいしんいん

 企業等
きぎょうとう

において、障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

する取組
とりくみ

の中心的
ちゅうしんてき

な

役割
やくわり

を担
にな

う人
ひと

。県
けん

が主催
しゅさい

する「心
こころ

のバリアフリー

推進員
すいしんいん

養成
ようせい

研修
けんしゅう

講座
こ う ざ

」の修 了
しゅうりょう

者
しゃ

 

＊４６ ＰＤＣＡサイクル Plan（計画
けいかく

）→Do（実行
じっこう

）→Check（評価
ひょうか

）→Action

（改善
かいぜん

）の４段階
だんかい

を繰
く

り返
かえ

すことで業務
ぎょうむ

を継続的
けいぞくてき

に

改善
かいぜん

する方法
ほうほう
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